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　　　第十八話　犬かきの冬に万歳










　　　　　１




　六畳の畳たたみ部屋、小さな本棚と、壁にたてかけられたちゃぶ台。家具らしき物はその二つだけ。いい感じにすすけた天てん井じよう。壁には女子学がく生せい服ふくがかけられてる。壁はもちろん漆しつ喰くい。

　そんな二十世紀の忘れ物みたいな部屋の真ん中にどっかと敷しかれた煎せん餅べい蒲ぶ団とん。そこに女の子は眠ってた。

　ちょっとほっぺたにソバカスがあって、ちょっと髪の毛が外ハネしてるけど、とっても元気はつらつしてそうなかわいい娘むすめだ。

　ちなみに名前は七しち味み唐とう子こ。うどん屋の娘として生まれ元気にがんばってる高校二年生だ。

「ん──」

　唐子は半分だけ寝返りをうつと蒲団にもぐり込んだ。

　一月の頭だ。その寒さってったら半はん端ぱじゃない。蒲団の隙すき間まから伸びたコードが電気シーツか毛布の存在を物語ってた。どうやら冬の強い味方のようだ。

「んん？」

　寝返りをうったおかげで、カーテンの隙すき間まから差し込んでくる光が唐とう子この目もとを直ちよく撃げきした。

「朝か」

　唐子はむっくりとお目覚めした。蒲ふ団とんから出た途と端たんにパジャマの肩を抱えてぶるるって震えた。

「うわ、今日きよう寒いな」

　時計を見ると朝の九時。ま、冬休み中の起き床しよう時間としては遅すぎず早すぎずってとこだろう。

　冬休みに入ってからは大体これぐらいの時間に起きるようにはしてるけど、日差しで起こされたのは初めてだ。気のせいかいつもよりも差し込んでくる光が眩まぶしいように思える。

　カーテンをバ～って全ぜん開かいにした唐子は、その理由を理解した。

「うわあ」

　唐子は思わずすげ～～ぜって声を上げた。

　一面の雪ゆき景色だ。真っ白い雪が太陽の光をこれでもかってくらい反射してきらきら光ってる。ど～りで眩まぶしい訳だ。ど～りで寒い訳だ。

　ここ飯いい波なみ市はスキー王国、長野県の一部だ。でも長野県でもかなり南に位置してるから、決して大雪という訳ではない。

　スキー履はいて学校行くこともしない。

　一月の頭にこんな大雪ってのは、これでけっこう珍しい話なのだ。

「すっごいすっごいすっごい」

　早さつ速そく窓開けて屋根の上の雪で小さな雪ダルマを作った。押おし入いれから文房具箱ばこ引っ張り出してきて黒くて小さいケシゴムなんかで目とか鼻とか作った。

「よ～～し、こんなもんか」

　じんじんと冷たさがしみ込んでくる両手をパジャマで拭ふきながら、唐子は満足気に吐き出した。

　でもこんなもんじゃまだ満まん足ぞく出来ない。せっかくの雪なのだ。加工するには最適のボタン雪なのだ。

　もっと雪と触れ合いたい！　この雪の中を歩いてみたい！　よ～し、お出かけしよう。

　一直線の思し考こう回路で、唐子は大きく頷うなずいた。

「そ～だ、今日はお店もお休みだし。朝ご飯食べたら銀ぎん之の介すけ君とこへ遊びに行こっと」

　思いたったらそく行動。唐子はさっさと蒲団をたたみ始めた。

「オオカミ男の銀之介君のことだもん。きっと外を駆け回ってるんだろ～～な」

　蒲団をたたんで押入に突っ込む。その替わりにたてかけてたちゃぶ台を部屋の真ん中に置く。

「い～ぬはよろこびにわかけまわるね～こはこたつでまるくなる」

　なんて歌を口ずさみながら、唐とう子こはレトロな自分の部屋を出た。




　　　　　２




「桃もも花かちゃん。そっちどう？」

「こっちは大丈夫～～。ねぇ、お目め目めどうする？」

「大丈夫。銀ぎん花かね、ちゃ～～んと考えてきたんだから。じゃ～～ん」

「うわ～～、リンゴだ」

「これをこうやってくっつけてっと。完成！」

「わ～～いわ～～い！」

　花はな花はなコンビは両手を上げて万ばん歳ざいした。そんな今を精せい一いつ杯ぱいに生きてる二人に声がかけられる。

「あら、銀花ちゃんに桃花ちゃんじゃない」

「あ、うどんのお姉ちゃん。やっほ～」

　銀花が手を振った。

「うどん屋さんのお姉さん。こんにちは」

　桃花が深々と頭を下げた。

「はは、こんにちは」

　笑顔で返しながらも、唐子はちょっとだけ落ち込んでた。

　まだこの二人からはうどんって呼ばれるのを卒業出で来きないのかって。

「ねえねえ、うどんのお姉ちゃん。見て見て」

「うどん屋のお姉さん。二人で一生懸けん命めい作ったの」

「うどんのお姉ちゃん！」

「うどん屋のお姉さん！」

「アタシ、やっぱり七しち味みうどん子に改名しよっかな」

　唐子ははぁってため息ついてから、二人が見せたがってる物に目を向けた。

「へ～～すごいじゃない。これ」

「へへ～～ん」

　二人は得意そうに笑えみを浮かべた。

「で、これ何を作ったのかな？　ドラゴン？」

「も～～何なに言ってるの、そんな恐い動物じゃないよ！」

　頰ほおをぱんぱんに膨ふくらめて、銀花が心しん外がいだとばかしに言った。

「これはウサギなの」

「ウサギ？」

　唐子は改めてそれに目を落とした。

　確かにそう言われればウサギっぽいとこもない訳じゃない。まん丸くて赤い目なんてウサギそっくりだ。

　だけどウサギっぽくないとこも負けないくらいある。どっちかって言えばそっちの方が多い。数え上げればきりがないけど一番はその大きさだ。

　普通雪ゆきウサギってのはお盆ぼんか何かの上に作るものだ。ささの葉で耳をつくって、南なん天てんの実みで目を作って。

　竹の枝で耳を作って特大リンゴで目を作ってる時点でもうそれはウサギじゃない。怪かい獣じゆうだ。

　これがウサギ？　いいえ！　ウサギってのはこう掌てのひらに載るよ～なかわいらしい小動物のことを言うのよ。こんな豚ぶた一匹くらい飲み込んじゃうようなのウサギなんかじゃないわ！

　やっぱり怪獣に見えてしょうがない唐とう子こだったけど、子供の心を守るため笑顔で言った。

「そっか、よく見ればウサギよね。うんうん」

「でしょ～～、銀ぎん花か達がんばったんだもん。ね～～～」

「ね～～～」

『味み方かたウサギ』してる二人に、またため息を吐き出した唐子は、銀花に尋たずねた。

「ところで銀ぎん之の介すけ君は？　この辺りで遊んでるの？」

「銀兄ぃなら」

「銀花ちゃんのお兄さんなら」

　二人はそろって同じ方向を指さした。

　唐子はゆっくりとその方向に視線を動かした。

　そこには家があった。

　どこからどう見ても、駒こま犬いぬ家にしか見えなかった。




「やっぱり寒い冬にはこたつが一番だよな」

　オオカミ少年こと駒犬銀之介は、コタツムリになってた。

「で～～ん～～で～～んむしむしコタツムリ。お外は寒くて出たくない～。おコタでヌクヌク天国だ～～」

　なんて替え歌を歌ってると、廊下から居間へと続く引き戸ががららって開かれる。

「おじゃまします！」

「お、唐子か。ま～あたれよ。寒いっしょ」

　こたつをぱんぱん叩たたく銀之介のとこまで唐子はつかつかと歩み寄って来ると、腰に手を当て睨にらみつけた。

「ど～～した？　恐い顔して」

「ど～～したじゃないよ。何その情なさけない姿は」

「情けない姿？」

　銀之介は自分の姿を見直した。パジャマの上からはんてん着て腹はら巻まきつけてこたつに潜りながらみかん食べてるって姿だ。冬にはよくある光景だ。ちっとも情なさけなくなんかない。

「僕のどこが情けないって言うんだよ」

「全部！　せっかくの雪なのに家の中でコタツムリになってる姿すがた全部が情けないの！　そんなんじゃネコ男になっちゃうよ」

「言ってることがよく分からんぞ」

「だから、犬は喜び庭駆かけ回わる。猫はこたつで丸くなるって言うでしょ」

　目め茶ちや苦く茶ちやな方程式に、銀ぎん之の介すけはこめかみに鈍どん痛つうを覚えた。

「うるせ～～、それに僕は犬いぬ男おとこじゃないの、オオカミ男なの！」

「こら銀之介。情けないことを言うな。せっかく唐とう子こちゃんが来てくれてるんだ。少し外を走り回って来いよ。これだから寒がり屋は困ったもんだ」

　神しん妙みような顔つきでそう助言する父、銀ぎん一いち郎ろうに銀之介は言った。

「父とうさんだって人のこと言えないじゃないか」

　銀一郎も厚あつ着ぎがすごかった。

「さ～～仕事仕事」

　銀一郎はさっさと仕事場に戻ってった。自分に都つ合ごうが悪くなるとすぐに逃げるのだ。

「あ～～ゆ～～大人おとなにはならないぞ。絶対に」

　小さい頃から何度も口にしてる台詞せりふをしっかりと吐き出した。

「ね～～ね～～、外に行こ～よ」

「やなこった。風か邪ぜひくだけがオチさ」

　銀之介は意い固こ地じに蒲ふ団とんに潜り込んだ。たとえマッチョなお兄さん達が来たってあたしゃここから出ませんって意志が表れてた。

「も～～、もうすぐ冬休みも終わりだってのに」

　唐子は焼き立てのオモチみたいにぷく～って膨ふくれてから、ふっと真ま顔がおになる。

「待って、今日きようって何日だっけ？」

「正月休みボケか？　今日は一月の五日だよ。冬休みもあと三日しかないや。唐子宿題やったか？　ま、聞くだけ無む駄だだろ～～けど」

「そ～～だ、今日だよ！」

「は？」

「今日だったんだ」

　唐子はきゃはきゃは笑ってから、銀之介の手をぐいっと引っ張った。

「飯いい波なみ公園に行こうよ。面白いことやってるから」

「面白いこと？」

　銀之介はあからさまにいぶかしげな表情を見せた。

　でも唐子の次の一言でその表情が一いつ変ぺんした。

「超ちよう高級松まつ阪ざか牛ぎゆうあるんだよ」

「超高級松阪牛………」

　銀ぎん之の介すけの頭に、ぐつぐつ音をたてるスキヤキが出現したことは言うまでもない。

「よし唐とう子こ、ちょっと待ってろ。着替えてくるから」

　コタツムリは殻からを捨てると、二階へと上がってった。

「いや、でも食べるためにはさ…………」

　もう届かない。脱ぎ捨てられたこたつしか残ってないから。

「ま、いっか。別にあとで分かることだし」

　唐子は無む責任に呟つぶやいた。
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『第二十六回　新しん春しゆん水泳大会！』

　飯いい波なみ公園すぐ脇わきの市民プールには、そんな巨大看かん板ばんが立ってた。

「なんじゃこりゃ～～！」

　思いきり厚あつ着ぎした銀之介は、力の限り松まつ田だ優ゆう作さくした。

「何やってるの？　早く行こ～よ」

　隣となりの唐子が、手て袋ぶくろでもこもこしてる銀之介の手を引っ張った。

「唐子。第二十六回ってことは毎年やってんのか？　この無む謀ぼうな大会」

「そ～だよ。このプール出来た時からやってるんだもん。もうこの市民プール古くなっちゃって来年か再さ来年に作りかえるって話だけど、その後も続いていくと思うよ」

「分からん。どうして新春に水泳大会なんだよ。長野県民は感覚麻ま痺ひしてんじゃないのか？」

　ちょっと毒どく舌ぜつった。

「早く行こ！　無料で配ってるおしるこなくなっちゃうよ」

「おしるこ………ねぇ」

　微び妙みような表情を浮かべた。甘いものは嫌いじゃないけど、この寒さを耐えてまで突とつ撃げきしていくものかど～か？

「豚とん汁じるとかもあるよ」

「よし行こう」

　肉の魔ま力りよくで、銀之介は門をくぐった。

　看板の文字だけでも十二分ぶんに寒かったけど、中はもっと寒かった。

「でも、昨日きのうあれだけの雪だろ。プールの水も雪でぐしょぐしょになって泳ぐどころじゃないんじゃないか？」

「あ、それは大丈夫みたいだよ。昨日の夜から実行委員会の人がシート張ったりしてがんばったらしいもん」

　そんなもんがんばるくらいなら、延期か中止にすればいいのにって銀ぎん之の介すけは思った。

　いっそもう七カ月くらい延期すれば、実に快適で健康的な大会になるだろうに。

「あ、もうウォーミングアップが始まってる。見て見て」

　唐とう子こが指さすとこを銀之介は見やった。

　凍こごえそうな水の中、ばしゃばしゃ泳いでる男がいた。

　男は軽く二十五メートルを二往復程ほどすると、水から上がった。

　びっくりするくらい引き締まった体。鋼はがねのような筋肉。

　でも銀之介が注目したのは別のとこだった。

「おい、唐子。見ろよあの人。体中に古ふる傷きずだらけじゃないか。何やってる人なんだ？」

「何なに言ってんの。銀之介君だって何度も会ってるじゃん」

　唐子はこともなげに答えた。

「あれ、熊の穴のマスターだよ」

「熊の穴って、あのよく行く喫茶店のだろ」

　熊の穴、唐子いきつけの喫茶店で、いろんな希き少しようパフェを出す個性派のお店だ。

　銀之介は改めて男を見た。そう言われれば髭ひげのマスターだけど、まさかあんな体してるとは思わなかった。
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「きっとあの肩んとこのが、黄金ドリアンを採った時にサメに齧かじられた痕あとだよ。それから脇わき腹ばらのがワニと格かく闘とうした時の………」

　あれこれ傷の説明する唐とう子こに、銀ぎん之の介すけは一言だけ言った。

「あの人………メタルギアとケンカしても勝てるぞ。きっと」

「あ!!」

　不ふ意いに唐子が素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「常じよう連れんさんがいる！　ちょっと挨あい拶さつに行って来るね」

　それだけ言うとたったと走って行く。

「相変わらず何するにも元気な奴やつだよな」

　そう呟つぶやくと、銀之介はぶるるって震えて首を縮ちぢこませた。

「さ～って、松まつ阪ざか牛ぎゆうの屋や台たいでも探すとすっか」




「兄あに貴き、寒いっす」

　水泳パンツいっちょのマサがぶるぶる震えながら言った。ちなみに水泳パンツも派は手でだった。

「我慢しろ！」

　角かく刈がりサングラスの健けんが怒ど鳴なりつけた。もちろん同じよ～に水泳パンツいっちょって出いで立たちだ。

「ほら、ここにストーブがあるから、あたってろ」

「サンキューっす」

　マサはタオル肩にはおってストーブにあたりながらふと尋たずねた。

「ところで兄貴。ど～～してまたこんな大会に出なきゃいけないんすか？」

「この馬鹿野や郎ろう！」

　健の兄貴兄貴パンチがマサの頰ほおにめり込んだ。寒いから痛さも倍ばい増ぞうだ。

「前回も説明したろ！」

「前回？」

「中華料理屋でだよ」

「ああ、ちっこい犬が来て料理を目め茶ちや苦く茶ちやにして、結局ウ～ロン茶しか飲めなかったあの」

「痛いことを思い出させるなぁ!!」

　兄貴兄貴パンチ２が炸さく裂れつした。

「もう一いち度ど説明してやるよ。つまり、うどんなんか色あせてしまうようなすんごい高級なもんを食べていけば、ついついうどんを注文してしまうなんてこともない。従ってスムーズに地上げ作業が出来るってこった」

「そう言えばそんなこと言ってましたね」

「最高級松阪牛のスキヤキならどうだ？」

「ばっちりです」

「だろ？　だからこの大会にエントリーしたんだよ」

「なるほどなるほど」

　マサはしきりに感心してから、実に素そ朴ぼくに尋たずねた。

「でも兄あに貴き、水泳速いんですか？」

「自慢じゃね～が」

　健けんは角かく刈がりをなでつけ言った。

「中学の時にゃ全国大会まで行ったことがある」

「まじっすか！」

「俺のバタフライは速いぜ。なんせ水の上を跳はねるようだって言われたくらいだからな」

「兄貴、素す敵てきすぎっす」

　なんてやってる時だ。

「こんにちは～～。健さんとマサさん！」

　元気一いつ杯ぱいの声が後ろから聞こえてきた。

『ん？』って思って振り返ると、ソバカスで外ハネの女の子がニコニコして立ってた。

「君は……」

「うどん屋の……」

「七しち味み唐とう子こ！　前に自己紹しよう介かいしたじゃないですか！」

　唐子はちょっと膨ふくれてそう宣言してから、またニカって笑った。

「お二人も出るんですか？　水泳大会」

「まあな……なぁ」

「そ、そうっすね。兄貴」

「すごいですね～～。応援してますからがんばってくださいね。あ、またお店来きてくださいね。待ってますから。それじゃ」

　手を振って唐子は去って行った。

「本当に常じよう連れんと化してますね。おいら達」

「言うな。俺も気にしてるんだ」

　二人ははぁって特大のため息を吐き出した。

「ところで兄貴、トーマス元気ですか？」

「元気だぞ。爬は虫ちゆう類るいだから冬は冬とう眠みんするかと思ってたがとんでもない話だ。よく動き回るしメシをたんと食べやがる。ありゃきっと極度の不ふ眠みん症しようだな」




　　　　　４




「倉くら地ち先生につきあってくれって言われたから来たんですけど」

　小こ夏なつは辺りをぐるりと見渡した。寒かん風ぷうふきすさぶ中、見ただけで凍こごえそうな格好した男達が準備体操してた。

「出るんですか？　寒かん中ちゆう水泳大会に」

「馬鹿言いわないで、プチ三みつ石いしちゃん」

　倉くら地ちは長い髪をふわって搔かき上げると、優ゆう雅がにおっしゃった。

「凍こごえながらがんばってる男の子達を見ながらおしるこを食べるの。毎年恒こう例れいの正月行事なのよ」

「倉地先生………………趣しゆ味み悪いです」

　小こ夏なつがぼそって呟つぶやいたけど、そんなもん倉地は聞いてなかった。

「あら、駒こま犬いぬ君じゃない」

「え？」

「ほら、あそこをきょろきょろしながら歩いてる男の子」

　小夏は瓶びん底ぞこ渦うず巻まきぐるぐる眼鏡めがねをちょいと押し上げ見やった。なるほど、人の良さそうな顔した青年が歩いてる。間違いなく駒犬銀ぎん之の介すけ君だ。

「駒犬センパ～～～イ！」

　ロメガホン作って小夏が叫ぶと、気がついた銀之介はひょこひょこやって来た。

「ど～～もこんにちは。倉地先生、小夏ちゃん」

「こんにちは。珍しいわね、こんなところで会うなんて。寒がりの駒犬君のことだからこんな日はずっとこたつで丸くなってると思ってたのに」

「はは、そうだったんですけどね」

　銀之介は軽く笑ってから、深しん刻こく味みをちょっと隠かくし味にして言った。

「松まつ阪ざか牛ぎゆうって聞いちゃじっとしてられませんよ」

「松阪牛？　駒犬君は松阪牛を目当てに来たの！」

「そ～ですけど」

「すごいわね。見直したわ」

「センパイ、応援しますから」

「はぁ」

　ど～してすごいのか、応援されるのか銀之介にはさっぱり分からなかったけど、持ち上げられて悪い気はしないから照れくさそうに笑えみを浮かべた。

「でも、こんなとこにいていいのかしら？　松阪牛が欲しいならあっちで係員の指示に従わないと」

「あ、私に任せてください！」

　小夏がぴっこり右手を上げて声を張り上げた。

「私が案内してあげます！」

　小夏は銀之介のもこもこの手をぎゅって握ると引っ張った。

「さ、行きましょ。駒こま犬いぬ先せん輩ぱい」

「あ、悪いな。それじゃ、倉くら地ち先生」

　倉地にぺっこり会え釈しやくしてから、銀ぎん之の介すけは小こ夏なつに引っ張られるまま歩いて行った。

　松まつ阪ざか牛ぎゆうが屋や台たいでクシ焼きか何かになってて、その屋台へ連れてかれるものだと思い込んでた。

　信じて疑ってなかったのだ。




「あれ？　銀之介君ってばどこに行っちゃったんだろ？」

　常じよう連れんさんに挨あい拶さつして戻って来た唐とう子こは、どっか行っちゃった銀之介を探してきょろきょろと辺りを見渡した。

　ちなみに手にはおしるこのカップが握られてる。抜ぬけ目めなくもらってきたのだ。お餅もち多めで。

「も～、ちょっと目を離すとこれなんだから」

　もそもそ餅食くいながらぼやいてると、肩をぽんぽんと叩たたかれる。

「ひんのふへふん！　ほほひって……」（銀之介君、どこ行って）

　振り返って、餅まみれの言葉を止めた。すぐ後ろにいたのは銀之介じゃなかったからだ。

「こんにちは。唐子さん」

　狩かり谷や楓かえでが、相変わらずの冷さめた表情で立ってた。

「はんは、はへへはん」（なんだ、楓ちゃんじゃん）

　ごっくりんこと餅を飲み込むと、唐子はにっかり笑って言った。

「楓ちゃんもおしるこ食べに来たの？」

「おしるこ？　ああ、無料で配ってる奴やつね」

　楓はゆっくり首を振った。

「違うわ。私は兄さんについて来たの。調査するって言うから」

「狩かり谷や先生が調査？」

「そう。この出場者の中にもしかしてオオカミがいるかもしれないって」

「ど～してそんな」

　楓は無言である方向を指さした。

　唐子はその方向に首を動かし、なるほどって納得した。
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「そ～～だよね、肉好ずきだったら心動かされちゃうもんね。あの一言に」

「極度の肉好きであるオオカミ人間なら、この言葉にひかれて出場するかもしれないって兄さんが言ってね。ところで……」

　楓かえでは唐とう子この左右を軽く見やり、尋たずねた。

「駒こま犬いぬ君の姿が見当たらないけど、今日きようは一緒じゃないの？　それとも、まさか出場前の選手登とう録ろく？」

「はは、そりゃないよ。いくら肉好き大将軍の銀ぎん之の介すけ君でもさ」

　唐子はぴらぴらと手を振った。

「アタシも、てっきりオオカミな銀之介君のことだから喜んで庭を駆け回ってると思ってた訳。でも朝あさ行ったらコタツでみかんだよコタツでみかん。そんな寒がりの銀之介君が寒中水泳大会に出場する訳ないじゃん」

「そうよね」

「そ～だよ。何たって寒がり大将軍なんだよ。大将軍！　銀之介君ってばあんなに毛がもこもこしてるくせに」

「毛がもこもこしてる？　駒犬君がかい」

　クールなハスキーボイスだ。

「兄さん！」

「狩かり谷や先生……」

「こんにちは七しち味み君。盗み聞きするつもりはなかったんですが、耳に入ってしまってね」

　後ろからやって来た狩谷森もり彦ひこは、申し訳なさそうに軽い微笑を浮かべた。

「しかし、駒犬君の毛がもこもこしてるってのはどういうことだい？　別に天てん然ねんパーマかかってる髪かみ質しつでもなさそうだけど」

「それは………………」

　０・３秒考えて、唐子はぶっ飛ばした。

「銀之介君。実はあ～見えてすっごい毛深いの。普通じゃ分かんないと思うけど、脱ぐとすごいんだってば。脱ぐと」

「へ～～～、それじゃ七味先せん輩ぱいは駒犬先輩が脱いだとこ見たってことですよね。二人はそ～ゆ～関係だったんですかぁ」

　振り返ると、眼鏡めがねがいた。

「小こ夏なつちゃん！　違うのそれは！」

「いいんですよ隠かくさなくたって。そっか～、二人はもうそこまで行っちゃってたんだ～」

「違うの～～～！　ちゃんと話を聞いて～～」

　無む駄だだった。小夏は含み笑い浮かべながら人ひと込ごみに消えていった。

「小夏ちゃ～～～ん！」

　必死に叫んでる唐子に、楓は呆あきれたため息を吐き出した。

　それから、狩谷に顔を向ける。

「兄さん。そろそろ調査に行くんでしょ。私も一緒に」

「いや、その必要はないよ」

　手袋を外はずそうとする楓かえでを、狩かり谷やは小声で制した。

「今、選手登とう録ろく表を見て来たんだ。皆、すでに一度調しらべたことがある人達だったよ。ま、若じやつ干かん一名別べつの名前もあったが、彼は違うだろ。明らかに若すぎる」

「そう、それじゃ帰る？」

「いや、せっかくだから見学していくことにするよ。倉くら地ち先生も一緒だ。飯いい波なみ高校の生徒が出てるんだ。一いち応おう教師として応援しようと思ってな」

「え！　学校の生徒が出てるの」

　ちょっとへこんでた唐子がにょっこり復活した。

「そりゃ～応援しなくちゃ！　誰だれ々だれ？　水泳部の人？　何年生？」

「おや、聞いてないのかい。てっきり七しち味み君と一緒に来たと思ってたけど」

「それじゃうちのクラスの人ってこと？　すごいな～」

　唐とう子こは純じゆん粋すいに感心した。

「うちのクラスにそんな骨のある奴やついたんだ。で、誰なんですか？」

「さっきの話にも出てた、駒こま犬いぬ君だよ」

「……………」

　きっちり三秒息いき止とめてから、唐子は特大のえ～～～を響ひびかせた。

「え～～～～～!!」

「僕も驚いたよ。あの大人おとなしい駒犬君がってね。いや、応援させてもらうよ。それじゃ、僕は応援席に行っているから」

　狩谷は軽く手を上げると、小こ夏なつの去って行った方向に姿を消した。

「驚きね。あの駒犬君が」

「驚きだよ。あの銀ぎん之の介すけ君がだよ」

　しばし押し黙ってから、唐子はぼそっと呟つぶやいた。

「松まつ阪ざか牛ぎゆうへの執しゆう念ねんってすごいなぁ」
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「どうして僕はこんなとこにいるんだろう？」

　銀之介は凍こごえながら自問した。

　目の前には水があった。ただの水じゃない。氷に変身する一歩手て前まえで足踏みしてる冷水だ。

　そして自分の格好だ。水泳パンツ一つっていうとってもお寒い格好してる。

「何な故ぜだろうか？」

　銀之介はまだ自問してた。

　銀之介の記き憶おくが確かならば、自分は確か松阪牛を食べに来たはずだ。なのにど～～してこんな格好で飛び込み台の上に立ってるのだろうか？

　てっきり松まつ阪ざか牛ぎゆうの屋や台たいか何かに連れてってくれると信じて小こ夏なつに引っ張られていった。そしたら何な故ぜかこんなことになってしまった。

　あれ？　何かがおかしいぞ？　って思ってるうちに服を剝はぎとられ水泳パンツを穿はかされここに立たされてた。

　ひたすら自問してる銀ぎん之の介すけの目に、ふとそれは映った。文字の書かれた大きな布だ。

　問題はその文字だった。
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「そ～～ゆ～～ことだったのかぁ！」

　全すべての謎なぞが氷ひよう解かいした銀之介は頭抱かかえて絶ぜつ叫きようした。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ、寒！」




「ふふ、駒こま犬いぬ君ったら。元気よく伸びなんかしちゃって。やる気まんまんね」

　応援席の倉くら地ちが大人おとなっぽく笑った。

「そうかな、アタシには何か真実に気がついてのけぞってるようにしか見えないけれど」

　唐とう子こがぼそっと呟つぶやく。

　そんな中、狩かり谷やが不ふ思し議ぎそうに首を傾かしげた。

「そんなに毛深くはないようだが」

「え？」

「いや、唐子君がさっき言ってたじゃないですか。駒犬君はけっこう毛深いって」

「そう言えば言ってたわね。確か脱ぐとすごいって」

　倉地は軽く頷うなずいてから、まだのけぞってる銀之介に目を向けた。

　ひょろひょろとした体ははっきりいって毛深くなかった。女の子のような色白の肌はだが軟なん弱じやくさに拍はく車しやかけてた。

「全ぜん然ぜん毛深くないわね。どちらかといえば薄いんじゃない？」

「そ、それは……」

　こいつはやべえぜ！

　唐子はちこっと戦せん慄りつした。

　まぁ直ちよく接せつ銀之介の秘密につながるようなことはないと思うけど、ここには天てん敵てきの狩谷先生がいる。用心に越したことはない。

　なんとか誤ご魔ま化かそうと言い訳を考えてる時だ。それまで黙ってた眼鏡めがねの小夏がぶっ飛ばした。

「それはあれですよ。今隠かくされてる部分が毛深いってことですよね。七しち味み先せん輩ぱい」

「そーそー、それなのよ。さすが三みつ石いしちゃん。よく分かってるじゃん」

　よいしょよいしょと小こ夏なつを持ち上げてから、唐とう子こはふっと考え込む。

　ちょっと待って…………今隠されてる部分って………。

　銀ぎん之の介すけに目を向ける。魂たましい抜けて放ほう心しんしてる銀之介は水泳パンツ一つ。当然のことだけど隠されてる部分って言ったらパンツの中だ。

　ものすごい気まずい沈ちん黙もくがシ～ンとした。

「二人とも、けっこう進んでるのね」

　倉くら地ちが大人おとなの笑えみを浮かべ言った。

『あ～～、思い切り誤ご解かいされてるけど、それを大声で言えないシチュエーションが憎い憎い憎い憎い！』

　唐子が服の袖そでをかじって転げ回ってる中、アナウンスの声が響ひびいた。

『それでは第一レースを始めます』

　それまでパンツの中身について考えてた面めん々めんが一いつ斉せいにプールに目を向ける。

『憎い憎い憎い憎い』

　まだ悔しがってる唐子の肩が、ぽんぽんと楓かえでに叩たたかれた。

「唐子さん。始まるわ」

「うぅぅぅぅ」

　苦にが虫むしをかみ潰つぶしたような顔で、唐子はプールに目を向けた。相変わらず魂たましい抜けた銀之介が突っ立ってた。

「がんばってぇぇぇぇぇ。銀之介君！」

　一瞬にして立ち直った唐子は、思い切り応援の声をすっ飛ばした。

「位置について、よ～～～い」

　競技用のピストル持ったおいちゃんが胴どう間ま声ごえを張り上げる。

　ドン！！！

　その合図で、スイマー達は一斉に水に飛び込んだ。ばしゃばしゃという水しぶきと光の反射でそれぞれの姿はよくは見えない。

「銀之介君は？　ねぇ銀之介君は？」

　目を凝こらす唐子に、楓がちょいちょいと指さした。

「駒こま犬いぬ君ならあそこよ」

　飛び込み台のすぐ下で、ぷかぷか浮いてる人がいた。どうやら本気で魂が抜けかけてるようだ。

「銀之介くぅぅぅぅぅん！」
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「も～～、松まつ阪ざか牛ぎゆうに対する情熱は分かるけど、そんなに寒がりなのにどうして水泳大会なんかに出たの？」

「あああううううあああうううあああううう」

　返事になってなかった。

　唐とう子こはため息を吐き出すと、少し離れたとこにあったストーブをずりずり引っ張って来た。合計五つのストーブが銀之介を照り焼きにした。

「出たくて出た訳じゃないやい！」

　凍りついてた声帯が復活したのか、銀ぎん之の介すけは搾しぼり出すように言った。

「松阪牛食たべに来たんだって言ったら、三みつ石いしちゃんがそれじゃこっちですって僕の手を引っ張って。気がついたらあんな格好させられてあんなとこに立ってたんだ」

「どうしてそれまで気がつかないのよ。普通なら途中でおかしいと思うでしょ」

「いや、おかしいおかしいとは思ってたけど、きっと松阪牛を食べるための儀式か何かかと」

　糞くそ真ま面じ目めな顔でそんなこと言う銀之介に、唐子は心しん底そこ呆あきれた視線を向けた。

「残念ね。松阪牛もらえなくて」

　ずっと黙ってた楓かえでが冷ややかに呟つぶやいた。

「それとも、本部にかけあってもう一いち度ど出場させてもらう？」

「もうこりごりだよ。早く家に帰ってコタツムリに戻りたい」

　力なく、銀之介は首を左右に振った。

「それじゃ銀之介君。しばらくあったまって元気になったら服着ておいでよ。アタシ達あっちの応援席で水泳大会見てるから。次は熊の穴のマスター出るから見逃せないんだ」

　唐子は銀之介にそう告げると、楓を引っ張って行ってしまった。

「やれやれ、本当に災さい難なんだよ」

　銀之介が、はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁって超ちよう特大のため息を吐き出した時だ。

　少し離れたとこのテーブルに一人用の小さな鍋なべがごとりと置かれた。

　湯ゆ気げをたてる鍋の登場で目をぱちくりさせる銀之介。そんな迷える子こ羊ひつじに、係員さんがおっしゃった。

「どうぞ。参加賞だよ。特性鍋なべ焼やきうどん」

　確かに、辺りを見渡すとレースを終えて帰って来た人達がもそもそ食べてる。

「松阪牛入りの肉うどんだよ」

「松阪牛！」

　その一言で銀之介のテンションがぎゅいんって上がった。もし変へん身しん状態だっら尻尾しつぽが力一いつ杯ぱい振られてたろう。

「ありがたく頂ちよう戴だいします！」

　銀ぎん之の介すけは鍋なべ焼やきうどんに突進すると蓋ふたに手をかけた。熱かった。

「あちゃちゃちゃちゃ」

　耳たぶ摑つかんで熱さ和やわらげてから、今度はタオルをミトン代わりに手に巻き付ける。

「肉うどん。松まつ阪ざか牛ぎゆう。肉うどん。松阪牛」




「今いま頃ごろ銀之介君。松阪牛に喜んでるんだろ～な」

　銀之介のいた簡かん易いテントを出て、プールサイドを歩いてる唐とう子こがそう言った。

　その言葉に、楓かえでが小首傾かしげて尋たずねた。

「どうして？　優勝しないともらえないんじゃないの？」

「そ～だけどね、参加賞ってことで松阪牛入り鍋焼きうどんが振る舞われるんだよ。まぁ、そんなにたくさんは入ってないんだけど」

「ふ～～ん」

「何を隠かくそう、うちのお父さんが監かん修しゆうなんだ」

　唐子は得とく意い気げに言った。

「よっくダシで煮込んだ松阪牛に三つ葉、それから卵を入れて半はん熟じゆくの状態で出す。卵の黄き身みと松阪牛とが一体となってこうまったりとした味わいを………」

「大丈夫かしら？」

　楓がさらりと呟つぶやいた。

「え？　何が？」

　大きな瞳をぱっちくっりさせる唐子に、楓さんは歯切れのいい声でおっしゃった。

「た・ま・ご」

　唐子は足を止めた。その表情がどんどん硬こう直ちよくしていく。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　唐子は慌あわててテントの方へ振り返った。だけど時すでに遅かった。

　頭抱かかえてテントから飛び出して来るのは紛まぎれもない銀之介。しかも少し毛深くなり始めてるから質たちが悪い。

　これからどこへ逃げようが、変身の方が早く訪れる。変身前まえに身を隠せる場所はここにはない。

「ど～～すればいいのぉぉぉ」

　絶望を感じる唐子の隣となりで、楓が一言だけ口にした。

「プール」

「そっか！」

　プールの中なら変身しても、ばしゃばしゃと水しぶきさえ立ててれば、姿を隠すことが可能だ。

「銀之介君！　プール！」

　銀ぎん之の介すけにもその言葉は届いたのだろう。顔面を押さえながらプールへと突っ走って行く。

　時間との戦いだった。




　５コースに、その男はいた。水泳パンツにくわえ何な故ぜかサングラスしてる男。そう、角かく刈がりサングラスの健けんだ。

「兄あに貴きぃ！　がんばってください！」

　横から飛んで来るマサの声援に、健けんは軽く手を上げた。

「よ～～い」

　係員がピストルを持ち上げた。健は前まえ屈かがみに体勢を落とした。

　松まつ阪ざか牛ぎゆうをゲットするため、そして地上げを成功させるため、健は水面を睨にらみつけた。

「スポーツジムのプールに通いトレーニングも積んだ。毎日寒かん風ぷう摩ま擦さつし、寒さに対する耐たい性せいも高めた」

　ジムのプールに通った代金で実は松阪牛が買えちゃうってことに、健は気がついてなかった。だけどそれは言いっこなしだ。

「今の俺に！」

　叫んだと同時に、バ～ンってピストルの音が健の鼓こ膜まくを揺さぶった。

　健は、軽く曲げた足のバネに全すべての力を込めた。飛び込み時から一気に差をつける健の必ひつ殺さつ技わざだ。

「敗北という文字はない！」

　って叫び、まさに飛び込もうとした瞬間。

　どげ～～～～ん！

　健はいきなり敗北した。

　後ろから突進して来た何かに、健は思い切り弾はじき飛ばされたのだ。

「あ～～～れ～～～」

　コマのようにひゅるひゅる回りながら健の体は空中を駆け、そしてぼっちゃんと着水した。

　ぷかぷかぷか。

「兄貴ぃぃぃぃぃ」

　魂たましい抜けかけてる健に、マサが叫んだ。




　バババババババババ！

　すごい水しぶきを上げて泳ぐ謎なぞのスイマーに、観客はどよめいた。だってそうだ、水しぶきもさることながらその速度が半はん端ぱじゃない。オリンピックの中ちゆう継けいでだってなかなかお目にかかれない光景だ。

　もちろん他のコースの方々はプールの中に立ちポカンと見つめるだけなのではあるけれど………。

「見ろ！　ぴったりくっついてる人がいるぞ！」

　誰かの叫びに皆一いつ斉せいに１コースを見やった。

　傷だらけの男が同じく泳いでた。水しぶきを立てない洗せん練れんされたクロール。でもやっぱり速度は普通じゃない。

　二十五メートルプールを折り返し、二人の決戦は続いた。

「二人とも………すごい！　絶対オリンピックで金メダルとれるよ」

「感心して見てる場合じゃないわ。唐とう子こさん」

　ぼ～っと眺ながめてる唐子を、楓かえでがたしなめた。

「そろそろ、タイムリミットのはずよ」

「何が？」

「駒こま犬いぬ君の……………息」

　唐子はそ～だったって息を吞のんだ。

　ばしゃばしゃやってる銀ぎん之の介すけは息いき継つぎしてないのだ。オオカミになってて普段より心臓とか肺とか強くなってる銀之介だって、いくら何でももうつらいはずだ。

「でも、ど～したらいいんだろ？」

　考え込む唐子に、楓が言った。

「ねぇ、唐子さん。水の中の銀之介君って、大おお声ごえ出せばこっちの音も聞こえるかしら？」

「多分………………聞こえると思う。変身した銀之介君の耳ってすっごくいいから。半はん端ぱじゃないくらいいいんだよ。この間だってアタシが銀之介君と町を歩いてる時、花はな嫁よめさんが泣きながら走って来てそれでね………」

「長くなりそうだからまた今度機き会かいがあったら聞くわ。それじゃ」

　楓はそれだけ言うと、プールサイドに近寄った。

「ちょっと楓ちゃん！」

　唐子の声も聞かずに、楓はそのままプールの中へと飛び込む。

「……………楓ちゃん………泳ぎたかったの？」

　とんちんかんなこと言う唐子に、水から頭だけ出した楓がはぁってため息を吐き出した。

　それからこう言った、

「さ、早く叫んで」

「え？」

「助けを呼ぶの！」

「え？　楓ちゃん足つっちゃったの！　大変！」

　唐子は慌あわててプールのへりに膝ひざをつくと手を伸ばした。

「早く捕まって！」

『ファイト───一発！』系の唐とう子この表情に楓かえではまたはぁって冷たいため息を吐き出した。

「違うの。私は駒こま犬いぬ君に助けに来てもらいたいの。水の中で元に戻せるでしょ」

「そっか！」

　唐子はパチンと手を打ち鳴らした。

「楓ちゃんあったまいい！」

　でもすぐにぶすっとした顔を見せる。

「ちょっと待って。それじゃ楓ちゃんが銀ぎん之の介すけ君と…………するってこと？」

「そういうことね。何か問題ある？」

「問題ある訳ないじゃないけど……でも………」

　なんか釈しやく然ぜんとしない、なんか悔しい、なんかスッキリしない。

「ほら、早くして」

「分かった」

　しぶしぶといった様よう子すで立ち上がろうとした唐子は、とっても素す敵てきに足をつるっと滑らせた。

「あ！」

　ボッチャ～～～ン！

「冷たいぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　って凍こごえてから、隣となりの楓を見てにっかり笑う。

「一緒に叫ぼ」

　楓は、三度目のため息を吐き出した。




　やば………息がそろそろ………。

　必死に水の中をもがいてた銀之介だったけど、リミットはもうすれすれだった。

　こうやって必死に犬かきしてる間は自分の姿は目もく撃げきされないだろうけど、少しでも犬かきの手を止めたら少々毛け深ぶかい体が見えてしまう。ましてや息いき継つぎなんてもってのほかだ。ぽっかり浮上した日ひにゃあ少々毛深い顔が白はく日じつの下もとにさらされてしまうのだ。

　もう…………ダメ………だ。

　全身の細さい胞ぼうが酸素くれ酸素くれってわめきたててた。

　松まつ阪ざか牛ぎゆう欲しがる私が　馬鹿でした

　なんて感じに辞じ世せいの句くを頭の中で詠よんじゃってた時だ。

『誰か助けてぇぇぇぇぇぇ！　足を滑らせて落っこちちゃったぁぁぁ！』

　なんて叫びが、水みず分子を振動させてやって来た。

『銀之介く～～ん！　助けてぇぇぇぇぇぇぇ』

　え？

　銀之介はばしゃばしゃしながら首を動かした。遠くでばしゃばしゃする水しぶきが見えた。おそらくそこに助けを求める声の主ぬしがいるのだろう。

『銀ぎん之の介すけく～～ん！　早く助けに来て～～～。息がきれる前に助けに来てぇぇぇぇぇぇぇ。息がきれる前に』

　息がきれる前………そうか、そういうことか！

　酸さん欠けつで悲鳴あげてた脳のう味み噌そだけど、最後の力を振り絞しぼってその言葉の真意を汲くみ取った。

　感謝するぞ！　唐とう子こ！

　銀之介は猛もう然ぜんと溺おぼれてる小ウサギめがけて犬かきした。




「兄あに貴きってば、しっかりしてください兄貴」

　プールサイドに仰あお向むけに横たわる健けんに、マサは必死に呼びかけた。

　水の上にぽっかり浮かんでた健をとりあえず息が出来るよう仰向けにしなんとかプールサイドまで運んできたのだ。

「とりあえず水を吐かせなければ」

　マサは健の上に飛び乗ると意外と厚い胸むな板いたをせっせと押した。

　ぴゅうぴゅうと健の口からクジラ水が出る。

「良かった、気がついたっすね。兄貴！」

「………ひでえ夢を見た。でかい犬が俺を突き飛ばす夢だ」

　奇き跡せき的に外はずれてないサングラスの隙すき間まから目め頭がしらを押さえる健に、その叫びは届いた。

「助けてぇぇぇぇぇ、おぼれてるのぉぉぉ」

　見ると、女の子が二人プールでばしゃばしゃしてる。しかも片方はかなり見覚えのある顔立ち。

「うどん屋の娘むすめ！」

　見たところ元気よく溺れてるようだ。本人もそう言ってるしまあ間違いないだろう。

「い、いかん！　早く助けなければ」

　健は立ち上がった。

「そんな、ダメっす兄貴！　ほんの今しがた生死の縁ふちから戻って来たばっかなのに！」

　止めようとするマサの顔面に健は熱血すいまーキックをかました。

「馬鹿野や郎ろう！　こんな時に動かなくて男の看板ぶら下げてられっか！」

　健はびしりとその言葉を叩たたきつけると、とおっと冷水に飛び込む。

「待ってろよ！　今いま助けてやるからな！」

　華か麗れいなバタフライで泳ぐ健の姿に、マサは拳こぶしを握り締めた。

「最高に超ちよう格好いいっす！　兄貴！」




「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ」

　健は泳いだ。水をかきわけ泳いだ。乙女おとめを救うために全身の筋肉をフル活動させた。

「今いま助けてやるからな！　今！」

　と……………不幸は後ろからやって来た。

　すごいスピードでやって来た何かに、健けんは思い切り弾はじき飛ばされた。

「あ～～～～～」

　大きく空中に放り投げられた健は、また水面に落っこちて来た。

　ぷかぷかぷかぷか。

「兄あに貴きぃぃぃぃぃ！」

　プールサイドのマサが絶ぜつ叫きようした。




　やべ、なんか弾き飛ばしちゃった。

　軽く顔をしかめたけど、今はそんなこと気にしてる場合じゃあない。

『助けてぇぇぇぇぇぇぇぇ』って声の聞こえる方向に、銀ぎん之の介すけは両りよう手足を動かした。

　前方に人ひと影かげが見えた。水の中だから不ふ明めい瞭りようだけど、それが女性の足だってことは理解出で来きた。

　恥も外がい聞ぶんもなく、銀之介はその足にしがみついた。

　やった！

　安あん堵どと苦しさで目を閉じた銀之介の唇くちびるに、柔らかい感かん触しよくが伝わった。




　一時、シンと静まり返った会場。しかし、青年が女性を抱きかかえて水面に頭を出した時、それは盛大な歓声へと変わった。

　何度も何度も深しん呼吸して空気を食べてから、銀之介は注そそがれる歓声と拍手に気がついた。

「なんか、照れるな」

　寒さも忘れて銀之介はへらへら笑った。

「にしても、危ないとこだったよ。ありがとう唐とう子こ……」

　腕の中に目を落とした銀之介はそこで目を丸くした。

「あれ！　楓かえでさん！」

「………………クシュン」

　楓は何も言わなかった。何も言わず、可愛かわいらしくクシャミした。

「唐子の声だと思ったのに。僕の聞き間違いだったかな？」

　聞き間違いじゃなかった。小首傾かしげてる銀之介の後ろで、海のお化けみたいな声が走った。

「ぎ～～ん～～の～～す～～け～～」

　振り返るとやっぱり海のお化けがいた。

「と、唐子」

　なんだかよく分からないけど、海のお化けはとっても怒ってるよ～だ。

「とりあえず外に出ようよ。このままじゃ風か邪ぜひいちゃうからさ。な、話はあとで聞くよ、だから」

「あんたなんか、あんたなんか！」

　唐とう子こは銀ぎん之の介すけに飛びかかるとぐいぐいとプールの中に頭を押し込めた。

「ずっと沈んでりゃいいのよ！　この！　この！」

「止やめろよ唐子。止めろってばごぼぼごぼごぼ」




　　　　　７




「え～、駒こま犬いぬさんは本来の記録は気き絶ぜつのため失格ではありますけど、その直後の大変素す晴ばらしい泳ぎを見せてくれたので、審しん査さ委員会はこれを高く評価し、駒犬さんには特別敢かん闘とう賞として、ホッカイロ一年分を賞品として贈ぞう呈ていしたいと思います」

「はぁ」

　銀之介はきょとんとした顔でホッカイロのたんまり入った袋ふくろを受け取った。ホッカイロはかなり重かった。肩にずしりときた。バランスも崩れた。表ひよう彰しよう台だいから落っこちた。

　こうして、飯いい波なみ市の寒かん中ちゆう水泳大会は幕を閉じた。

「銀之介君。起きて。早く帰ろうよ」

　つんつんとほっぺたをつっつかれ、銀之介は覚かく醒せいした。

「こ、ここは」

「まだ市民プール。銀之介君が表彰台から落っこちて目をくるくる回してる間にもう終わっちゃったの。もうみんな帰っちゃったの。もう夕方なの！」

　一気に喋しやべってから、唐子は銀之介の手を引っ張った。

「さ、帰ろ」

「ああ」

　立ち上がった銀之介は、少し離れたとこに立つ楓かえでの姿を見つけた。

「楓さん……」

「お目覚めのようね、駒犬君」

　いつもと変わらない、そっけない一言だった。

「その………楓さん。まだちゃんと言ってなかったと思うけど………」

　ポリポリと照れくさそうに鼻の頭を搔かきながら、銀之介はカゲロウの欠伸あくびみたいな小声で呟つぶやいた。

「ありがと………その、プールでのこと」

「別にいいわ。大おお騒さわぎにならなくてすんだのだから」

「でも、服もびしょびしょになっちゃったし」

「倉くら地ち先生がすぐに着替えを用意してくれたし、風邪の心配もないわ」

「そっか、でも本当にありがと」

　ぺっこりと頭を下げる銀ぎん之の介すけの耳が、横から突き出された手にぐいって引っ張られる。

「ちょっと銀之介君。確かにあの作戦を考えたのは楓かえでちゃんだし、最終的に………したのも楓ちゃんだけど、でもね、プールで大声で騒いで銀之介君を呼んだのはアタシなんだからね。それに、アタシだってパンツまでびしょびしょになって……」

「分かってるって。唐とう子こにも感謝するよ。ありがとう。ありがとう」

　銀之介は苦痛で顔をしかめながら唐子様さま唐子様って手を合わせて拝おがんだ。

「分かればいいよ分かれば。さ、帰ろう」

「ああ」

　銀之介はよっこらしょっとホッカイロ袋ぶくろを肩に背負った。

「よし、行こっか」

　三人が歩き始めてしばらくした時だった。不ふ意いにずいっと立ちはだかる影かげがあった。

「あ、熊の穴のマスター！」

　傷だらけのマッチョ体を見せたマスターが、発はつ泡ぽうスチロールの箱を抱かかえて立っていた。

　マスターは無言でずかずかと銀之介に歩み寄って来る。

　殺されるかもしれん。

　銀之介の頭で、危き険けん信号がビッコンビッコン鳴り響ひびいた。

　でも、幸いにも殺されなかった。

　マスターは銀之介んとこまでやって来ると、手にしてた箱をずいっと突き出したのだ。

「持って行きな。松まつ阪ざか牛ぎゆう」

「え？　でも……これは優勝賞品の」

「もし、あそこで君が女の子達を助けるために試合を放ほう棄きしなかったら、勝敗は分かんなかったからな。だから商品は半分にしよう」

「でも……」

「いいから、持って行きな」

　ほぼ強制的に箱を押しつけられる。

「それじゃ、僕のホッカイロも半分に」

「結けつ構こうだ。寒さには強いものでね」

　マスターは銀之介の肩をバシバシ叩たたくと最後に一言だけ言った。

「夏の水泳大会を楽しみにしてるぜ」

　マスターは去って行った。その後ろ姿の背中の筋肉が、鬼おにの顔に見えたり見えなかったりしたけど、まあそんなことはど～だっていい。

　しばし沈ちん黙もくを味わってから、楓が口を開く。

「変わった人ね」

「ああ、変わった人だ」

　銀ぎん之の介すけはこっくり頷うなずいてから言った。

「ど～してまだ水泳パンツ一つなんだろ～か？」

　謎なぞは解けそうもなかった。

　もしかしたら血液に不ふ凍とうペプチドとか注射されてて、シベリアでテロリスト相手に戦える体になってるのかもしれないけど、まぁそんなことはど～だっていい。

　あんまり悩んでても日が暮れるだけだから、銀之介はさっさと別のものに意識の矢印を向けた。

　もち手の中の箱だ。

「唐とう子こ、ちこっと蓋ふたを開けてくれよ」

　唐子に蓋を開けてもらって中を覗のぞき込む。思わず感かん嘆たんの息が漏れた。

「こんだけあれば大すきやきパーティーが出来るぞ。さっそく家に帰ってすきやきの準備だ！」

「ねーねー銀之介君。アタシも参加していい？」

「もちろんだよ。唐子達のおかげでこの肉が手に入ったんだから」

　唐子にそう言ってから、今度は楓かえでに笑顔を向ける。

「楓さんもど～ぞ」

「私は遠えん慮りよするわ」

「え～～ど～～して～」

　唐子が不満のおもちゃ箱をひっくり返した。

「松まつ阪ざか牛ぎゆうなんだよ。しかもタダなんだよ。タダ牛なんてなかなか食べられないよ」

「無む理りにとは言わないけど………楽しいよ。皆でわいわいすきやきつつくのって。おいでよ」

　銀之介がにへらって笑った。思わず殴なぐりつけたくなるような軟なん弱じやくな笑えみだ。

　だけどそんな軟弱な笑みを、楓は無む視し出来なかった。

　楓はしばし間を置いてから、コクリと小さく頷うなずいた。

「よっしゃ、決まりだ」

　にっかりと銀之介は笑った。

「それじゃ行こ！　駒こま犬いぬ家スキヤキぱーてぃに」

「おう！！！！！」

　三人は仲良く歩き出した。すきやきという名の幸せの待つ、駒犬家へ向けて………。




　あんまり幸せの待ってない二人もいた。

「災さい難なんでしたね」

　とぼとぼと前を歩く健けんに、マサが声をかけた。

「ひっくしょん！」

　鼻はな水みずをびろ～～んと伸ばし健は身を縮ちぢ込ませた。

「俺を二度も突き飛ばした奴やつは一体どこのどいつなんだ？」

「駒こま犬いぬって奴です。たまに見る顔ですよ。うどん屋の娘むすめの友達みたいっす」

「駒犬か……………」

　健はサングラスの中で目を細めた。

「気のせいか、でかい犬に突き飛ばされた感かん触しよくとよく似てたが」

「そんなの気のせいっすよ。それより大丈夫っすか？　さっきから鼻水流ながれっぱなしっすよ。蛇じや口ぐち全開モードで」

「ああ」

　ずずずずずって盛大に鼻水すすってから、健は言った。

「あそこに行くか。温かいもん食いに」

「そうっすね」

　二人はとぼとぼとあそこに向かった。

「あ………」

　あそこに到着したとこで、肩が落っこちた。あそこは定休日だったのだ。

「しょうがないっすね。休みじゃ」

「そうだな……」

　帰ろうとする二人に、後ろから声がかけられる。

「あ、健さんとマサさんじゃないですか」

　あそこの主人が立ってた。どうやら買い物にでも行ってたのだろう。スーパーのビニール袋がぶる下がってた。

「もしかしてお店に、すみませんね。今日きようは休みなんすよ。そ～～だ」

　主人はビニール袋ぶくろを持ち上げ笑った。

「よかったら一いつ杯ぱいやってきませんか？　いやね、娘が今日は友達の家でスキヤキ食べるって電話聞いたら、なんか無む性しようにスキヤキ食べたくなってね。肉やら野菜やら買いに行ってたんですよ。量もたっぷりあるし、食べてってくださいよ。な～～に、お代だいはいりません。いっつも来てくれてるお二人なんですから」

「兄あに貴き、ど～～します？」

「馬鹿、地上げする相手にご馳ち走そうになってどうするんだ。きっぱり断るに決まって………へっくしょん」

「ほらほら、外は寒いし、入った入った」

　半なかば強ごう引いんに店の中に引っ張り込まれた。

　自分達の本来の目的のことを考えれば、ちょっとまずいぞこの行動って分かってる二人だったけど、なんだかちょっと幸せも感じてた。

　めでたしめでたし。





第十八話　完
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　　　第十九話　オオカミは誰だ！










　　　　　プロローグ




「愛情のパン屋パンだもん。和食レストランかぶり。熱血親父おやじのゴルゴラーメン。以上三つの店から、スポンサー止やめます通告を受けました」

　女学生は神しん妙みような顔つきで言った。

　細い眼鏡めがねをかけた背の高い女性だ。少々性格がキツそうだけど、間違いなく美人に属するだろう。保証書書かいたっていいくらいだ。

「大手スポンサーだったこの三軒けんに抜けられるということは、事実上この新聞部は活動継けい続ぞくが難しくなります。それは皆さんも分かっていますね」

　女学生はぐるりと室内を見渡した。

　でっぷりと太った男子生徒がチョコバーを頰ほお張ばってた。

　小こ柄がらな糸いと目めの女子生徒がイラストロジックをやってた。

　がりがりに瘦やせた眼鏡の男子生徒が、ゲームボーイアドバンスをやってた。ちなみにソフトはロックマンエグゼ２だ。

　どうひいき目に見たって、真ま面じ目めに話し合いに臨んでる光景じゃなかった。

　女学生はおおいに憤ふん慨がいすると両手を振り上げ、目の前の机に叩たたきつけた。

　衝しよう撃げきで缶ジュースが倒れた。ウーロン茶の川が出来た。

　三人の男女は慌あわててそれぞれの手に握ってた会議にはあまり使わない物を机の下に突っ込んだ。

「みんな分かってるの？　この新聞部の危き機き的てき状況が。それについてどう考えてるの？」

「どう考えてるって………」

　でっぷりとした男子生徒が、口の回りのチョコを嘗なめてから呟つぶやいた。

「大変っすね」

「福ふく田だ君！」

　きって睨にらみつけられ、男子高校生は首をすくめた。

「副部長のあなたがその態度でいい訳？」

「だって、お店が決めたことだからど～しよ～もない訳っすよ。それにオイラ好きで副部長になった訳じゃなくて、オイラの苗みよう字じが福田だからってだけで勝手に…」

　福田はそこで漬つけ物もの石いしになった。

　それ以上お喋しやべりになられたら眼鏡めがねからビーム出して黒コゲにいたしますわよってな感じの視線がたっぷり注そそがれたからだ。

「新あら井い部長！」

　糸いと目めの女子生徒が手を上げた。

「やはりこの不ふ景けい気きの時代、多少の痛みはしょうがないんじゃないでしょうか？　どの店も経営が大変だっていいますし、何ってたって不景気が相手なんですから」

「……………不景気だもん」

　ひょひょろ男子生徒がぼそっと言った。どうやら無口な奴やつのようだ。

「吉よし川かわさん。樋ひ口ぐち君。もう一回言いってくれないかしら？　何が悪いんだって？」

「だから、不景気が」

「シャラップ！」

　えぐり込むような一いつ喝かつが飛んだ。

「不景気？　違うわ。スポンサーが下りたのは、不景気なんて訳の分からないもののせいじゃないわ」

　新聞部部長、新あら井い史ふみ江えは大きく息を吸い込むと、一〇〇メートル先のろうそくの炎ほのおも吹き消しそうな勢いで叫んだ。

「あんたらのせいよ！」

　福ふく田だと吉川と樋口の三人は口くち笛ぶえを吹きながらそっぽ向いた。

「順調だったわ。新聞部は。日常に起こる様さま々ざまな事件を取り扱い、常に飯いい波なみ高生が好こう奇き心しんをかきたてられるような新聞を作り続けてきたわ。月に一回の発行日には廊下の緑みどり掲示板に人だかりが出来ることだってあったわ。注目度が高いってことで、新しくスポンサーになりたいって店だって幾つかあったわ。それなのに。それなのに。それなのに…………私が盲もう腸ちようの手術で入院している間に……」

「あ、部長。聞き忘れたんですけど、やっぱ下の毛」

　史江はそんなこと口くち走ばしる吉川を思い切り睨にらみつけた。

　吉川は漬つけ物もの石いしになった、

「私は、一年の時からずっと一緒にやって来たあなた達を心から信用していたわ。私がいなくても十二月号の新聞を面白くしてくれるって信じてたわ。それなのにそれなのにそれなのに………それなのに！」

　史江は握り締めた拳こぶしをぷるぷると震わせた。

「よくもまぁこんな面白くない新聞が作れたもんね！」

　史江は一枚の新聞をずいいって突き出して見せた。

　説明したくもないくらいすっげ～面白くなかった。

「ちょっと、人とは違うとこに目を向けようと思いまして」

「違う方向に向けすぎなのよ。方向なんて言葉生なま優やさしすぎるわ。次元よ。違う次元を見ちゃってるのよ。どこの世界に、タスマニアミズスマシの交こう尾びの時の体勢を真剣に知りたがる学生がいるのよ」

「でも世界中探さがしたら一人くらい」

「それじゃ困るのよ！　一〇〇人いたら、最低でも七〇人は興味を覚えて目を向けるような題材を探さなくちゃ」

「はぁ」

「この新聞を手渡されたら、そりゃスポンサーも下りたくなるわよ。本当に。それに、私がいない間に何があったのよ！　お正月休み明け学校出てきた私は腰が抜けたわよ。どうして十五人いた部員が三人になってんのよ！」

「いろいろあったんです」

「そうです」

「………いろいろ」

　三人は人生を知り尽くした老人みたいな顔つきでうんうんと頷うなずいた。

　いろいろってのが何かはさっぱり分からないけど、それがとてつもなくろくでもないことだってことだけはなんとなく理解出で来きた。

「まぁ、いいわ。今いま聞いたら絶対にあなた達の首を絞しめるための紐ひもを探したくなるから次の機会にしてあげる。問題は、この新聞部始はじまって以来の超ちよう特大ピンチをいかに乗り越えるかってことよ！」

「お店に頼みに行ったらどうですか？　頭下さげて」

「私がそれをやらなかったとでも思う訳」

「え？　それじゃ」

「行ったわよ。三さん軒けん全部」

「ゴルゴラーメンにも行ったんですか！」

　部室内に動どう揺ようが秒速三〇メートルのスピードで駆け巡った。

「大丈夫でしたか部長！　狙そ撃げきされませんでしたか？」

「あそこの親父おやじさん絶対堅かた気ぎじゃないって顔してるもんな。すごく劇画ちっくだし」

「そうそう、ラーメン作るにも劇画チックに作るからもう笑って笑って。ラーメン出来上がると真ま顔がおで一言『任にん務む完了』だもんね」

「でも、あそこラーメンおいしいんだけど、無む茶ちや苦く茶ちやだよな。サービスだとか言って入れた卵の料金きっちり別に取るんだもん。どこがサービスよ」

「そうよね、なんかいちげんさんお断りって感じの店だし、あれで商売なりたって………」

　バキッ！

　福ふく田だと吉よし川かわはゆっくりと音のした方に首を向けた。

　史ふみ江えが手の中でシャーペンをおっぽってた。

　二人は静かになった。

「頼んだ結果、条件つきで今月分のお金はもらえるようになったわ。この条件をクリア出来なかったら来月からのスポンサー代は完全に停止。もう次はないわ」

「その条件ってのは？」

「条件ってのはね……」

　史江は唇くちびるを嘗なめると、国家機き密みつを打ち明けるような緊きん張ちよう感かんを込めて言った。

「足止め率九〇パーセント以上の新聞を作れって」

「足止め率って言うと、新聞を張り出した廊下を歩く人のうち何名が足を止めて新聞を読んでくれるかっていう意味あるんだかないんだか分からない率ですよね。生徒会が計ってる」

「そうよ。ちなみに、先月のあんたらの新聞は、足止め率三パーセントだったらしいわね」

　二人はまた口くち笛ぶえを吹いてとぼけた。口笛が大好きな二人なのだ。音はかすれてるけど。

「でも九〇パーセントって無む理りじゃないんですか？　部長が作ってた時でも平均は確か」

「…………八一パーセント」

　樋ひ口ぐちがぼそっと呟つぶやいた。無口だけど大切なとこはもってくのが好きな性格のようだ。

「無理ですよ。どう考えたって」

「ところがね、昨年のデータを繙ひもといてみると」

　史江がホワイトボードをくるりと反転させた。そこには幾つもの数字が並べられている。

「五月と十月の足止め率は九三パーセント。ほぼ全すべての人が足を止めて新聞を読んでくれてるのよ」

「すごいっすね。何の特集をした時なんすか？」

「覚えてない？　五月、謎なぞの怪物は変へん態たい？　号ごう外がい、破は廉れん恥ち怪物とらわる。十月、謎の怪かい物ぶつ廊下を爆ばく走そう！　昼時の惨さん事じ！」

「そっか、あの時の」

「そう。謎の怪物を特集した月の足止め率はこんなにも高いの。言い換えれば、謎の怪物さえ特集すれば確実に数字は取れるってことなのよ」

「なんだ、それなら簡単ですね。じゃぁ、謎の怪物の特集をするってことで。良かったぁ、これで新聞部も安あん泰たいですね」

「吉よし川かわさん。それだからあなたはまだまだなのよ」

「え？」

「適当に特集したところで所しよ詮せんは二番煎せんじ。そんなものでは八〇も危ないわ。もっと斬ざん新しんな新情報を組み込まないと」

「それじゃど～～するっすか？」

「ふふ」

　史ふみ江えの細い眼鏡めがねが、キラリンって光った。

「皆が知りたがっている情報。それはただ一つ。謎なぞの獣けものの正体」

「え!!」

　新聞部部室に衝しよう撃げきが走った。

「確実に九〇パーセント以上を狙ねらうために、タイトルはこれよ！」

　史江はマジックを手に取ると、ホワイトボードに文字を書きつけた。




『オオカミは誰だ！』
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「あけおめ！」

「あのな～～～」

　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけは呆あきれ顔を見せた。

　オオカミ人間っていうちょっと変わった体質を持つけど、それを抜かせばごくごく普通……いや、普通以下ってな高校二年生だ。

「もう一月の十三日なんだぞ。あけましておめでとうって時期でもないだろ。それを毎朝毎朝」

「まだ一月の十三日なんだよ！」

　七しち味み唐とう子こは唇くちびるを尖とがらして言った。

「一月って言えばまだまだ始まりの月なんだよ。あけましておめでとう。略りやくしてあけおめの方がなんだか気分がすっきりするじゃん」

「そういうもんか？」

「そういうもんなの！」

　唐子は拳こぶしを固めて力りき説せつした。

　なんか背後でメラメラ燃えるオ～ラまで見えそうな気き迫はくだ。

　唐子が訳わけ分かんないとこにこだわるのはよくあることだ。今いま更さら細かい茶ちや々ちや入れるつもりない。

「はいはい、あけおめっと。それじゃ学校行くか。こんなとこで突っ立ってたって風か邪ぜひくだけだし」

「うんうん。そ～だそ～～だ」

　二人は仲良く、商店街を後にした。

　いくら南信州っつったってここは紛まぎれもない長野県。一月の寒さっていったら半はん端ぱじゃない。

　ぴゅ───って吹いてくる朝の風に耐えながら二人は学校目め掛がけて歩いた。

「にしても本当に早いよね。もう一月なんだよ」

「そうだな」

「もう半月もすれば二月で、期末テストが終わったらもう学校が休みになって。そして次はとうとう三年生か」

　唐とう子こは時の流れについてしみじみと物思いにふけってから、銀ぎん之の介すけに顔を向けた。

「銀之介君は卒業したらど～～するの？」

「唐子は………ど～～すんだ？」

「アタシはもちろんうどん屋を継ぐの！って考えてたんだけど、お父とうさんが大学とか専門学校行きたいならお金出だしてくれるって。アタシもやってみたい勉強とかあるし。実は栄養士の資格とりたいんだ」

「いいんじゃないか。こんな時代だからな。資格は持っといた方がいいし」

「銀之介君は？」

「僕は………そりゃやりたいことがないわけじゃないけど……」

　銀之介は冬の空を見上げてから、軽く笑った。

「それ以前に、卒業出で来きるかって問題があるからな。この学校」

「大丈夫だよ。いくら成績が悪くたって出席日数さえ足りてれば」

「いや、そっちの問題じゃなくって………僕の困った体質」

「ああ、あっちの問題なんだ」

　唐子はちょっと苦く笑しようした。でも明るく続ける。

「大丈夫だって。これまで誰にもバレなかった…………って訳じゃなくて何人かにはばれちゃったけど。もちろんアタシも含めて」




　ばれちゃった会員一番、七しち味み唐とう子こ

　ばれちゃった会員二番、漆うるし野の百ひやく太た郎ろう

　ばれちゃった会員三番、神楽かぐらあずさ（水みず持もちあずさ）

　ばれちゃった会員四番、狩かり谷や楓かえで

　ばれちゃった会員五番、国くに渡わたり桃もも花か




「心配しなくてもいいよ！　銀之介君のことあっちこっちでお喋しやべりするような人達じゃないよ。ちょっと恐いのは二番だけど。でも大丈夫だよ。多分」

　安心していいんだか悪いんだか微び妙みような台詞せりふだけど、唐子の馬鹿笑え顔がおに勇気づけられた。

「そ～～だよな。みんなみんな僕のこと言いふらそうって人達じゃないもんな。心配したってしょ～～がないもんな」

「そ～そ～～、ほら急ご。まったり歩いてると学校遅ち刻こくしちゃうよ」

「ああ」

　銀之介はこっくり頷うなずくと、歩調を少し速めた。




　　　　　２




「ふわ～～～、朝苦にが手てなんですよね、私。夜、不ふ思し議ぎ研究してるのがいけないってことは分かるけど、昼間っからやったってなんか気分出でないし」

　不思議研けん究きゆう部ぶ部長、別べつ名めい、不思議な国のお姫ひめ様こと三みつ石いし小こ夏なつは、欠伸あくびをかみ殺しながらのんびりと登校した。

「あれ？」

　教室へ向かおうと廊下を歩いてたところで、小夏はぐるぐる眼鏡めがねの中の目を細めた。

「あそこにいるのは」

　購こう買ばい所しよから出てきた向こうも小夏に気がついたみたいだ。マージャン牌パイを横にして二つ並べたような細ほそ身み眼鏡が小夏に向けられた。

　導どう火か線せんに火をつけたのは向こうが最初だった。

「あら、誰かと思えばインチキ研究部の三石小夏さんじゃないですか。えらくお疲れのご様よう子すだけど、また徹夜でインチキ研究でもなさってたのかしら？」

　もちろん小夏は、売られた喧けん嘩かは言い値で叩たたき買った。

「そういうあなたは、ガセネタ新聞の新あら井い先せん輩ぱい。何か風の噂うわさでスポンサーが下りて大変だとかなんとか聞いたんですけど……大丈夫なんですか？」

「それは……」

　史ふみ江えがちょっとだけ口ごもった。でもすぐに笑顔を作る。

「どこからそんなことを。それこそ本当のガセネタね」

「ま、がんばって面白い新聞を作ってください」

「ありがとう。あなたもせいぜいがんばって廃はい部ぶにならないようにね」

　二人は、なんか内ない臓ぞうの具合が悪くなりそうな笑いを浮かべて別れた。

「キ～～～！」

　史江はハンカチ引っ張り出して思い切り齧かじった。

「部長。お早ようございます」

「福ふく田だ君」

　振り返ると、チョコバー齧りながら立ってる福田がいた。

「部長。どうして部長は不思議研けんの三石ちゃんと仲悪いんすか？」

　福田の質問に、史江はハンカチをキレイにたたみながら答えた。

「始まりは最初に謎なぞの怪物を特集した時よ」

「ああ、謎の怪物が実は下着泥どろ棒ぼうじゃないかって新聞でしたね」

「あの子、抗こう議ぎ文ぶんを私んとこに持って来たのよ。しかも不幸の手紙つきで」

「悪あく趣味ですね。でもまぁ、その後ご出だした号外の解決編では、にっこり笑ってピースで写真に写ってくれたじゃないですか。取材だって受けてくれたし」

「あの時は一応の和わ解かいだったわ。でも、今度は十月の謎なぞの怪かい物ぶつ特集よ」

「ああ、謎の怪物が廊下を走り回って倉くら地ち先生ファンクラブに追いかけ回されたって内容のあの新聞」

「あの時に、謎の怪物はオオカミ男じゃないかって記事をアタシが書いたわ。そしたらあの娘こ、その内容にまた抗こう議ぎ文ぶん持ってきたのよ。今度は不幸の手紙と呪のろいの人形つきで」

「本当に悪あく趣味ですね。でも何がそんなに気に入らないんですか？」

「さぁ、あなたにはワイルドウルフ様に対する愛がないんですかとか訳わけ分かんないこと言ってたわ。やっぱあの娘どっかネジ緩ゆるんでるわよ」

「そりゃ～ま～、ネジは締まってないと思いますけど……そうそう、例のあれ。結局誰だれにするんですか？」

「今いま探してる最さい中ちゆうよ」

「別にオイラやってもいいっすよ」

「馬鹿言いわないで。そんな風船体たい型けいじゃ信しん憑ぴよう性せいゼロよ」

「信憑性も何も、今回のこの企画、インチキじゃないですか」

「シャラップ！」

　一いつ喝かつされて福ふく田だは押し黙った。

「仕方ないのよ！　足止め率九〇パーセントなんとしてでも取らなくちゃいけないんだから。それに元をただせばこんなことになったのはあんたらのせいで」

「失礼しまっす！」

　福田はさっさと退たい散さんした。体型のわりには機き敏びんな動きだった。

「私だって作りたくないわよ。インチキ新聞なんて。でもこうでもしなけりゃ廃はい部ぶじゃない。まったく」

　史ふみ江えはぶつくさ呟つぶやきながら歩き出した。

「問題は誰をオオカミにするかってことよね。福田君は風船体型だし、樋ひ口ぐち君はハリガネ体型だし、一七〇センチちょいくらいで中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいの男子だったら誰だっていいんだけど……どっかにいないかしら？　引き受けてくれそうな顔した男子」

　事故はその直後に起こった。

　あれやこれや考え事しながら歩いてた史江が角を曲がった時に、向こうから歩いて来てた生徒と正面衝しよう突とつ起こしたのだ。

　お互いに全速力で突っ走ってた訳じゃなかったから軽くよろめいて倒れるくらいだったけど、その拍子に眼鏡めがねがすっ飛んだ。

「めがねめがねめがね」

　なんて手探りしてる史江にすっと眼鏡が差し出された。

「す、すいません」

「いいのよ。こっちも考え事してたんだし」

　史ふみ江えは眼鏡めがねをつけ、対たい向こう車しやに目を向けた。

　一人の男子生徒が心配そうに自分を見下ろしていた。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい、身長は一七〇センチちょいくらい。

　極めつけはその顔だ。僕って人がいいんです。頼み事されると断れませんって種類に分類される顔立ちだ。

「いた！！！！」

　史江は思わずそう叫んだ。




「え？」

　銀ぎん之の介すけはびっくりした。そりゃぁびっくりするってもんだ。

　唐とう子こと話しながら廊下を歩いてていきなり目の前に美人系けい女子高生。そして事故。それだけでもびっくりびっくりなのに、いきなり『いた！』なのだ。

　もちろん銀之介は思い切り誤ご解かいした。

「あの、どっか痛いんですか？」

「見つけたわ！」

　美人系女子高生は立ち上がると、ぺたぺたと銀之介の体を触ってきた。

「あの、一いつ体たい何を？」

　銀之介は顔を真っ赤にしながら尋たずねた。

　残念ながら答えは来なかった。飛んで来たのは逆に質問だ。

「あなた、名前は？」

「はい？」

「名前は何て言うの？　何年生？　部ぶ活かつは何？」

「駒こま犬いぬ銀之介、二年、帰宅部」

「帰宅部か。悪くないわ。これと言って特とく徴ちようもないし。これなら」

「あの～～、何なんですか？」

　唐子がちょこっとだけ険けん悪あくな声を出した。なんか仲間外はずれにされてて気分が悪かったのだ。

「部活の勧かん誘ゆうとかだったらどうかと思いますよ。銀之介君ってあんまり運動神しん経けいいい方じゃないし手先もどっちかって言えば無ぶ器き用ようで」

「ねえ、駒犬君。今日きようの放課後なんだけど」

　きっぱり無む視しされた唐子は、おたふく風か邪ぜにかかったみたいにぷ～って膨ふくれた。

「ヒマかしら？」

「はぁ、ヒマですけど」

「よかった。それじゃ部室……は止やめた方がいいわね。そうだ、喫茶マンミアって知ってる？　待ってて。地図書かくから」

　美人系けいお姉さんはポケットからメモ用紙を取り出すとかりかりと手早く書きつけた。

「はい。地図。放課後ここに来てくれないかしら。分かりやすい道だから間違えないと思うけど」

「はあ」

「それじゃ、放課後にまた会いましょ」

　去りかけたお姉さんは、思い出したとばかしに振り返り言った。

「私は三年一組の新あら井い史ふみ江えよ。道に迷ったりしたらさっきの紙に私の携帯番号が書いてあるから、そこに電話してね」

　お姉さんは去って行った。

　なんとなく銀ぎん之の介すけは手を振り続けた。

「何あの人、感じ悪い！」

　思い切り無む視しされ続けた唐とう子こがぷく～～って膨ふくれた。

「銀之介君。まさか行く気なんじゃ」

「行かないよ。行く訳ないだろ。あんな訳わけ分かんないの」

　銀之介はポケットに紙切れを押し込んだ。

「いくら美人のお姉さんの誘いだからって言ったってそんなすぐひょこひょこと……」
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　ひょこひょこひょこ。

　あんまり怪しそうじゃない男子高校生が、ものすごく怪しい動きで夕方の街を歩いてた。

　ひょこひょこ歩いて建物の陰に隠かくれては辺りをキョロキョロと見渡す。そしてまたひょこひょこと歩き出す。

　かなり後ろめたいとこがなけりゃこんなにも完かん璧ぺきなひょこひょこ歩きは出来ないだろう。

　男子高校生は突っ立ってる電でん柱ちゆうの陰に隠れると、そっと顔を出して目指す方向に目を向けた。

『喫茶マンミア』って看板の出た小さな喫茶店があった。

「よし、間違いないな」

　手の中のメモを一いち瞥べつし、男子高校生はこっくりと頷うなずいた。

　右を見た。人はいない。左も見た。やっぱり人はいない。

　大通りから外はずれてるせいか、耳を澄まさなきゃ物音が聞こえてこないくらい静かだ。

「行くか」

　そう軽く気合いを入れ、男子高校生は忍にん者じやみたく小走りでしゅたしゅた走った。

　到着し喫茶店の半はん透明のガラスドアに手をかけたとこだった。

「あら、こんなとこで会うなんて、すっごい奇き遇ぐうだね」

　右斜ななめ下の方向からそんな声が飛んできた。

　男子高校生は声のした方向に目を向けた。

　喫茶店の看板に隠かくれるようにしゃがみ込んでる女子高校生がいた。

「唐とう子こ！」

　男子高校生は、ダイナミックにのけぞって驚いた。

「ど、どうしてここに？」

「銀ぎん之の介すけ君こそどうして～～？　あれ～～確かお家の用事で早く帰るって言ってたのに、ど～～してこんなとこいるんだろ？　おかしいな～～。あ！　そっか～～。銀之介君ってここに引っ越したんだ。そ～～だよね。そ～～考えなくちゃおかしいもんね～～。あはは」

　唐子はその顔に一杯の笑えみを浮かべた。

「はは」

　銀之介もそれに答えた。その顔にいっぱいいっぱいの笑みを浮かべ、唐子を見つめる。

「ははは」

「ははは」

　笑顔合がつ戦せんは三秒くらい続いた。敗北したのはいっぱいいっぱいの方だった。

「も～～しわけございませんです」

　銀之介は素直に土ど下げ座ざした。

「朝はああ言ったものの、ついつい好こう奇き心しんとゆ～～奴やつでひょこひょこやって来てしまいました！」

「だったら噓うそなんかつかなければいいのに」

「言葉もございません!!」

「も～～～」

　腰に手を当てて睨にらみつけてた唐子だけど、はあって息を吐き出し脱だつ力りよくする。

「もういいよ。気になる気持ちも分かるし。喉のどの奥にアジの小こ骨ぼねかなんかが刺さった気分だもんね」

「分かってくれたか！　唐子！」

　顔を上げる銀之介に、唐子はびしっと指を突きつけ言った。

「ただし、アタシもついてくから」

「え？」

「アタシもついていく！　アタシだって気になってしょうがなかったんだから。喉のアジの骨だったら銀之介君に負けてないよ。タイの骨くらいあるよ。比べてみる？」

「いや、別に張り合うつもりは」

「それとも、アタシが邪じや魔まとでも言う訳？」

　ソバカスがずずいっと突きつけられた。

　この年のわりにはやたらハッキリ浮き出てるソバカスに対たい抗こう出来る銀ぎん之の介すけじゃなかった。

「そ、だったら入るよ」

　ガラスドアを開けて唐とう子こがさっさと中へと足を踏み入れる。

「ちょ、ちょっと唐子」

　銀之介は慌あわてて後を追いかけた。




「駒こま犬いぬ君！」

　店に入った途と端たんにそう声が飛んできた。

　朝の美人系けいのお姉さん、新あら井い史ふみ江えだ。

「来てくれたのね！」

　駆け寄って来た史江は、銀之介の傍かたわらで胸むね張はってる唐子の存在に一瞬止とまった。

「あなたは？」

「保護者です！」

　唐子はきっぱり言った。何か文句あんのかって態度だ。ソバカスだって一つ一つがそう自己主張してる。

「まぁ、いいわ」

　史江は多少含ふくむとろがありながらも、こくんと首を縦たてに動かした。

「とりあえず座って」

　史江に促うながされるまま、銀之介と唐子の二人は喫茶店の一番奥おくのテーブルについた。他に客の姿はない。

「好きな物注ちゆう文もんして」

　史江がメニュー表を突き出してきた。

「いいんですか？」

「かまわないわ。来てくれたお礼だから。何でもいいわよ。パフェでもサンドイッチでも」

「それじゃ………メロンソーダ」

「アタシ、バナナパフェ」

　注文し、軽く世せ間けん話ばなしをしているうちにメニューが運ばれてくる。

「ところで……」

　メロンソーダをストローでちゅーちゅー吸いながら、銀之介は尋たずねた。

「一いつ体たい僕にどんな用事なんですか？」

「そうそう。それが気になって気になって仕方なかったの」

　バナナパフェをもぐもぐしながら、唐子も頷うなずいた。

「そうね、なら単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ」

　史江はテーブルの上に握り合わせた手を置き一ひと息いきつくと、まっすぐな視線を銀之介に向けた。

「駒こま犬いぬ君」

　真剣五〇〇パーセントで言った。

「オオカミになってくれない？」

　ブッ！

　銀ぎん之の介すけと唐とう子こが人間噴ふん射しや機きになった。メロンソーダと生クリームが辺りに飛び散った。

「そ、そ、そんな！　人間がオオカミなんかになれる訳が…」

「そ～～そ～～、やだな～～。センパイ。冗じよう談だん好きな人は大きくなっても魚うおの目め出来ないよ」

「あはははは」

「あはははは」

　二人は最強に楽しそうじゃない笑顔を顔一いつ杯ぱいに張りつけた。

　史ふみ江えは、眼鏡めがねに付着した生クリームやらメロンソーダやらの飛沫しぶきをハンカチで拭ふき取った。

　そして何も言わず、眼鏡をかける。二人に向けられる細い眼鏡のレンズが、全すべてを知っているような光を放ってた。

　銀之介と唐子は顔を見合わせると、がっくりと脱だつ力りよくした。

「センパイ。一体どこで？」

「え？」

「どこで知ったんすか？　僕の体質のこと」

「体質って何のこと？」

　史江はハンカチを取り出すと眼鏡のメロンソーダを拭き取り言った。

「駒犬君達こそどうしたの？　さっきの絵にかいたような狼ろう狽ばい振ぶりは」

『どういうことだろ？　唐子？』

　銀之介が瞳で問いかけた。

『さあ、分かんないけど』

　唐子も瞳で答えた。そして付け加えた。

『秘密を知ってる訳じゃなさそうだよ』

　きっかり三秒後、二人は笑い出した。

「ははは。何でもないです。先せん輩ぱい」

「そうそう、ちょっとふざけてただけだよね。銀之介君」

「そーそー、ふざけてただけだけ」

　たっぷりと最低ランクの誤ご魔ま化かし作業してから、改めて銀之介は尋たずねた。

「で、オオカミになれってのは一体どういうことなんすか？」

「私が新聞部部長だってことはさっき話したわね」

「聞きました」

「その新聞部が今、廃はい部ぶの危機に陥おちいってるの。その理由は私が盲もう腸ちようで入院している間にどっかの馬鹿達が作った最低の新聞。それを読んだいくつかの店がスポンサーを降りるって言い出してね」

「大変ですね」

「頼み込んだ末、チャンスをもらったの。一月号の新聞で、足止め率九〇パーセントを突とつ破ぱ出来ればスポンサーを降りないでくれるって。あ、足止め率ってのはその新聞を何人の人が足を止めて読んだかってことね」

「はい」

「そこで、新聞部では一番読者を取れる題材を選ぶことにしたの。すなわち、倉くら地ち先生を襲おそった謎なぞの怪物。銀色の狼おおかみの正体よ！　この特集記事さえ完成すれば九〇パーセントは確実だわ。うまくすればスポンサー料の値上げだって考えられるの！」

　史ふみ江えはテーブルの上に片足だんって載っけて拳こぶしを固めた。

　銀ぎん之の介すけと唐とう子こは迫はく力りよく負けしてなんか分かんないけど拍手した。

「で、その状況は分かったんですけど、どうしてそこに銀之介君が必要なんですか？」

「驚きよう愕がく！　オオカミ男に独占インタビユーって形で記事を作りたいの。そこに駒こま犬いぬ君の写真を使いたくて。大丈夫、顔にはちゃんとモザイクかけるし、名前も仮か名めいにするから」

「……………」

「もちろん、ちゃんとお礼はさせてもらうわ。スポンサー店の無料お食事券けんとか、特別割引券とか」

「う～～む」

「ちょっと相談タイムをください」

　唐子がすちゃって片手を上げた。

「どうぞ。それじゃ私ちょっとお手洗いに行って来るから」

　史江が見えなくなるのを確認してから、唐子は銀之介に向き直った。

「銀之介君。まさか引き受けるつもりじゃ」

「馬鹿言いうなって！　誰が好すき好このんであんな危ないこと」

「そ～～だよね」

「でも、新あら井い先せん輩ぱい困ってるみたいだし、ここで知らん顔するのはちょっと薄はく情じようかなって」

「引き受けるつもりなんじゃん。も～～、美人に弱いんだから」

「断じてそ～～ゆ～～訳じゃないぞ」

「いい、いくら仮名で顔モザイクって言ったってね、微び妙みような肩のラインとか手の形とかで、もし銀之介君だってばれちゃったらど～するの？　倉地先生ファンクラブの人達が銀之介君とこ押しかけてハンバーグにされちゃうよ」

「そ～だよな。あれは頼まれたんですなんて言ったって聞いちゃくれなそうだもんな」

「そうそう。ここはばちっと断らなくっちゃ。新井先輩には悪いけど」

「おう！　分かった。ばちっと断るよ」

　銀ぎん之の介すけは気合い入れてうんうんと頷うなずいた。

　と、ちょうどタイミングよく史ふみ江えが戻って来る。

「返事聞きかせてくれるかしら」

「おう！」

　銀之介は気合いを入れた。でも次の言葉が出てこない。

　唐とう子こにどぼすって肘ひじ打うちをくらって、銀之介はやっとのこと口を開いた。

「申し訳ないんですけど……」

「あ、トイレで思い出したんだけどね」

　銀之介の言葉を遮さえぎるように、史江が声を上げた。

「隔かく月げつでスポンサーになってもらってる熊の穴って喫茶店があるんだけど、この前そこで南極白しろ熊くまフラッペってのの引換券もらったの。私、甘い物苦にが手てでまた使ってないんだけど、もし引き受けてくれるならこれも」

「南極白熊フラッペ！」

　唐子がダイナミックに声を張り上げた。

「どうしたんだよいきなり」

「だって南極白熊フラッペなんだよ！　年に三つしか作られないっていう伝説のかき氷なんだよ。なんでも熊の穴のマスターが毎年冬に南極の秘密の場所まで行って極上の氷をかち割って来るんだって。それを砂糖水みずだけで食べるっていう素材の味をいかした究きゆう極きよくのかき氷なんだよ」

「黄金ドリアンといい南極白しろ熊くまといい、相変わらず独自の路ろ線せん突っ走ってる喫茶店だよな。あそこって」

　銀之介ははあってため息を吐き出してから、改めて史ふみ江えに視線を戻した。

「さっきの続きなんですが、僕にもいろいろと都つ合ごうがあるんで、申し訳ないんですけどお断り…」

　そこまで言ったとこで、銀ぎん之の介すけは椅い子すから突き飛ばされた。
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「しようと思ったんですけど、やっぱり困ってる先せん輩ぱいを放っとくのも悪いんで、出来る範囲で協力させてもらいます。そうだよね銀之介君」

「ありがとう！」

　史江は唐とう子この手をがしっと握った。

「それじゃ撮さつ影えいは明日あした土曜日の放課後、すぐにすむから。授業終おわったら新聞部の部室に来てね」

「何だよ。言ってることとやってることが全然違ちがうじゃないか」

　一人で膨ふくれる銀之介の耳元で、唐子がこそっと囁ささやいた。

「半分こしようね。南極白熊フラッペ」
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「おい～～っす」

「あ！　銀之介君」

　喫茶、熊の穴の一番奥おく。お馴な染じみの席に座ってた唐子は、入って来た銀之介を手で呼ばった。

「こっちだよこっち。あ、マスター。連れが来たんで、お願いします。南極白熊フラッペ」

　髭ひげのマスターは無言で頷うなずくと、店の奥へと入って行った。

　ギュイ～～～ンとかうりゃぁぁぁぁとか、ドカバキゴキとかものすごく健けん全ぜんじゃない音が響ひびいてたけど、銀之介は聞こえないことにした。断じてした。

「写真撮さつ影えいは？　もうすんだの？」

「ああ、早いもんさ。五分もかかんなかったよ」

　鞄かばんをよいこらしょっと置きつつ、銀之介が言った。

「アタシも一緒に行きたかったのに。先輩が駄だ目めって言うから」

「なんかカメラマンの樋ひ口ぐちって人がものすごく神しん経けい質しつで、人に見られるとシヤッターが押せないとかなんとか。でも本当楽らくだったよ。軽く二、三枚撮とっただけ。これで各かく種しゆ割引券とかもらえるんなら実はおいしいアルバイトだったかもしんない」

「でしょ、情なさけは人のためならずって言うし。インタビューとかも受けたの？」

「いや、文章の方は適当に先せん輩ぱい達で作るってさ」

「オオカミ男にインタビューするって設定でしょ。銀ぎん之の介すけ君にすれば本物の意見が聞けるのにね」

「よせやい。大たいしたこと話せる訳じゃないし。あくまで僕はインチキ新聞のお手伝いしただけなんだから」

「そ～～だね、あ！　来たよ。南極白しら熊くまフラッペ！」

　ぼろぼろになった熊の穴のマスターが、巨大かき氷抱かかえてよろよろとやって来た。

「お、お待たせしました。南極白熊フラッペ」

　かき氷を置きそれだけ言うと、マスターはがっくりと力つきた。

　その顔には、一つの偉い業ぎようを為なし遂げた男の笑えみが浮かんでいたけど、まあそんなものはどうでもよかった。

「いっただっきま～～す。うん。南極の味がしておいしい！　銀之介君も食べなよ」

「何もこんな真冬にかき氷なんか食べなくても………ま、いただくよ」

　しばししゃりしゃり氷を砕くだく音だけが響ひびいた。

「そうだ、銀之介君。言おう言おうと思って忘れてたんだけど」

「何？」

「年末さ。また学校で失敗してオオカミになってたでしょ」

「グフ！」

　銀之介は氷を喉のどに詰まらせた。

　必死に喉をさすって摩ま擦さつで氷を溶かしてから、銀之介はその顔に苦く笑しようを張りつけた。

「何の話かな？」

「とぼけたって無む駄だだよ。アタシ聞いたんだもん。あの日、銀之介君が男子更こう衣い室しつで破れたズボン縫ぬってたって。尻尾しつぽのとこの穴あな縫ってたんでしょ。ってことはつまり、その日ひ変身したってこと」

「………………」

「そうなんでしょ？」

　あくまでかき氷は食べ続けてるけど、それはそれは立りつ派ぱな追及だ。

　銀之介はあっと言う間に敗北した。

「も～～しわけございません。隣となりの席の弁当を何気なく覗のぞき込んだら、そしたらそこに輪切りのゆで卵があって、ついつい」

「よく元に戻れたね。確か午後の授業にも間に合ってたし」

「今回はなんとか秘密兵器を握り締めることに成功したから、そのまま一いつ直線に例の体育用具室に飛び込んで一人でかちゃかちゃ」

「だったら言ってくれればいいのに。ズボン縫ぬうくらいやってあげたよ」

「いや、唐とう子こはいいんだけどさ………ほら、楓かえでさんが知ったらまたいろいろと言われるだろ」

「はは、そ～～だよね」

　楓のことだ。容よう赦しやなく鋭い言葉が銀ぎん之の介すけに突き刺さることだろう。

「頼む!!　楓さんには言わないでくれ！」

「大丈夫だよ。言わないから」

　唐子は軽く笑った。

「別に誰かに見られて大おお騒さわぎになった訳でもないし」

「そーそー、あの時は誰にも見られなかったからさ。僕らが何も言わなければ完全犯はん罪ざいだよ。本当に誰にも見られなかったから！」




「どう？　写真出来た？」

「一応……出来ました」

「どれどれ」

　暗あん室しつから出てきた樋ひ口ぐちが突き出す写真の束たばを、史ふみ江えは受け取った。

「ま～～悪くないわね。顔にモザイク入れて載のっければばれることもないでしょ。こんな肩かた幅はばや髪かみ形がたしてる人なんて五万といるし。ＯＫよ」

「ど～～も」

「で、この写真の束たばは何？　さっき撮った奴やつじゃないわよね」

「それは………覗のぞきの……」

「あ～～～～～!!」

　慌あわてて飛び込んでくる福ふく田だを、史江は眼鏡めがねビームで一いつ喝かつした。

「どういうこと？　樋ひ口ぐち君。説明して」

「あの………福田君に頼まれて………年末に………校内の密みつ会かいスポットに……カメラを」

「呆あきれた。あんたそんなことしてたの？」

「違うんです！」

　福田が慌ててしゃしゃり出ると早口でまくしたてた。

「不ふ純じゆん異性交こう遊ゆうがさかんなこの御ご時じ世せい、やっぱ報道にたずさわる者としてこれは無む視し出来ないってことで、決して不純な理由じゃないんです！」

「はいはい。そ～～ゆ～～ことにしといてあげるわよ。で、どこに仕掛けたの？　カメラ」

「………校舎裏うらと………学校隣となりの公園と………外の体育用具室に」

「樋口がお年玉前まえ借がりして自動で写真撮とれるカメラ買ったって言うから。せっかくだからちょっと使ってみよって」

「物音とかに反応してシヤッター切るって奴でしょ。それで成果は？」

「それが、さっぱりで」

「そりゃそうでしょうね。こ～ゆ～企画は春やるもんなの。こんな真冬にやったってせいぜいノラ猫ぐらいしか写らないわよ」

「はい。おい樋ひ口ぐち。あの写真は前に全部現げん像ぞうしたんじゃなかったのか？」

「フィルム、ちょっと余ってたから……もう一回やってみた。それを現像した」

「ま、例のごとく写ってるのはノラ猫とか、普通に体育用具取とりに来てる学生の姿だけだけどね」

　一枚一枚写しや真しんをめくりながら史ふみ江えが呟つぶやいた。

「あ、吉よし川かわさん。インタビューウィズワーウルフの原稿進すすんでる？」

「大丈夫です。部長の書いてくれた下書きを元にして作ってます」

「急ぎなさいよ」

「はい……あの、部長」

　机にくっついてかりかりやってた吉川が、糸いと目めを向け言った。

「前から聞きたかったんですけど？　部長は本当に謎なぞの怪物はオオカミ男だって思ってるんですか？」

「はっ！」

　写真をぺらぺらめくる手を止め、史江は鼻で笑った。ものすごく笑った。

「馬鹿言いわないで。あんなのどっかの変へん態たいがぬいぐるみかぶってるに決まってるじゃない」

「やっぱそうですよね」

「そうそう。倉くら地ち先生ファンクラブの一部の馬鹿連れん中ちゆうは信じてるみたいだけど、それ以外は誰も信じちゃいないわよ」

「でも、僕達が作ろうとしてる新聞は、オオカミ男の」

「仕方ないでしょ。数字取れなきゃおしまいなんだから。私だってこんなインチキ新聞作りたくないわよ。元はと言えばあんたらが…」

　福ふく田だと吉川と樋口の三人は咄とつ嗟さにそっぽ向いた。そらっとぼけるのが得意な三人なのだ。

「まったく」

　史江はぶつくさ愚ぐ痴ちりながら、再び写真確かく認にん作業へと戻った。

「いるわけないのよ。オオカミ男なんて。オオカミ男なん………」

　史江の手が一枚の写真で止まった。

『ん？』って眉まゆをひそめてから、眼鏡めがねを外はずすとハンカチできゅっきゅとレンズを擦こする。

　それを目にガチョ～～ンと装そう着ちやくし、また写真に視線を這はわした。

　沈ちん黙もくがゆっくりと流れていった。

「吉川さん」

　沈黙を破ったのは、史江の言葉だった。

「さっきの話だけど………前言撤てつ回かいするわ」

「え？」

「オオカミ男はいるわ」

「部長……一いつ体たい何を」

「スクープよ！　スクープだわ！」

　史ふみ江えは立ち上がると、ダンって机に両手を叩たたきつけた。

　そして、こらえ切れない笑いを口元に漏らし言った。

「ひょうたんから駒こまって奴やつかしら？　インチキ新聞が本当になるなんて」

「大丈夫ですか？　部長」

「オオカミ男はいるのよ！　これが証しよう拠こよ！」

　突きつけられる三枚の写真に、三人の顎あごが音をたてて落っこちた。

「え～～～～～！！！」




　ジュージューと鉄板が音をたてていた。

　ダラダラとヨダレが垂れていた。

「ほら、銀ぎん之の介すけも銀ぎん花かちゃんも。口元を拭ふきなさいよ」

　典のり代よの注意も届いてないようだった。

　鉄板の上で音をたてる肉にしか彼らの興味はないようだった。

「あなたも何か言ってよ」

　首を動かした典代は、同じく水みず溜たまりを作ってる銀ぎん一いち郎ろうを発見した。

「久しぶりの焼肉だものね」

　典代ははあって脱だつ力りよくしてから、スタートの合図を鳴らした。

「もう焼けたみたいだし、食べていいわよ」

　駒こま犬いぬ家の焼肉では、みんな生なまでも食べちゃう人達だから典代が焼肉奉ぶ行ぎようするって決まってるのだ。

　合図を出した途と端たんに鉄板の上はキレイになった。残されたのは野菜類のみだ。

「まったくも～～あなた達は」

　典代はぶつくさ文もん句く言いながら、新しい肉を鉄板に並べた。ちょうどその時だった。

　電話がぷるぷると人を呼び始めた。

「銀之介。電話お願い」

「え～～～、僕が」

「一番近いでしょ。大丈夫よ。まだ時間かかるから」

「分かったよ。おい、お銀ぎん。そこのタンは僕んだからな。取るんじゃないぞ」

「分かった分かった」

　お銀はこくこく頷うなずいた。でも大きな瞳にはそこのタンしか映ってなかった。

　こいつ、絶対に裏切る！

　銀ぎん之の介すけは本能的に悟さとった。

「ほら、銀之介。急ぎなさい」

「は～～ぃ」

　速そつ効こうで事をすませようと、銀之介は廊下階かい段だん下したの電話機へと突っ込んだ。

「もしもし、駒こま犬いぬですけど」

　早口でそうまくしたてる。

『もしもし、駒犬君？』

「そ～～ですけど、どちら様で」

『私、新あら井い史ふみ江えよ』

「新井先せん輩ぱい！」

『今日きようはありがとね』

「いえいえ、大たいした事はしてませんよ。ただ椅い子すに座ってただけで」

『ご苦労様ついでに、もう一つ頼みたいんだけど。明日あしたの日曜日ヒマかな？』

「ヒマですけど、何ですか？」

『ほら、話してた新聞のオオカミ男にインタビユーってとこ。出来れば手伝って欲しいんだけど。駒こま犬いぬ君の知恵を借りたいな～～って言うかなんて言うか』

「え～～」

　正直面めん倒どうくさいと思った。断ってしまいたいと思った。でも断ろうとしても、向こうだってはいそうですかと頷うなずくとも思えない。きっとなんらかの説得交こう渉しようがやって来るだろう。

　タンを人ひと質じちに取られてる今、その時間はもったいない。とにかく今はタンだ。

「分かりました。いいっすよ」

『ありがとう。それじゃ明日、午後一時くらいに部室に』

「分かりました。それじゃまた明日」

　受話器をかちんと置いた銀之介は、そこでおやっとばかしに首を傾かしげる。

「しかしな～～んでまた僕に、文章なんか適当に作っちゃえばいいのに」

　考えれば考えるほどに深みにはまってく疑問だけど、漂ってくる焼き肉の香りにそんな疑問も吹っ飛ぶ。

　食べてもおいしくない疑問なんかより、肉の方が大事なのだ。

　ダイニングに戻ると、人質は今まさに銀ぎん花かの餌え食じきになろうとしてるとこだった。

「こらお銀ぎん！　そのタンは僕んだぞ！」
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　新聞部の部室、机をとっぱらったスペースにぽつんと置かれる椅い子す。

　そこに銀ぎん之の介すけは座らされた。

　周りは史ふみ江えをはじめとした新聞部総そう勢ぜい四名が取り囲んでる。

　丸まる電気スタンドで光が当てられ、眩まぶしいって目をそむけたとこで、史江の声が聞こえた。

「それでは質問を始めます。いいですか？」

「ちょっと待ってください」

　ひたすら流されるだけになってた銀之介は、なんとか犬かきして流れに逆さからった。

「昨日きのう聞き忘れたんですけど、一体ど～して僕に？　文章の方は先せん輩ぱい達が適当に考えるって」

「そ、それは…………何て言うか。ほら、聞いたんだけど、駒こま犬いぬ君のお父とうさんって漫画家さんやってるんですって？」

「ま～～そ～～です。売れてませんけど」

「その血を引いてる駒犬君なら、きっと想像力豊ゆたかなのかなってそう思って」

「想像力ねぇ」

「とにかく、インタビューに答えて欲しいの。自分がオオカミ男だったと仮定して、想像力を膨ふくらまして」

「ふ～～む」

　銀之介は考えた。楽って言えば楽だ。想像力を膨らませなくたって自分はオオカミ男だ。普通に答えるだけでいい。しかし、なんかこうすっきりしないとこでもある。

「お礼はするから。駅前の牛丼屋の並なみ盛もり無料券とかあるけど」

「何でも聞いてください！」

　銀之介は即そく答とうした。こってり牛丼が彼の心をぐんと動かしたのだ。

「ありがとう、それじゃ質問を始めるわ」

　演出的な薄うす暗ぐらさの中、史江によるインタビューが始まった。




『インタビューウィズワーウルフ』




Ｑ１　まず、何な故ぜオオカミ男になったんですか？

Ａ　オオカミ男の息子に生まれたから。別にオオカミ男に嚙かまれたとかそ～ゆ～訳じゃない。




Ｑ２　どんな時にオオカミ男に変身するんですか？　やっぱり満月。

Ａ　満月でも確かに変身するけど、満月だけって訳じゃない。詳くわしくは言いたくないけど、他のことで変身することもある。修行すれば好きな時に変身出来るようになるし。




Ｑ３　オオカミに変身する時はどんな感じですか？

Ａ　気持ち良さと痛みが全身を駆け巡る感じ。分かりやすく言えば、美人の女の人に指で背中をつってされてる時に頭の天てつ辺ぺんに雷が落ちてくるって感じ……かな？




Ｑ４　倉くら地ち先生を襲おそったって評ひよう判ばんですけど、本当ですか？

Ａ　違うよ！　あれはただばったり出くわしただけ。僕は何もしてない！　本当だよ。




Ｑ５　やはり、オオカミに変身した時は暴れ回りたくなるんですか？

Ａ　とんでもない話だよ。確かに気分がなんとなく高ぶったり思い切り体を動かしたくはなるけど、だからって悪いことはしないよ。




「どうも、最後にこの質問をさせてください」

　史ふみ江えは軽く唇くちびるを嘗なめると、歯切れよく言った。

「オオカミ男に生まれてよかったですか？」

「オオカミ男に生まれてよかったか？………か」

　銀ぎん之の介すけは難しい顔で押し黙った。

　どれぐらい時間がたったろうか？　銀之介はゆっくりと語り始めた。

「いやなことばっかだった。どこに行っても、恐がられて、追いかけられて、逃げ出す。その繰り返しだった。僕は何もしてないのに、みんなは僕を白い目で見た。悪いことはみんなみんな僕のせいにするんだ。なんで僕はオオカミ男なんかに生まれちゃったんだうって泣いたこともたくさんある。だけど………オオカミ男だからこそ出来たことも一いつ杯ぱいあるんだ。人を助けたり、悪い奴やつをこらしめたり。普通の人には絶対に出来ないことが出来たんだ。だから、僕はよかったと思ってる。怪物って呼ばれるならそれでいい。だったら怪物は怪物でも優しい怪物になってやろうって思ってるんだ。強くて優しい怪物に」

　そこまで話し一ひと息いきつくと、銀之介はゆっくりと辺りを見渡した。

　しんみりとした空気が漂ってた。なんかみな重い顔つきで黙りこくってる。

「ちょっと想像膨ふくらませすぎちゃったかな？　あはははは。先せん輩ぱい、こんな感じで」

「え、ええ。完かん璧ぺきだったわ。さすが漫画家さんの息子ね」

「それじゃ僕そろそろ」

「あ、今日きようは本当ありがと。はい、これお礼」

「ありがとうございます。それじゃ、また。新聞はいつ出来るんですか？」

「予定では今週末よ」

「楽しみにしてます。それじゃ失礼します」

　ペコッてお辞じ儀ぎして、銀之介は部室を飛び出した。

「え～～と」

　早さつ速そくいただいた封筒の中を開く。

「わお、牛丼無む料りよう券けん五枚も入ってる。さっそくおやつに使おうっと。ただ牛ぎゆうただ牛らんらんらんっと」

　スキップしながら銀ぎん之の介すけは部室街がいを後にした。

　脳のう味み噌そ全部が牛に侵しん略りやくされてる銀之介に、史ふみ江えの本当の思おも惑わくなんて想像すら出来なかった。




　新聞部の中は、まだ沈ちん黙もくに包まれていた。

　録音に使われてたテープレコーダーが、片面終おわったよって合図をかしゃと出した。

　巻き戻しボタンに指を押しつけた吉よし川かわが、ぼそっと呟つぶやいた。

「結けつ構こうかわいそうでしたね。オオカミ男ってのも」

　無言が、同意の合図だった。

「なんか、記事にしちゃいけないような気がしてきたっす部長」

　福ふく田だの一言だ。

「部長。本当に記事にするんですか？」

「するわよ」

「でも部長！」

「うるさいわね！」

　史江は立ち上がるとダンって机を叩たたいた。

「真実を皆に伝えるのが新聞なのよ！　何を臆おくすることがあるの！」

「それは…………」

「予定通り新聞は作るわ。各かく自じ仕事を進めるように。今週の金曜日、この学校は衝しよう撃げきの真実に沸き上がるわよ！」

　目をきらきらさせ口元に笑えみを浮かべ、史江は荒く息を吐き出した。

「今週の……金曜日に……」
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「う～～～、夕方の風って冷たいよな。さすが長野県だよ」

　下げ校こう途中の銀之介はオーバーコートの袖そでに手を引っ込めるとぶるるって震えた。

「そうかな？　まだ日が沈んでないからそんなに寒くないと思うけど」

　唐とう子こが平へい然ぜんとして言った。銀之介に比べると軽けい装そうだし、そんなに寒そうな顔もしてない。

「そりゃ唐子はいいよ。長野県生まれの長野県育ちで寒さにも慣れてんだから。でも僕はそういう訳にもいかないんだ」

「あれ？　でも東北の方とかにもいたことあるんでしょ？」

「冬いたって記き憶おくはないよ。なんてたって引っ越ししまくり人生だからな」

　銀ぎん之の介すけは空を見上げると、しみじみと呟つぶやいた。

　それから、一歩後ろを歩く楓かえでに顔を向ける。

「楓さんはやっぱ長野県の寒さはつらい？　それともイギリスの方がやっぱ寒いのかな？」

「気候は似てるけど、ここの方が寒いわ」

　楓口く調ちようでそう答える。

「私はそうでもないけど、兄さんは寒い寒いって騒いでるわ」

　狩かり谷や先生が、ラクダの股もも引ひきと腹はら巻まきをしてこたつに入ってる姿を想像すると、なんかギャップに笑えた。

「まだまだ寒い日は続くし、ここはみんなで温かい物でも食べてこ～～ってことで、コンビニで肉まん買わない？」

　歩道脇わきのえん石に飛び乗って手を上げる唐とう子こに、銀之介はこう提案した。

「だったらさ、牛丼食くいにいかないか？　こっからならそんなに遠くないし」

「え～～、でもちょっとそれは贅ぜい沢たくだし」

「大丈夫。なんてったってこれがあるから」

　サイフを取り出すと、その中から三枚の紙切れを摑つかみ出す。

「じゃっじゃ～～～ん！　牛丼無む料りよう券けん！！！！」

「ど～～したのその券？」

「ほら、朝話はなしただろ。なんか文章の方も手伝って欲しいって言われて昨日きのうの日曜になんちゃってインタビューされたって」

「ああ、オオカミ男インタビューか」

「そ、それでそのお礼ってことでもらったんだ五枚。昨日二枚使つかっちゃったけど残りが三枚あるから、ちょうど三人だし食べに行こう」

「いいの？　券けん使っちゃって」

「いいっていいって、普段からお世話になってる唐子と楓さんのためだ。これぐらいど～～ってことないって」

　腰に手をあててアメコミヒーローな笑いをする銀之介に、背後から楓が尋たずねて来た。

「何のこと？　オオカミ男インタビユーって」

「あ、楓さんには言ってなかったっけ。ま～～、大たいした話じゃないんだけど、ざっと説明すると……」




　かくかくしかじか。




「ってな感じに困ってる先せん輩ぱいを助けてるんだ」

「でも大丈夫だよ。名前は仮か名めいにするしモザイクだってかけるって言ってたし。そうだよね、銀ぎん之の介すけ君」

「そーそー、僕なんてどこにでもいるような体型してるから、ばれっこないって。ま、ばれたって所しよ詮せんはうそっこ新聞だってこと説明してもらえば分かってくれるだろうし」

　あはあは笑う銀之介と唐とう子こに、楓かえでは肩を動かしため息を吐き出した。

「本当にお気楽ね。あなた達って」

「え？」

「その新聞部の部長さん」

「新あら井い先せん輩ぱいがどうしたの？」

　きょとんとする銀之介に、楓は幾いく分ぶん険しい表情で言った。

「駒こま犬いぬ君の正体に気がついてるわよ。おそらくね」

　銀之介と唐子に氷ひよう河が期きが訪れた。

　氷河期はきっかり五秒で終了した。

「あははは、も～～楓さん何なに言うんだよ」

「ほんとほんと。冗じよう談だん上う手まいんだから。アタシちょっと凍りついちゃったよ」

　また笑い出す二人に、楓はかぶり振ってから言った。

「おかしいと思わない？　写真のモデルになってってのは分かるけど、どうしてインタビューなんかするの？」

「それは僕だっておかしいと思ったよ。だから聞いたんだ。そしたら、駒犬君は漫画家の息子だからきっと想像力が豊かなんだろうって。だから協力して欲しいって」

「どうしてインタビューなの？」

「え？」

「文章作らせるなら別にインタビユーじゃなくてもいいじゃない。原稿を書いてもらってもいい訳じゃない。むしろじっくり想像力膨ふくらましてもらうならそっちの方がいいんじゃないかしら。それをどうしてインタビューなんて形式にしたの？」

「それは………」

「理由は簡単よ。その新井先輩って方は、知ってたからよ。駒犬君がそのインタビューに容易に答えられるってことに。つまり」

「正体を………知ってたってこと？」

「そういうこと」

　また氷河期が訪れた。

　今度は先さき程ほどよりもちょっと氷が厚かった。

「か、考えすぎだって」

　それでも、十秒程ほどで自力で氷を打ち破って銀之介は出てきた。

「確かにそ～～言われるとちょっとおかしいそって気もしないでもないけど、新あら井い先せん輩ぱいがどこで僕の正体を知ったって言うんだい。自慢じゃないがそんなヘマ僕はしてないぞ」

　昨さく年ねんさんざんやらかしてきたたくさんのヘマ達をきっちり棚に載っけて、銀ぎん之の介すけは胸を張った。

「それにだ、もし仮に……仮にだよ、先輩が僕の正体に感づいて新聞を作ったとしてもだ、モザイクなしの写真を載っけたりしたとしてもだ、ただ椅い子すに座ってる僕の写真なんだよ。あまりの噓うそっぽさに信じる奴やつはそんないないさ」

　なんか自分に言い聞かせるように一生懸けん命めいに慣れない理論って奴を並べてる時だ。

「あ、駒こま犬いぬ先輩達じゃないですか！」

　ぐるぐる眼鏡めがねの小こ悪あく魔まが飛んで来た。

「小こ夏なつちゃん。珍しいね、こっち方面の道で出くわすなんて」

「新しい本屋を開拓しよ～と思って。駒犬先輩達こそ何してんです。なんか議ぎ論ろんしてたみたいですけど」

「議論なんてそんな大たいしたことじゃないよ。ただ、新井先輩のことで」

「新井！　もしかして新井史ふみ江えですか？」

「知ってるの？　小夏ちゃん」

「知ってるに決まってるじゃないですか。あのインチキエセ新聞の部長でしょ！　三年のくせにまだ引退しない往おう生じよう際ぎわの悪い。あ～～いろいろ思い出して頭にくる」

　小夏はポケットからハンカチを取り出すとき～～って齧かじり引っ張った。想い出し怒りが出来る器き用ようなお嬢じよう様なのだ。

「駒犬先輩も新聞部の連中なんかと関かかわり合いになっちゃ駄だ目めですからね。あいつら盗とう撮さつ用のカメラ学校にセットするような奴らなんですよ！」

「カメラ？」

「ええ、アタシの聞いた話によると、外の体育用具室にカメラがセットしてあったって。信じられます？　盗撮ですよ！　犯罪ですよ！」

　小夏は一人でぷんすか怒りながら退場して行った。

「体育用具室に……カメラ……」

　銀之介は凍りついた。削さく岩がん機きでも持ってこなくちゃ砕くだけそうもない分ぶ厚あつい氷だ。

「駒犬君。顔が青いけど………」

　楓かえでは氷に閉ざされてる銀之介を一いち瞥べつし、軽く鼻を鳴らした。

「どうやら心当たりがありそうね」

「銀之介君。もしかしてこの間の……」

「そう言われれば、思い当たる節ふしがあるんだ」

　氷の中で、銀之介はぼそぼそ呟つぶやいた。

「オオカミ状態でかちゃかちゃ積つみ木き遊びしてた時だ。なんか、カシャカシャって音がして僕は耳をぴくぴくって動かしたんだ。何の音だうって思ったけど、今はそれどころじゃないなってまた積木をかちゃかちゃ」

　今度の氷ひよう河が期きは長かった。六万年くらい続きそうだ。

「ま、早く荷物をまとめておくことね。ばれたら最後、兄さんはライフルに銀の弾だん丸がんを詰めるでしょうから」

「あ～～、もうおしまいだ！　も～～引っ越しだ！　も～～脱だつ長野県けん民みんだ～～」

　一人で泣きわめく銀ぎん之の介すけに、唐とう子こが言う。

「まだ嘆なげくのは早いよ。とにかく証しよう拠こ写真を回収しないと」

「どうやって？」

「大丈夫！　方法はあるから！」

　唐子は握り拳こぶしで叫んだ。

「ドロちゃんに吠ほえろ作戦よ！」

「ドロちゃんに吠えろ作戦」

　なんとなく銀之介はそう復唱した。

　それがどんな作戦なのかはさっぱり分からなかったけど、くだらない作戦だってことはなんとなく察知した。

　本能的に。
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　ぬき足さし足忍しのび足。たこ足かけ足あぶら足。

　夜の飯いい波なみ高校敷しき地ち内ないを、ピンクパンサーのテーマ曲が聞こえてきそうな足取りで歩く人ひと影かげがあった。

　言うまでもなく、怪しさが核かく融ゆう合ごうを起こしてた。

「ドロちゃんに吠えろ作戦ね。うんうん」

　前から二番目の怪しい人影が、こくこく頷うなずきながら囁ささやいた。

「ま、確かに当然と言えば当然の作戦かもしれないよな。ま～～、ちょっとそのまんますぎって思わないこともないけど」

「何？　アタシの作戦に文句でもあるっての？」

　一番前の怪しい人影が唇くちびるを尖とがらした。

「いや、文句がある訳じゃなくて………不満ならあるけど」

「写真とネガを下さいって言ったって素直にくれる訳がないでしょ。だったら方法はこうするしかないじゃない。黙って静かにみんなに内ない緒しよに回収。名付けて、ドロちゃんに吠えろ作戦」

　どっか～～～んって花火でも打ち上げられそうな気き迫はくだ。

「ここまで説明しても分かんないって言うならいいんだよ。銀ぎん之の介すけ君帰かえったって」

「すみませんでした。僕が悪かったです。作戦の意図はものすごくよっく分かります」

　すねた唐とう子こをなだめようと、銀之介は五〇メートルくらい下した手てに出た。

「私は分からないわ」

　その言葉は、三番目を歩く怪しい影から発せられた。

「写真とネガを盗み出すしかないって結論に達したのは分かるわ。だからこうやって夜の学校に忍び込んでるのも分かる。ただ、一つだけ分かんないことは」

　楓かえでは、大きく息を吸い込むと、彼女には珍しく感情的な声で言った。

「ど～～して私も一緒に来なくちゃいけないの？」

　泥どろ棒ぼうルックがとっても素す敵てきにいかしてた。

「だって……心細いじゃん」

　唐子は照れくさそうに呟つぶやいた。

「僕も、楓さんがいてくれるとありがたいな。いつも落ち着いてる楓さんなら、きっと何かあってもちゃんと対たい処しよしてくれそうだし」

「何、それじゃアタシじゃ対処できないっていうこと？」

　唐子がからんで来るのを、銀之介はまあまあと両手で制した。

「いやそ～～言ってる訳じゃなくて、ただ僕と唐子だけだと何かあってもわーきゃー騒ぐだけで終わりそうって言うかなんて言うか」

「何それ！　やっぱりアタシのこと単なるお気楽にぎやか娘むすめだと思ってるんじゃん。だいだいもとはと言えば今回は銀之介君の不注意で………」

　一円の価か値ちもない口ゲンカが始まった。楓ははぁってため息を吐き出した。

「いいわ。諦あきらめたから。早く行きましょ。新聞部の部室に」

　二人の意味のない口ゲンカはまだ続いてた。本気で止めなかったら百万年くらいは延えん々えんと続きそうだ。

　もう帰ろうかしらって思った楓は、遠くから聞こえてくるかすかな声に表情を強こわ張ばらせた。

「静かに！　誰か来るわ！」

　さすがにこの一言に、お馬ば鹿か二人も静かになった。すぐさま近くの物もの陰かげに身を潜ひそめる。

　声の持ち主はまもなくやって来た。

　体中になんか太たい鼓こやら鐘かねやら巻き付けてちんどんしゃんちんどんしゃん言いながら歩いてく小こ夏なつだった。

　三人は声を上げなかった。いや、声も上げられなかった。

　たっぷりと小夏を見送った後、銀之介がぼそっと呟いた。

「あの娘こは、何してんだろ～～な？」

「アタシに聞かないで。分かる訳ないじゃない。きっと真剣に考えちゃ駄だ目めなんだよ。世界の平和のためにも」

　唐とう子こはちょっと緊きん張ちよう感かん不足の表情にパチンと軽い刺し激げきを与えた。

「さ、もう少しだよ。気を抜かないでいこう」

　またピンクパンサーの曲が流れた。




　ピンクパンサーの曲が終わった。

　新聞部の部室の前に三人はやって来た。

「来たはいいけど、鍵かぎは？」

「ある訳ないじゃない」

　唐子がきっぱり言った。

「ど～～してアタシが新聞部の部室の鍵なんか持ってんのよ」

「じゃあどうすんだよ。鍵がなかったら入れないじゃないか」

「大丈夫だって。アタシが何も考えてないと思うの。はい、鍵」

「なんだ鍵あるじゃないか」

　銀ぎん之の介すけは唐子から手渡されたタッパーを覗のぞき込んだ。なんでタッパーなんかにと思いつつも蓋ふたを開ける。

　確かに鍵は入ってた。変身の引き金となる鍵だ。

　二つに割ったゆで卵とご対面した銀之介は、あっと言う間にオオカミに変身した。

「どう、これならドアくらい簡単にこじ開けられるでしょ」

　にっかり笑ってそう言う唐子に、銀之介ははぁぁって息を吐き出した。

「唐子はきっと大おお泥どろ棒ぼうの素そ質しつがあるよ」

　ちょっと皮ひ肉にくってから、銀之介は扉とびらのノブに手をかけた。ちょいと力を込めればドアノブなんて簡単に引き千ち切ぎることが…………あれ？

　銀之介は毛深くなった目蓋まぶたをぱちくりとしばたたかせた。

「開いてるぞ」

「え？」

「開いてるんだ。ほら」

　銀之介の言葉通り、扉はなんなくぱっかりとその口を開く。

「鍵、かけ忘れってこと？」

　楓かえでが一番後ろから声を出した。

「さぁ、分かんないけど………」

「そんな悩まなくたっていいじゃん。鍵かかってなくってラッキーじゃん」

　お気楽極ごく楽らく女王の七しち味み唐子が軽く笑い飛ばした。

「早く入ろうよ」

「でもな、なんかワナ仕掛けられてても恐いし。入ったらいきなり天てん井じようから洗面器が落っこちてくるとか」

「それはないわ。絶対に」

　楓かえでの冷たい突っ込みを受けた銀ぎん之の介すけはゆっくりと部室内部に足を踏み入れた。

「暗いね。懐かい中ちゆう電灯つけようよ」

　唐とう子こが殺してた懐中電灯の光をリバースさせた。

　部室内部が照らし出された。その光景に思わず三人は空気のフルコースを食べた。

　普ふ段だん机の上にあるもんが机の下にあったり、普段机の下にあるもんが机の上にあったり。

　機き嫌げんの悪い大だい地震が通りすぎた後のよ～だ。

「ねえ、銀之介君」

　呆ぼう然ぜんとしてた唐子がぼそっと尋たずねた。

「アタシが入ってくるまでの間に、目にも止まらない速さで家や捜さがししたとかじゃないよね」

「違うよ。いくら僕だって体に加か速そく装置ついてる訳じゃないし、それにあんなまっくらな中で家捜しなんて」

「そ～～だよね」

　また押し黙った。一体この部室で何があったのか。想像すら出来なかった。

「悩んだって仕方ない。さっさと探して帰ろっか」

「そ～～だな。確かそこのロッカーの中に写真とか入れてたよ」

　そこのロッカーはお腹をぱっくりと開いて倒れてた。

　しかもお腹の中は空っぽときてる。

　よっく部屋を観察してみると、写真やネガ、フィルムが全すべてなくなってることが分かった。

　カメラ達だってがばってお腹を開かれフィルムが抜き取られてる。

「どうやら、先せん客きやくがあったみたいね」

　楓かえでが、核かく心しんをずこっとついた。

「私達よりも早く誰かがこの部屋に侵入して、フィルムらを持ち去った」

「一体ど～～して？」

「知らないわ。趣味なんじゃないの」

「趣味ねえ」

　フィルムを体に巻いて恍こう惚こつとしてる変へん態たいが思い浮かんだ。そりゃ～～ね～～だろって苦く笑しようした。

「はてさて、ど～～したもんだろ～～か？」

　また悩む空気に戻ってしまった。そんな時だ。銀之介の三角形の耳がぎょいぎょいって神しん経けい質しつっぽく動いた。

「噓うそ……だろ？」

「ど～～したの銀ぎん之の介すけ君？」

「今、声がしたんだ。かすかにだけど……狩かり谷や先生の声が……」

「言い忘れてたけど」

　楓かえでが何気なく言う。

「今日きよう兄さん学校にいるわよ。防犯装置が壊れて修理までの三日間、交代で宿しゆく直ちよくすることになったんだって」

　あお～～んって感じに銀之介の顔が崩れた。

「何でそれを早く」

「聞かれなかった」

　実に楓らしい端たん的てきな言葉だ。美人にこう叩たたきつけられたら銀之介としちゃ言い返す言葉もない。

「やば！　どんどん近づいてる。小こ夏なつちゃんと話しながらこっちに来る。逃げなくちゃ！」

「でも……出口から出たらばればれだよ」

「かと言ってここに隠かくれてても見つかるわね。ドアが壊れてるのを兄さんが見逃すはずないもの」

　となると………。

　三人の視線は部室の唯ゆい一いつの窓に向けられた。

　場ば違ちがいに大きめの窓だ。人がここから出入りするのにさほど問題はないだろう。ここが二階だってことを抜かせば。

　珍しく銀之介の決断は早かった。窓を全開にすると小声で叫ぶ。

「唐とう子こ！　僕の背中に摑つかまれ！」

　唐子の行動も素早かった。銀之介の意図を察さつ知ちし、すぐに背中におぶさる。

「楓さん。失礼するよ」

　楓を両手でひょいと抱かかえると、そのまま窓の棧さんに足をかけた。

　冷たい夜の空気の中へ飛び出すと、音もなくしゅたって着地する。腕の中の楓にも背中の唐子にもさほど衝しよう撃げきを感じさせない素晴らしさだ。

　でも、別の意味で衝撃を受けてるお嬢じよう様が若じやつ干かん一名だけいた。

「何でアタシがおんぶで、楓ちゃんがお姫ひめ様だっこなのよ。ど～～ゆ～～差なの？　これ」

　銀之介の背中にて、ものすごく不満そうに唐子が唇くちびるを尖とがらした。
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「結局、僕達何なにしに行ったのかな？」

　家いえ路じをとぼとぼ歩きつつ、銀之介がぼそっと呟つぶやいた。

　もちろん毛深いままじゃ表なんか歩けないから、もう人間に戻ってる。校舎の陰で積木で遊んだのだ。

「なんか無む駄だなカロリー使っただけって気がするのは僕だけかな」

「ふっふっふ」

　唐とう子こが不ふ適てきな笑えみを浮かべた。なんか悪い菌きんが頭に入っちゃったよ～だ。

「じゃじゃ～～ん！」

　演出効こう果か音おんつきで突き出したのは、一つのフィルムだった。

「実はあそこから逃げ出す直前に落っこちてるの拾ったんだ」

　唐子は自信満まん々まんに言った。

「もしかしたらこの中に銀ぎん之の介すけ君の変身シーンが」

「入ってる訳ないじゃない」

　楓かえでは呆あきれため息を吐き出した。

「もしその中に入ってたとしたら、新聞部の人達はどうやって知ったの？　駒こま犬いぬ君のこと」

　現げん像ぞうしなければ分からない訳で、フィルムはまだ現像してないただの筒つつであって……。

「アタシって馬鹿だね」

　唐子はずずんと落ち込んだ。

「せっかくカメラ好きの常じよう連れんさんから現像セット借りたのに、意味ないよね」

「まぁまぁ、とりあえず現像してみよっか。フィルムがいくつもあるって可能性もある訳だし。うんうん」

　唐とう子こを持ち上げてる銀ぎん之の介すけのすぐ後ろで、楓かえでがぽそっと呟つぶやいた。

「にしても、私達の前に誰が侵入したのかしら？　あの部屋に」

「……かすかに臭におったんだけど」

　銀之介は小こ首くびを傾かしげながら言った。

「なんか、唐子の家を連れん想そうさせる香りって言うか何て言うか」

「え？　ど～～ゆ～～こと？　アタシあそこに入るの初めてだよ」

「常じよう連れんさんだったりしてな……そんなことねえか」

　銀之介の鼻が軽く笑った。

「それよりどうするの？」

　楓の一言で、笑った鼻もまた静かになった。

「大丈夫。アタシに考えがあるわ」

　唐子がまた握り拳こぶしで叫んだ。

「おでこと地面がごっつんこ作戦よ！」

「おでこと地面がごっつんこ作戦」

　なんとなく銀之介はそう復唱した。

　それがどんな作戦なのかはさっぱり分からなかったけど、くだらない作戦だってことはなんとなく察さつ知ちした。

　今度も本能的に。
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　ものすごく高級そうな洋風の部屋だ。置いてある机も高級そう。その上に載っかってるワインも高級そう。ソファーも高級そう。ゴミ箱だって高級そうだ。ゴミ箱からこぼれ落ちてる鼻かんだティッシュだってなんだかとっても高級そうだ。

「持ってきましたね」

　ソファーにどっかりと腰を下ろし、ヤスリで爪つめといでたインテリっぽい男が穏おだやかな口調で言った。

「はい。ジュニアの御ご命めい令れい通りに。部屋にあった写真、フィルム、全すべて持ってきました」

「チェックしてください」

　インテリ男の指示で、インテリ部隊が箱をひっくり返し調べ始める。

「健けん君とマサ君でしたね。高校までの案内ご苦労。もう戻ってもいいですよ」

　インテリ男は、出口付ふ近きんで突っ立ってる場ば違ちがいに庶しよ民みん的な二人を一いち瞥べつし言った。

　お久しぶりの健とマサだ。トレードマークの角かく刈がりサングラスと派は手でシャツは今日きようも元気に輝いてる。

　股もも引ひき組ってワイルド系な会社に就職してて、日にち夜や地上げに精せいを出してるがんばってる二人だ。

　ただ、最初の標的であるうどん屋の地上げにことごとく失敗してて、最近じゃすっかり常じよう連れん客となってる気の毒な二人でもある。

「何か？」

　インテリ男が色サングラスを二人に向けた。

「その、二代目よ。ちょっと話が……」

　インテリ男が健けんを睨にらみつけた。ギロってカタカナが空中に見えちゃうくらい危険な視線だ。

「……ジュニアよ。ちょっと話があるんだが」

　健は、ナメック星人が卵産うむかのごとく苦しそうにそう言った。

「いいでしょう。それで、何の話です？」

「そのよ、俺達は、二代目……じゃなくって、ジュニアの命令で、ジュニア直属の部下を飯いい波なみ高校に案内した訳だ。そこの新聞部の部室に」

「そうですけど、それが何か」

「告つげ口ぐちするようで気分悪いんだが、こいつら」

　健は写真やらフィルムやらをチェックしてる連中を顎あごで指さし言った。

「机はひっくり返すはカメラはぶっ壊すは、しかも片づけもしないでそのまま出ていくわで、ひでえもんだったんだぜ」

　しかってやってくださいって感じで健はインテリ男に瞳を向けた。

　だけどインテリ男の反応はそっけなかった。

「それが何か？」

「それが何かってな。可哀かわい想そうだろ。新聞部の連中が。きっと部費やら小こ遣づかいやら必死に貯めて買ったカメラなんだぜ。物もの探さがすってったってもっとこう丁てい寧ねいな」

「健君とか言ったね。失礼ですけど、私はあなたが何を言いたいのかさっぱり分からないんですけどね」

「だから…」

「高校生のガキの小遣いの心配をどうして私がしなくちゃなんないんです？　君もそんなことばかり言っているから、いつまでたってもうどん屋一つ地上げ出来ないんですよ」

「なんだと」

　健の太い眉まゆ毛げがぴくりっと動いた。

「そりゃどういう意味だ？」

「そのままの意味ですよ。うどん屋一つ地上げ出来ない役立たずだって」

　インテリ男は薄い唇くちびるをゆがめてあざけり笑った。

「てめえ！」

　拳こぶしを固めて一歩前へ出る健を、マサが必死になって止めた。

「兄あに貴き！　落ち着いてください！　帰りましょ！　ねえったらねえ」

「うがぁぁぁぁぁぁ」

「それじゃ二代目……じゃなくってジュニア。ど～～もお疲れ様でした。失礼するっす」

　うがうが言って暴れる健けんをつれ、マサは必死に部屋を出た。

「離せこの野や郎ろう！　俺は何が何でもあのインテリ顔に水たまりが出来るくらいの拳こぶしの跡をつけてやるんだから！」

「この、分からず屋！」

　マサの下したっ端ぱ平ひら手て打うちが、健の頰ほおに炸さく裂れつした。

「ここで兄あに貴きが二代目に飛びかかったりでもしたら、今いま頃ごろ人間ハチの巣の出来上がりっすよ。インテリ軍ぐん団だん全員拳けん銃じゆう握ってたのが見えてなかったんですか！」

　もちろん見えてなかった。

　なもんだから健はおおいに青くなった。

　だけどここで認めるのもなんかしゃくだから、健は無言でマサにゲンコツを一発くれた。

「馬ば鹿か野郎！　俺が拳銃なんか恐がる訳がないだろ！」

「いて～～」

「でもま～～、お前がそこまで言うなら、今日きようのとこは勘かん弁べんしてやるとするか」

「まったくも～～兄貴は都つ合ごうがいいんだから」

「ん？　何か言ったか？」

「何も言ってません！」

「よ～～し、むなくそ悪いから飲みにでも行くぞ！」

「お供ともします！」

　つっかつっか歩き出す健の後を、マサは慌あわててくっついて行った。

「しかし二代目が海外から帰って来てからもう二週間になるのに、いまだにあの妙みようなノリにはついてけませんね」

「まったくだ。マフィアの帝てい王おう学がくを学んでたとかなんとか言うが、俺に言わせりゃ単なる西洋かぶれのぼんぼんさ。何がジュニアだ、股もも引ひき信のぶ夫おって思い切り日本臭くさい名前のくせに」

「駄だ目めですよ！　二代目の名前のこと言っちゃ。二代目って言うだけでいやがるのに、信夫なんて言ったら弾だん丸がん飛んで来ますよ」

「何度でも言ってやるさ。のぶおのぶおのぶおのぶお」

　弾丸が飛んできた。

　弾丸は健の頰をかすって向かい側のガラス窓にくもの巣を作った。

「ジュニア、トイレですか？　ごゆっくり」

　二人は拳銃を握り締めるインテリ男に精せい一いつ杯ぱいの愛あい想そう笑わらいを浮かべると、脱だつ兎とのごとくその場を後にした。

　股引組ぐみの事務所ビルから飛び出した二人は、ぜーぜーはーはー息を整えた。

「全く、兄あに貴きが余よ計けいなこと言うから」

「仕方ないだろ。まさか出てきてたなんて知らなかったんだよ！」

「は～～、息きれた。にしても、一いつ体たい何の写真探さがしてたんすかね？　盗とう撮さつされたとか何とか漏らしてたけど」

「馬鹿！　盗撮って言えば決まってるだろ。男と女のあれさ。おおかたどっかの公園で女と密みつ会かいしてたとこを偶ぐう然ぜん盗み撮りされたってとこだろ。深く考えたって仕方ねえ。ほら、飲み行くぞ。お前のおごりでな」

「え～～、何でオイラが？」

「この間、ＵＦＯキャッチャーで取ったピカチューやったろ。お前が欲しがってた奴やつ」

「分かりましたよ。今日きようはおごりますから、ピチューの方もくださいよ三つくらい持ってたでしょ」

「馬鹿野や郎ろう！　俺のピチューは誰にも渡せん！　ピチューが欲しかったらお前のチコリータと交換だ」

「止やめてください！　うちのチコリータだってあげられませんよ！」

「てめえ兄あに貴きの言うことが聞けないってのか？」

「いくら兄貴だって駄だ目めっす」

「よこせ！」

「駄目っす！」

「よこせ！」

「駄目っす！」




「どうです？　ありましたか？」

　インテリ男………股もも引ひき組組くみ長ちよう、股引信しん左ざ衛え門もんの一人息子むすこ、股引信のぶ夫お（本人がものすごく嫌がるので以下ジュニアとする）は、チェックする部下達に尋たずねる。

「現げん像ぞうされた写真の中にはありません」

　一人の部下が答えた。赤いスカーフがポイントのおしゃれさんだ。

「ネガにもありません」

　一人の部下が答えた。青いスカーフがポイントのおしゃれさんだ。

「こっちのフィルムにもありませんでした」

　隣となりの部屋からやって来た部下が答えた。隣に暗あん室しつ作って現像作業をやってたらしい。ど～～でもいいけどスカーフは黄き色いろだ。

「ふ～～～む。そうですか。仕方ありません。新聞部の皆様と直接お話をするしかないようですね」

　削けずった爪つめの粉こなをぷって吹いて、ジュニアは言った。

「レッド、イエロー、ブルー。よろしく頼みましたよ」

「おまかせください」

　三人のおしゃれさんが深々と会え釈しやくした。

「もしあの取引現場の写真が公表されたならば、私達は破は滅めつですからね。それを忘れないように。いいですね」

　ジュニアは険しい表情で三人に釘くぎを打ちつけた。

　ちなみに、これもど～～でもいいことだけど、ジュニアのスカーフはゴールドだった。
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「新あら井い先せん輩ぱい！」

　授業も終わり、部室街がいへ向かおうと学校敷しき地ち内ないを歩いてた史ふみ江えは、後ろから飛んで来たその気合い入った声に足を止めた。

　だいたい予想はついた。今いま史江が一番注ちゆう目もくしてる青年の声だ。聞き間違えるはずがない。

　ゆっくりと振り返ると、やはりその青年だった。

「あら、駒こま犬いぬ君じゃない」

　史江はつとめて平然とした口調で笑顔を向けた。

「私に何か用事かしら？」

　銀之介は何も言わなかった。ただ唇くちびるを引き結んで無言で史江を見み据すえていると、唐とう突とつに地面に這はいつくばった。

「何の真ま似ね？　いきなり土ど下げ座ざなんて」

「新井先輩。勘かん弁べんしてください」

　銀之介は、追いつめられた小犬のよ～な声を搾しぼり出した。

「何のことかしら？」

「今いま更さらとぼけなくたっていいっす。僕の体質のことです」

「駒犬君の体質？」

「僕は、ただ静かに暮らしてたいだけなんです。勘弁してください」

　銀之介はまた額ひたいを地面に擦こすりつけた。

　どれぐらい時がたったろうか。

「新聞部の部費は、少ないわ」

「え？」

「スポンサーから入ってくるお金だって微び々びたるものよ。印刷代にも満たないわ。だから機材も全すべて自分達で買いそろえた。夏休みにみんなで合宿バイトしてね。十万円近くしたカメラだってあるわ」

「はぁ」

「その血の汗と涙の結晶が、一晩で叩たたきつぶされてた。その光景を見た時の私達の気持ち、想そう像ぞう出来るかしら？」

「お気の毒です」

「そんなことが平気で出来る人にかける情なさけなんて持ってないわ」

　史ふみ江えはきっぱりと言った。

　銀ぎん之の介すけはきょとんとした。新あら井い先せん輩ぱいってば何なに言ってんだろって顔つきでしばし目をぱちくりさせた。

　そして気がついた。自分が犯人だと思われてるってことにだ。

「違う！　僕が来た時には…」

「来た？」

「あ！」

　やべって感じに銀之介は口元を押さえた。でも後のお祭りって奴やつだ。

　銀之介の余よ計けいな行動が、余計に誤ご解かいを大きくした。

「誰も真実の報道を阻こばむことは出来ないの。お分かり」

　史江はそれだけ言うと去って行った。

　銀之介の完全敗はい北ぼくだった。

　がっくりとその場に膝ひざをつくと、銀之介は砂を握り締めた。

「もうおしまいだ。もう駄だ目めだ」

　しばらく砂遊びしてから、銀之介はとぼとぼと歩き出した。

　少しだけ離れたとこの校舎陰かげに、唐とう子こと楓かえでが待ってた。

「どうだった？　銀之介君」

　銀之介は力なく首を横に振る。

「駄目だったのか。仕方ないわ。下した手てに出ても駄目ならこっちだって考えがあるわよ。最終作さく戦せんよ！」

　唐子はまたまた握り拳こぶしで叫んだ。

「プレアワーウルフプロジェクト作戦！」

「プレアワーウルフプロジェクト作戦」

　今回もなんとなく銀之介はそう復唱した。

　それがどんな作戦なのかはさっぱり分からなかったけど、くだらない作戦だってことはなんとなく察さつ知ちした。

　言うまでもなく本能的に。
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　サリーは暗い森の中を走った。もう仲間は誰だれ一人残のこっていない。この広い森の中、人間はサリー一人。小鳥と動物、そしてあの怪物。

「神様！」

　嗚咽おえつにも似た悲鳴がサリーの口から溢あふれた。

　思えば軽い思いつきだった。映画学校の仲間と共にここプレアの森に入ったのは。

　ここ、プレアの森に伝わるオオカミ男伝でん説せつの真相を暴あばく。それが目的だった。

　初めの犠ぎ牲せい者はロビンソンだった。朝起きるとテントの中から消えていた。いつまで待っても戻って来なかった。

　数時間後、木の枝にひっかかってるのが発見された。変わり果てた姿で。

　次の犠牲者はレベッカだった。みんなで歩いてる中、一番後うしろを歩いてた彼女がいなくなった。

　その日の夕方、川かわ辺べに彼女の体が横たわっていた。同じく、絵にもかけない無む惨ざんな姿で。

　キッド、トーマス、ジム、ドドリゲス、だいごろう。次々と仲間が消えて行った。

　そして、サリーの番が回ってきたのだ。

　サリーは逃げた。ひたすら逃げた。

　道なんてとうの昔に分からなくなってた。自分がどちらの方向に進んでいるのかも謎なぞだ。森の奥に進んでいるのか？　森の外へ向かっているのか？　それすらも分からない。

　もう疲労も限界だった。弱った足の筋肉は何度も痙けい攣れんを起こしかけ、からみついてくる木の根に転びそうになる。

「あ！」

　倒れた木の枝に足をとられ、サリーは前のめりに倒れた。

　もう希望も残ってなかった。サリーの全身から力が抜けた。

　私も、あの怪物の餌え食じきに[image: 三点][image: 三点]。

　半なかばその事実を認めかけた時だ。瞳の端はしに、光が映った。

　生おい茂る森の緑の中、きらめく光が見えた。

　それが森の終わりだということに、サリーは直感的に気づいた。

「神様！」

　希望に満ちた吐と息いきが漏れた。脱だつ力りよくしていた体に力がみなぎった。

　サリーは立ち上がった。右足に走る痛みも忘れ光に向かって走り出した。

　あの光の向こうに、安あん息そくがある。もう獣けだものに怯おびえなくてもいい光の世界。

　もうこんな森には来ない。町に戻って家に戻って家族に会って、そして抱き締めてもらう。

　光がどんどん大きくなって行く中、サリーの顔に久しぶりの笑えみが浮かんだ。

　しかし、それはすぐに凍りついた。

　そいつは、音もなく舞い降りて来た。

　灰色の毛並み、突き出た顎あご、鋭く並ぶ牙きば、血ち塗ぬられた爪つめ。

　そいつは口元に残ざん忍にんな笑みを浮かべると、爪を大きく振り上げた。

　悲鳴を上げる暇ひまさえなく、爪つめが一いつ閃せんした。

　それが、サリーがこの世で見た最後の光景だった。
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　パチッて音をたてて、紐ひもを引っ張られた電灯が明かりをつけた。

　うどん屋の二階は異い様ような静けさに包まれてた。ビンコーラがしゅわしゅわ泡あわを弾はじけさせる音しか聞こえない。

　いつもながらの和風な部屋。いつもと違うとこは小型テレビとビデオデッキがちゃぶ台の上にセッティングされてるってとこだ。

「以上、プレアワーウルフプロジェクトでした」

　デッキからビデオを取り出しレンタルの袋ふくろに戻しつつ、唐とう子こが言った。

「どう？　けっこう恐い映画だったでしょ」

「そうね」

　楓かえでが軽く頷うなずいた。

　銀ぎん之の介すけは何も言わなかった。ただただブルーに染まって硬こう直ちよくしてた。

　どうやらかなり恐怖袋ぶくろにダメージを受けたようだ。

「ちょっと話題になってたから前に借りて観たんだけど、けっこうきちゃってさ。ビデオを家に置いとくのがなんか嫌でその日のうちに返しに行っちゃったくらいだもん」

　あはははって唐子は照れくさそうに笑った。

　そんな唐子に、なんとかブルーな世界から復活して来た銀之介が素朴な質問をぶつけた。

「で？　学校帰りにこうやって唐子ん家ちでビデオ上映会をやった意味ってのは何？」

「簡単なことだよ」

　唐子は胸むね張はって言ったもんだ。

「銀之介には、プレアの森にいるオオカミ男になってもらうの」

　うどん屋の二階に、静かな時がやって来た。間まという奴やつだ。

「はい？」

「だから、さっきの映画の中に出てくるようなオオカミ男になってもらうの！」

　唐子なりに嚙かみ砕くだいた説明だけど、銀之介が吞のみ込むにはまだ粒つぶが大きかった。

「ど～～ゆ～～こと？」

「だから…」

　さらに嚙み砕いた説明を始めようとする唐子を遮さえぎって、楓が口を開く。

「つまり、映画の中に出てくるようなオオカミ男を駒こま犬いぬ君に演じてもらう。そういうことね」

「そ～～ゆ～～こと。さっすが楓ちゃん。あったまい～～！」

　ひゅーひゅーって持ち上げる唐子の隣となりで銀之介はまだうかない顔をしてた。まだ吞み込めないようだ。ミキサー用意した方が良さそうだ。

「演じてどうするんだ？」

「脅おどかすの！」

　唐とう子こは口くち思い切り開けてがおぉぉってやって言った。

「新聞部の人達んとこ行って、新聞に載っけたら食べちゃうぞ～～って脅かすの！」

「え～～！　やだよそんなの。僕の趣味じゃないし」

「それじゃ正体がみんなにばれてもいいの？　ばれてみんなに追いかけ回されてもいいの？　それでこの街に暮らせなくなってもいいの？　倉くら地ち先生ファンクラブの人達に捕まって首に鎖くさりの首くび輪わつけられても……」

「わ～～～った！　わ～～った！」

　速そく射しや砲ほうのごとく飛んで来る唐子の言葉に、銀ぎん之の介すけはさっさと敗北宣せん言げんを吐き出した。

「よ～～し、それじゃ練習始めよ。ちゃっちゃっと台だい本ほん作っちゃうからちょっと待っててね」

　大学ノートを引っ張り出して来ると、唐子はかりかりと作業を始めた。

「やれやれ」

　銀之介はため息を吐き出した。




「誰？」

　楓かえでがそう叫び、振り向いた直後だった。そいつは音もなくしゅたっと舞い降りた。

　鋭く尖とがった爪つめと牙きば、逆ぎやく三角形の耳、青みがかった銀色の毛並みを持つ獣けものだ。

　楓が悲鳴を上げるよりも早く、獣の鋭い爪が楓の喉のど元もとに突きつけられた。

「もし俺のこと世間にばらしやがったら……」

　獣は鋭い牙を剝むき出し、にやりと壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべた。

「俺様が嚙かみ砕くだいてやるからな！」

「ブラボ～～～！」

　監督の唐子からＯＫの声が飛んで来た。

「い～～感じだよ銀之介君。これなら誰だって恐がるよ」

「大変なんだぞ。こんな台詞せりふ、自分で言ってて恐くなる」

「楓ちゃんもありがとね。練習につきあってくれて。ね、ね、銀之介君恐こわかったでしょ」

「そうね」

　楓はそっけなく頷うなずくとこう付け加えた。

「いつもよりは、ずっとオオカミ男らしかったわよ」

「喜べないよ。そんな誉ほめ言葉」

　銀之介はぶすっとして言った。

「えっと、七時か。よし、まだ新聞部の人達は部室にいるはずだから、早さつ速そく行くよ」

「え！　今からなのか？」

「当たり前でしょ。ほら、早く人間に戻って。アタシ卵たまご用意してくから、学校で変身ね」

「はいはい」

　諦あきらめたようにため息を吐き出すと、銀ぎん之の介すけは鞄かばんから引っ張り出した積つみ木きで遊び始めた。




　それから十分後。




「出発しんこ～～」

　ってな感じで、新聞部の人達を驚かせちまえ隊は七しち味みうどん亭ていを出しゆつ立たつした。

「あ、いけね」

　しばらく歩いたとこで、銀之介が軽く舌打ちした。

「ど～～したの？」

「いや、そう言えば今日きよう家出でる時に母さんに言われてたんだ。暗くなる前に帰って来いってさ」

「何かあるの？」

「知らない。詳しくは聞かなかったから。ま、大した用事じゃないけど一いち応おう電話しといた方が良かったかな」

「携帯使つかう？」

「あ、ありがと」

　楓かえでが差し出した携帯を受け取ると、銀之介はピポパって自宅番号を押した。

「ど～～せ出るのはお銀ぎんの奴やつだろ～な。お銀の奴最さい初しよのもしもしの声がでかすぎるんだよな。相手の鼓こ膜まくのことも心配せーちゅうねん」

　ぶつくさ呟つぶやきながら、銀之介は携帯を耳に押しつけた。




「うんうん、なるほど、それがこうなってああなって……そっかそ～～やるんだ。さっすが桃もも花かちゃん。頭い～～。でさでさ、次の問題なんだけど」

　廊下に宿題セット広げてがんばってる銀ぎん花かの隣となりを通りすぎ、銀ぎん一いち郎ろうは居間へと入った。

「あら、お仕事は？」

「うん、何だか落ち着かなくてな。典のり代よ、ビール」

「今晩は止やめときなさいって、余よ計けいに興こう奮ふんするわよ」

「それもそ～～だな」

　銀一郎はソファーに下半身を預けると、ガラステーブルの新聞に手を伸ばした。

「そ～～言えば銀之介は？」

「まだ帰って来てないのよ。あ、でも心配はいらないみたい。さっき念ねんのため唐とう子こちゃんとこ電話かけたら、おじさんが出て家にいるって言ってたから」

「そっか、唐とう子こちゃんが一緒なら大丈夫だな」

　銀ぎん一いち郎ろうは安心したように浮かしかけた腰を下ろした。

「多分泊とまってくるつもりじゃないかしら」

「だな。今晩外そとを歩くのは危ないからな」

　うんうんと銀一郎は頷うなずいてた。

　ちなみに電話は、まだ銀ぎん花かの宿題制せい覇はに使われてた。




「駄だ目めだ。ず～～～っとお話し中だよ。おおかたお銀ぎんの奴やつが友達と長なが電話してんだろ～な。楓かえでさんありがと」

　銀ぎん之の介すけは楓に携帯を返した。

「しかし今日きよう何かあんのかな？」

「誰かの誕生日だとか？」

　唐子が思いつきを口にした。

「いや、一月生まれの人はいないぞ。父とうさん七月、母かあさん十一月、お銀ぎんが五月、僕が七月だからな」

「今日の夕飯はスキヤキだから早く帰っておいでよとか」

「そりゃ嬉うれしい話だけど、昨日きのうと一昨日おとといが肉だったからな。三日は続かないはずだ」

「それじゃ、暗くなると寒くなって風か邪ぜひくから早く帰ってきなさいって」

「おいおい、僕は小学生じゃないんだぞ」

　銀之介はふふんって鼻で笑った。

「ま、確かに今日はちょっと寒いみたいだけどな」

「そ～～かな？　むしろいつもより暖かいと思うけど」

　唐子が怪け訝げんそうな顔した。

「気のせいじゃない？」

「気のせいかな？　でもほら」

　銀之介はぐいっと袖そでをまくると腕を見せた。

「すっごい鳥とり肌はだになってるだろ」

「本当だ」

「ものすごく寒いって訳じゃないけど、なんか背せ筋すじがぞわぞわしてるし」

「風邪じゃないの？」

「やっぱ風邪かな？」

　小こ首くびを傾かしげてる銀之介の隣となりで、楓がぼそりと呟つぶやいた。

「あれのせいじゃないかしら？」

「あれって何？」

　楓は無言で指を夜空に向けた。

　何気なく夜空を見上げた唐とう子この目が、極きよく限げんまで開かれた。

　そう、満月だったのだ！

　その瞬間、唐子は全すべてを理解した。暗くなる前に帰って来るのよって典のり代よの言葉。寒くないのに粟あわ立だつ銀ぎん之の介すけの肌はだ。そしてぞわぞわ走る悪お寒かん。

「駄だ目め！　銀之介君！」

　唐子は慌あわてて銀之介に飛びつくとその目をしっかりと押さえた。押さえたんだけど………。

　全すべては遅かったのよこれがさ。

「僕に…………お月様を………見せない……で」

　途と切ぎれ途切れにそう呟つぶやくと、銀之介は爆発するように変身した。

　飛び出す耳、尖とがる牙きばと爪つめ。月明りに照らされ銀色に光る毛並み。

「あおぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　満月に向かって、銀之介……いや、もう一つの人格、ワイルドウルフは吠ほえた。

「へん！　委員長娘むすめめ！　俺おれ様にケンカを売るなんざ一いつ兆ちよう年ねん早はええ！　写真のネガごと引き裂いてやる！」

　壮そう絶ぜつな笑えみを浮かべながらそう言うと、ワイルドウルフは走り出した。

「何なん人びとたりとも！　この俺様は止められねえ！　なーっはっはっはっはっは」

　あ！！！！っと言う間にワイルドウルフの姿は見えなくなってしまった。

　言うまでもなく、最悪の事態だ。

「あ～～、アタシの馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿！」

　唐子は自分の頭をぽかすかと殴なぐりつけた。

　気をつけてたはずなのに、カレンダーに赤丸つけて危険日って書いておいたはずなのに。それを見て血けつ相そう変えた父親をあれこれ言い訳して誤ご魔ま化かしたのに。プレアワーウルフプロジェクト作戦に夢む中ちゆうですっかり忘れてたのだ。

　一人、とってもすてきに自じ虐ぎやくに陥おちいってる唐子の隣となりで、楓かえでがぽつりと呟つぶやいた。

「駒こま犬いぬ君、役やく作づくりしてるわね」

「違うの！　あれは役作りなんかじゃないの！　これまで秘密にしてたけど、満月の日の銀之介君ってば危険なの！」

　泣き叫ぶように唐子は声を張り上げた。

「とにかく急ごう！　早くしないと大変なことになっちゃう！」

　走りかけた唐子は、不ふ意いに急ブレーキをかけると振り返った。

「楓ちゃん！」

　いつになく真剣な顔で、唐子は言った。

「今晩だけは、追いつきしだいすぐにムチューだからね！　飯いい波なみ市の平和のためにも！」
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　新聞部の部室。なんとか片づけられてはいるが壁の傷や、壊れた机など荒らされた傷きず跡あとは残ってた。

　ヒビ割れ時計のずんぐりむっくりした針が、八時を指さした。

「完成だわ」

　史ふみ江えはノートパソコンに這はわせてた手を止めると、大きく息を吐き出した。

「私の引いん退たい記念。最後の仕事よ」

　史江はパソコンをくるりっと回すと、三名の部員に画面を見せた。

　福ふく田だ、吉よし川かわ、樋ひ口ぐちの三人はモニターを覗のぞき込んだ。

「どう？　なかなかいい出来でしょ」

「あの、いいんですか？　モザイクなしの実名で。確か最初の予定じゃせめて仮か名めいと小さな顔隠かくしは入れるって話じゃ」

「いいのよ。私達の部室をこんなにした奴やつなのよ。暴力で物事を解決しようなんて最低の人間のすることだわ」

　史江は吐き捨てるようにして言った。

「どんな暴力にも屈せず真実を報道する。それがジャーナリズムにたずさわる人間の誇ほこりよ。それにあなた達悔くやしくないの？　部室をこんなにされて、みんなが必死にそろえた機材を壊されて」

「悔しい」

　いつも無口なカメラ小こ僧ぞう、樋口がぼそっと呟つぶやいた。

「僕のカメラを、僕のカメラを」

　その手には、無む惨ざんにも打ち砕くだかれたカメラがあった。

　史江は軽く合がつ掌しようしてから、声を張り上げた。

「リベンジよ。ペンは剣よりも強しってとこ見せてやんなくちゃ」

「そうっすね」

　福田が拳こぶしを握り締めた。

「実はオイラ、ずっと踏ん切りつかなかったんすけど、こんなことされて黙ってちゃ男じゃないっすね」

「私も、もう覚かく悟ごを決めました」

　吉川も、珍しく糸いと目めを開いて頷うなずいた。

「その意気よ。一晩あれば明日あした学校内に掲示する分は余よ裕ゆうで作れるわ。さ、福田君。持ってきたプリンタを…」

　史江がそこまで言った時だった。新聞部の部室の扉とびらが悲鳴を上げて開いた。

　外から思い切り蹴けりでもしなけりゃこんな素す敵てきな悲鳴は出ないだろう。

　四名の体に戦せん慄りつが走った。もしかして駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ？って疑ぎ惑わくがぽっこり浮かんだ。

　でも、疑惑は大きく外はずれた。

　おしゃれスカーフつけた男三名を引き連れてやって来たのは、見たこともないインテリ男だった。

「初めまして。クソガキ諸君」

　インテリ男、信のぶ夫お（本人がみらくる嫌がるので以下、ジュニアとする）は、にやにやと笑えみを張りつけた表情で話しだした。

「私がやって来た理由は、説明しなくても分かるでしょう」

　ジュニアは軽く眉まゆ毛げを持ち上げてから、直ちよく入にゆうで言った。

「写真とフィルムがあるならフィルム。デジタルカメラならばメモリー。全部渡わたしていただきましょうか？」

　この一言で、史ふみ江え達は大いなる誤ご解かいをした。

　このインテリ男とおしゃれグループの目的が、オオカミ男の変身写真だって思い込んだのだ。

「渡せないわ！」

　史江は勇ゆう敢かんにもきっぱりと言った。

「どんな暴力にも、ペンは屈しないのよ」

「やれやれ、仕方ありませんね」

　インテリ男は大げさに首をすくめて見せると、ポケットから封筒を取り出しぽいと投げつけた。

「どうです？　その封筒の中に五〇万ほど入ってます。それで譲ゆずっていただくというのは」

「五〇万……」

　史江がゴクリと唾つばを吞のみ干した。

　五〇万あれば壊れた機材も全部そろえられる。それどころかお釣つりがくる。

　一瞬だけ手招きする福ふく沢ざわ諭ゆ吉きちさんについて行きそうになったけど、なんとか精神力で持ちこたえる。

「お断りよ！　いくら金を積まれたって、オオカミの写真は渡さないわ」

「オオカミ？」

　ジュニアが怪け訝げんそうに色つきサングラスを押し上げた。

「そんな物は知りません。私が求めているのは、十二月二十三日にこの学校の近所の公園で撮さつ影えいされた写真ですよ」

「は？」

　今度は史江が呆ほうける番だった。

「二十三日に………公園？」

「まさかあなた達が盗とう撮さつ目的でカメラをセットしていたとは知りませんでしたよ。カメラを回収していた姿を目もく撃げきした時は、さすがの私も青ざめました。その場でケリをつけようと思ったのでしたが人の目があったものでね」

「部長、多分オイラ達がしかけてたカメラのことっす」

　福ふく田だが小声で囁ささやいた。

「人知れず回収しようとこいつらにここを探させたんでしたがね。残念ながら出てきませんでしたよ。お目当ての写真は」

「それじゃ、それじゃここを荒らしたのはあなた達なの。駒こま犬いぬ君じゃなく」

「駒犬？　初めて聞く名前ですね。まぁ、そんなのはどうでもいいでしょう。さ、大人おとなしく渡してください」

「渡してくださいって、そんな写真知らないわ」

「下へ手たな噓うそですね。ここを探しても見つからなかった。つまりあなた方が持っているということですよ」

「知らないわ。知ってたとしても渡す気にはなれないけどね。大切な機材を壊したあなた達になんか」

　史ふみ江えはレンズ越しにはったと睨にらみつけた。

「やれやれ、困ったクソガキ共どもですね」

　ジュニアはフンと鼻で笑うと、軽く顎あごを動かした。

「レッド、ブルー、イエロー」

　おしゃれ三人組は無言で頷うなずくと、史江達を取り囲むように動いた。

「こ、この野や郎ろう！」

　勇気を出して殴なぐりかかった福田が、軽くレッドのパンチで吹っ飛んだ。

「その三人にケンカをふっかけないことですね。シカゴマフィアで用よう心じん棒ぼうをしていたほどの力量ですよ」

　おしゃれ三人組はぽきぽきと拳こぶしを鳴らした。史江達を押しつぶせるほどの無言の圧力がかかる。

「さぁ、まだ言う気になりませんか？」

「知らないの！」

　虚きよ勢せいが崩れ去った史江が、泣き叫ぶように言った。

「本当に知らないものは知らないのよ」

「やれやれ、仕方ありませんね。体に直接尋たずねるしか」

　ジュニアは信じなかった。残ざん忍にんな表情で三人に命令した。

「痛めつけてあげなさい！」

「了りよう解かい！」

　おしゃれ三人組が動いた。その台詞せりふを待ってましたとばかしに拳こぶしを振り上げる。顔には笑えみすら浮かんでた。人を殴なぐるのが好きで好きでたまらないタイプのようだ。

　そんな時だ。部室の壁が外側からぶち壊されたのは。

　飛び散るコンクリート、舞い上がる粉ふん塵じん、その向こうから夜の闇やみをかきわけ、そいつはやって来た。

　言うまでもないだろう。必ひつ殺さつ技わざゲージが五、六十本たまってそうなワイルドウルフその人だ。

「見つけたぜ。お嬢じようちゃん」

　ワイルドウルフは三人に負けないくらい残ざん忍にんな笑みを浮かべ言った。

「レッド！　ブルー！　イエロー！」

　ジュニアの命令で、三人が動いた。丸まる太たみたいな拳振ふり上げワイルドウルフに襲おそいかかった。

「ひっこんでろ！」

　どげどげどげ！

　ワイルドウルフの回し蹴げりで、三人は仲良く壁を突き破って飛んでった。と～～ぜんのことだけど、戻ってこなかった。

「おっと、動かないでください！」

　ジュニアが大型の拳けん銃じゆうを握りしめ叫んだ。

「私の命を狙ねらい、どこかの組に雇われたヒットマンですか？　それにしても強い。気に入りましたよ。どうです？　私のとこに来ませんか？　給料は今の三倍を保証…」

「やかましい！」

　ワイルドウルフのパンチで、ジュニアは天てん井じよう突き破ってお空に飛んでった。

　多分死しなないとは思うけど、半年くらいはベッドから起き上がれない体になるだろう。

「助けてくれたのね。駒こま犬いぬ君」

　史ふみ江えと新聞部の仲間達が、感動の瞳をワイルドウルフに向けた。

「助けた？　冗じよう談だんじゃねえ」

　ワイルドウルフはフンって濡ぬれた鼻を鳴らした。

「ただ邪じや魔まだっただけさ。お前らをぶちのめすのにな」

　感動の瞳が、恐怖色に染まった。

「俺おれ様にケンカを売ったおろかさを、体に教えてやるぜ。覚かく悟ごしろ」

　ぽきぽきと拳こぶしを鳴らした直後、ワイルドウルフの耳がぴくぴくっと動いた。

　ひょいっとワイルドウルフが体をかがめた。

「あ～～～～～」

　その上を唐とう子こが飛んでった。華か麗れいに飛んで、ぐしゃっと落下する。

「へ、残念だったなうどん娘むすめ。お前の魂こん胆たんは分かりきってるぜ。俺おれ様にむっちゅうして引っ込ませようって腹だろ」

「えへへ、そ～～だよね。ワイルドウルフ様には全部お見通しだよね。なんてったってワイルドウルフ様だもん。格かつ好こう良くて強くて頭いいもんね」

「そ～～だろそ～～だろ。なーっはっはっはっはっはっは」

　ワイルドウルフは煽おだてられるのが好きだった。だもんでおおいに喜んだ。

　腰に手当ててかはかは笑ってたから、右斜ななめ後ろからそ～～っと寄ってくる楓かえでの姿に気がつかなかった。

　楓はちょっと背伸びすると、ワイルドウルフの口元に自分の唇くちびるを押しつけた。

　ワイルドウルフの瞳が極きよく限げんまで見開かれた。

　唇を塞ふさがれたまま、ワイルドウルフはもごもごと叫んだ。

「ひまった、ふほんふふへはほほひは」（しまった！　うどん娘は囮おとりか！）

　それがワイルドウルフの最後の台詞せりふになった。

　つき出てた牙きばや爪つめが引っ込んで、三角形の耳が丸くなって、全身の毛並みもどんどん薄くなっていく。

「あれ？　僕は……」

　きょとんとしてる銀ぎん之の介すけの目に、唐とう子こは手て拭ぬぐいをぐるぐる巻きつけた。厳げん重じゆうに目め隠かくしした。

「よし、このまま帰ろう」

「そうね。タクシー待っててもらって正解だったわ」

「それから楓ちゃん。言っとくけどカウントしちゃ駄だ目めだからね。ジャンケンで決めたとはいえ楓ちゃんには可哀かわい想そうなことさせちゃって」

「別にいいわ。私の方が唐子さんより背が高いから適切な役割分ぶん担たんだったし、それにイヤって訳じゃないから」

「イヤじゃないって、ちょっとそれど～～ゆ～～」

「さ、行きましょ」

「ううう」

　唐子は喉のどの奥に魚の小こ骨ぼねでも刺さってるような顔で歩き始めた。

　と、足を止めると肩越しに史ふみ江え達を見やる。

　ただひたすら呆ぼう然ぜんとしてる新聞部一いち同どうに向けて、唐子ははっきりとした口調で言った。

「見ちゃったからもう誤ご魔ま化かせないけど、銀之介君は時とき々どき危なくなるよ。それは本当のことだよ。だから危険な存在だって言えばそれまでかもしんない。でも、そうなったらアタシが止める。アタシは銀之介君とバイバイしたくないから、だからがんばる。アタシにこんなふうに思わせてるのも、銀之介君の力なんだよ」

　唐とう子こはそれだけ言うと、目め隠かくしされてふらふらしてる銀ぎん之の介すけを引っ張って出て行った。

「あの、僕ってば一いつ体たい何を…」

「黙った黙った。詳くわしい話は家に帰ってゆっくりするから。今日きようはお泊まりだよ」

「え？　でもそれはちょっと。着替えとか」

「お父とうさんの貸してあげるから。ほら、足もと気をつけて」

　どしゃんって音がした。どうやら二人で仲良くこけたようだ。

「唐子さん一人じゃ大変そうね」

　楓かえではぽそっと呟つぶやくと、まだまだ呆ぼう然ぜんとしてる史ふみ江えに涼しい瞳を向けた。

「新聞にするかしないかは、あなた達の勝手。私は止めるつもりはないわ。でも、人を不幸にするだけの新聞ってどんな意味があるのかしらね。たくさんの人が不幸になるわ。駒こま犬いぬ君。駒犬君の家族。唐子さん………それから……」

　楓はそれだけ言うとくるりと背を向け外へと出て行った。

　誰にも聞こえない声で、一言だけ付け加えて。

「………私も……」
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　天気は良かった。むかつくくらい晴れ渡ってた。

　そんな空の下を、銀之介と唐子は歩いていた。学校への道のりだ。

　ただ、空の晴れやかさと反はん比例して、銀之介の顔は曇ってた。曇りまくってた。

「銀之介君。そんなに暗い顔しないでよ。仕方ないよ事故だったんだから」

「でも…………覚えてないけどやらかしてくれたんだろ。変身した僕」

「ま～～、確かにやらかしてくれたんだけど、大丈夫だよ。幸い関係者にケガ人は出なかったし」

「関係者？」

「知らない男の人達がひっくり返ってたけど、ま、知らない人だからいいよ。うんうん」

　唐子は自分勝かつ手てに納得するとばしばしと銀之介の肩を叩たたいた。と、

「おはよ。駒犬君。唐子さん」

　いつの間にかすぐ隣となりに楓が来てた。周りの空気の温度がちょっと下がった。

「おはよ～！　楓ちゃん！」

「おはよう、楓さん」

　って挨あい拶さつしてから、銀之介は申し訳なさそうに頭を下げた。

「ごめん。楓さん。昨日きのうはなんか……」

「気にしないで。それにしても驚いたわ。満月を見た銀之介君の変わりよう」

「うっ」

　銀ぎん之の介すけは思わず口ごもった。

　思えば、ワイルドウルフさんのことは楓かえでには秘密だった。知られたら危険だズッキュ──ンってやられそうだったから全力で秘密にしてた。それがばれた。

　硬こう直ちよくする銀之介に、楓は言った。

「満月の日には出で歩あるかないことね」

　助かったって銀之介は脱だつ力りよくした。

　でもすぐに目もく前ぜんのさし迫ってる大きな問題を思い出す。

「新聞…………」

　その一言で、三人はつぶ貝みたく押し黙った。

「悩んでたって仕方ないよ。学校行こ」

　唐とう子こが場を明るくするため軽くすっ飛ばした。

「でも、新聞が張り出されてたら……僕は………」

「絶対に大丈夫とは言えないよ。でも信じてみようよ」

「……分かったよ」

　銀之介はこっくりと頷うなずいた。

「大丈夫。もしもの時にはアタシ達が守ってあげるから。倉くら地ち先生ファンクラブから。ね～～、楓ちゃん」

「勝手に仲間に入れないで欲しいわ」

　楓は憮ぶ然ぜんとして言った。

「もー楓ちゃんてば薄はく情じようなんだから。情なさけは人のためならずって諺ことわざ知ってる？　アタシも、昔はこんな諺『ヘッ』って思ってたんだけど、中学三年生の時ね、道に倒れている花はな嫁よめさんを見つけたの。それでね……」

「唐子さん、長くなるならまた今度にしてくれないかしら」

「え～～～聞いてくれたっていいでしょ。いい話なんだからぁ」

　なんてこと話しながら、三人は学校へと向かった。




　校門をくぐり、正面玄げん関かんへ到着。廊下をちょっと歩けば、いつも新聞が張り出される掲示板がある。

　そこにたかってる人だかりを見た時、銀之介は絶望のため息を吐き出した。

「終わったな」

　銀之介はくるりと踵きびすを返した。

「…………行っちゃうの？　銀之介君」

「ああ、帰って父とうさん母かあさんに報告しなくちゃ。引っ越しの準備もあるし」

「そうなんだ」

　唐とう子こは、悲しげに目を伏せた。

　そんな唐子に、銀ぎん之の介すけは努めて明るく言った。

「新しい住所が決まったら連絡するよ」

「手紙書くから！」

「ああ」

「遊びにも行っちゃうから！」

「ああ」

「泊まりにも行っちゃうから！」

「ああ」

「夏休みとか、長く泊まっちゃうから！」

「ああ」

「もし近くに大学とかあって、アタシがそこに通うことになったら、下宿しちゃうから！」

「ああ」

「それから………それから…」

　唐子はそこで詰まった。いろいろ言いたいことがあるけど、一いつ杯ぱい一杯で出てこないのだ。

「だから………だから……」

「唐子……」

　軽く笑い、唐子に手を伸ばしかけた時だ。

「よ、銀之介」

　肩をぽんって叩たたかれて、銀之介は振り返った。

「河かわ村むら！」

「いや～～、しかしびっくりしたよ。あの新聞には」

　け～～はくな笑えみを顔一いつ杯ぱいに張り付けて、河村は銀之介の顔を覗のぞき込んだ。

「新聞、読んじゃったのか？」

「まあな、今日きようは朝早く来たからな。もしかしたら俺が第一号かもしんないぜ」

「そっか」

　銀之介ははぁって息を吐き出した。

「弁べん解かいするようだけど、僕は…」

「い～～ってい～～って分かってる。俺はお前の味方だよ。心配すんなって」

　銀之介の肩をばしばし叩いてから、河村は苦く笑しようまじりに言った。

「それにしてもまさかお前がね………まったく、おいしい思いしやがってこのこの」

「は？」

　銀之介はぽかんとした。微び妙みような食い違いにうっすらと気がついてきたのだ。

「おいしい？」

「ああ、男ならみんな憧れてんだぞ」

　オオカミ変身を憧れる人もいるかもしれない。でも少数派でみんなってことじゃないはずだ。

「オオカミのことだろ？」

「オオカミ？　何じゃそりゃ？」

　心の底から分かってないって顔つきだ。

「ま、とにかく気をつけろよ」

　河かわ村むらはそれだけ言うとちんたら去って行った。

　訳わけ分かんないって顔つきの唐とう子こと銀ぎん之の介すけが取り残された。

「ど～～ゆ～～ことなんだろ～な」

「分かんない、ただ……」

　唐子が唇くちびるを嘗なめてから続ける。

「銀之介君の体質のこと言ってる訳じゃないみたいだよ」

「じゃ何だろ？」

　二人はまた悩んだ。

「見てみれば分かることじゃない」

　お説ごもっともな楓かえでの意見に、一同は人ひと込ごみに突入した。

　もみくちゃにされながらなんとか掲示板の前までたどりつく。そして新聞を瞳に映した。

[image: ]

「オオカミのことじゃないね」

「ああ」

「みんなにばれた訳じゃないね」

「ああ」

「ってことはさ………」

　唐とう子こは銀ぎん之の介すけを見つめ、笑顔一いつ杯ぱいで叫んだ。

「引っ越ししなくてもいいってことだよ！」

「ああ！」

　銀之介と唐子は人ひと目めも気にせず手をとり踊り出した。

「助かった！」

　歓かん喜きのおたけびを上げる銀之介だったけど、残念ながらあんまり助かってなかった。

　ちょんちょんって肩を叩たたかれて、銀之介は肩越しに振り返った。

「何？」

　振り返った途と端たんに顔面が硬こう直ちよくした。そこにはいっちゃった目をした一個師し団だんがどかんと待ち構えてた。

『かえ』って書かれたハチマキが、彼らの額ひたいで自己主張してた。

　着実に会員数を増やしてる楓かえでちゃんファンクラブだ。

「ちょっと一緒に来て欲しいんだが」

　銀之介は０カンマ１秒で逃亡を企くわだてた。

「逃がすな！　追え！」

　わ～～～って追いかけられる銀之介を見つめ、やれやれって唐子は首を振った。

「仕方ないっか。引っ越しに比べれば」

　ついで、楓をちらっと横よこ目めで見て言った。

「それにしても楓ちゃん。人気あるね」

「よく分からないわ」

　そっけない返事。興味もございませんって口調だ。

「やっぱり、二段目攻こう撃げきはアタシがやるべきだったかな？　そしたら新聞にもアタシが出ることになって……、キャ、ちょっと恥ずかしい」

　ちょっと赤くなった頰ほお押さえつつ、教室への廊下を歩いてると、向こうからやって来る四人組に気がつく。

　史ふみ江えを先頭にする、新聞部連れん合ごうだ。

　唐子は駆け寄ると、息せききって言った。

「荒あら井いセンパイ！　ありがとうございました！　新聞にしないでいてくれて」

「誤ご解かいしないで」

　史ふみ江えはぴしゃりと叩たたきつけた。

「別に同情したとかそ～ゆ～理由じゃないから。ただもっと楽しそうな新聞のネタを思いついたの。ただそれだけよ」

　史江はポケットから茶ちや封筒を取り出した。

「それから、これ駒こま犬いぬ君に渡しといて」

「これは？」

「写真とネガよ。これはこれで楽しいネタなんだけど、私も引退だし、残念ながら作ってる時間はないわ。後こう輩はい達にネタを残すほどお人よしでもないしね」

「センパイ」

　じ～～んって感動してる唐とう子こは、あっと思い出し鞄かばんから同じく封筒を引っ張り出した。

「すみません。これ」

「何これ？　写真とネガ？」

「もう気がついてると思うんですけど、一昨日おとといの夜、アタシ達新聞部の部室に忍び込んだんです。もうその時は荒らされた後だったんですけど、現げん像ぞうしてないフィルムが一つだけあって、それで家に持ってかえって勝手に現像しちゃったんです。もしかしたら銀ぎん之の介すけ君の写真が入ってるかもしれないって思って。すみません」

「別にいいわ。で、どんな写真が入ってた？」

「夜の公園の写真ばかりで、猫とか犬とか、でも一枚だけへんな写真がありましたよ」

　唐子は封筒を史江に手渡した。

「それじゃセンパイ。失礼します」

　唐子は深ふか々ぶかと頭を下げると、その場を後にした。楓かえでも軽く会え釈しやくしてそれに続く。

「変な写真ね」

　史江は封筒から写真を引っ張り出すとぺらぺらとめくった。他の面子メンツも横から覗のぞき込む。

　へんな写真はすぐに見つかった。

　薄うす暗ぐらい公園、いかがわしさをまきつけた男が二人。お互いに角かく張ばったケースを開け見せあっている。

「なんか、マフィアの取引現場みたいですね」

　吉よし川かわが呟つぶやいた。確かにそれはマフィアの取引現場みたいだった。って言うかそのものだった。

　ただ、問題はいくつもある。

「この二人の男、コート着てますけどその下ってどう見ても裸はだかですよね」

「そうね」

「それにケースの中身って、どう見ても女性物の下着ですよね」

「そうね」

　う～～む。

　新聞部一いち同どうは悩んだ。

「あ、こっちの男、どっかで見たと思ったら昨日きのう来たあの男！」

　福ふく田だの叫びにみんな頷うなずいた。

「そうだわ。間違いないわね」

「ってことは、あいつが探してたのはこの写真」

　それぞれの頭の中で、それぞれのシナプスが動き回った。

　そして、綿めん密みつな推理から一つの結論をはじき出した。

　新聞部一同は、ほぼ同時に一つの言葉を口にした。

「変へん態たいじゃん！」




　一方その頃銀ぎん之の介すけは…………。

「わ～～～わ～～～わ～～～」

　まだ学校内を逃げ回ってた。

「違うんだ～～誤ご解かいなんだ～～事故なんだ～～」

　銀之介の必死の叫びが彼らに届く可能性は、残念ながら全くと言っていいほどなかった。

　合がつ掌しよう。





第十九話　完















　　　第二十話　銀花の家なき子
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　とある夕暮れ時。

　駒こま犬いぬ家の主あるじ、駒犬銀ぎん一いち郎ろうは戦ってた。目の前の原稿とだ。

　知っての通り銀一郎の職業は漫画家。従って自宅の一ひと部屋を仕事部屋にし、がんばってる。

「ここがこうなってあ～～なってと」

　普段より〇・五パーセント増しくらい真剣な表情でかりかりやってた時だ。

　どったんばったんって音が外から聞こえてきた。

　続いて、激しく言い合う男女の声も追いかけてくる。

「お銀ぎん！　今日きようという今日は許さないかんな！」

「望むところよ！」

　どったんばったんどったんばったん。

「やれやれ、また喧けん嘩かか」

　銀ぎん一いち郎ろうはしょ～がね～～な～～って首を振ると、席から立ち上がった。

「こううるさくちゃ仕事も出来ないよ」

　ぶつくさ呟つぶやきながら仕事場を出る。ちこっと廊下を歩いた先の居間にて、二人はどったんばったん喧嘩してた。

「えいえい！」

「蹴けったなこの野や郎ろう！　お前の顔なんてこうしてやる」

「ちょっと！　ほっぺ引っ張らないでよ～～」

「どうだ？　まいったか？」

「まいんないよ。銀兄ぃの顔だってこうしてやる」

「いて、いててて、こら思い切り引っ張るな」

「ほふは、はひっはは？」（どうだ、まいったか？）

「はひほふは」（何をこしゃくな）

「はふへは」（そんなに引っ張られたら銀ぎん花かのほっペオモチみたいに伸びちゃう！）

「ほへはーは」（止やめてほしけりゃさっさと謝れ！）

「ふほーふほー」（やだったらやだ！）

「はへは！」（ならもっとこうだ！）

「へ～は」（いや～～、ほっぺがぁ）

　お互いにお互いのほっぺを左右に引っ張りあってるっていう壮そう絶ぜつな光景だ。

「よくもまぁ会話が成立するもんだ」

　超ちよう能力の域いきにまで達してる二人の会話にたっぷりと感心してから、銀一郎は二人の仲ちゆう裁さいに入った。

「こらこら、二人とも止めなさいってほら」

　なけなしの腕力を使ってなんとか二人を引き離す。

「がるるるるる」

「うぅぅぅぅぅ」

　歯を剝むき出し威い嚇かくしあう二人を見て、銀一郎はため息を吐き出した。

「これも、血ち筋すじって奴やつなんだろうな」

　少しばかし脱だつ力りよくしてから、銀一郎は二人に尋たずねた。

「一体どうしたって言うんだ？　またお菓子の取り合いか？」

「違うよ！　お銀ぎんの奴が勝手に！」

「銀花悪いことしてないもん！　銀兄ぃが悪いんだもん！」

「がるるるるるるる」

「うぅぅぅぅぅぅ」

　議ぎ論ろんは平行線をたどりそうだった。

「え～～ぃ、らちがあかん！」

　銀ぎん一いち郎ろうはじゅうたんの上にどっかとあぐらをかくとびしっと腕組みした。

「ちゃんと一いちから説明してくれ。私にも分かるようにな」

「分かったよおじちゃん。ちゃんと最初から説明するよ」

　銀ぎん花かが急ぎ足で説明を始めた。

「銀花が宿題してたんだけど、ケシゴムがなくなっちゃって。だから、銀兄ぃんとこに借りに行ったの！」





　もやもやもやもや（回想の音）




「銀兄ぃ。ケシゴム貸してほしいんだけど」

　銀ぎん之の介すけの部屋に首を突っ込んだ銀花は、その瞳をぱちくりさせた。

「あれ、いない」

　主あるじの姿はなかった。ただ鞄かばんがベッドの上に投げ出されてるだけ。ちょっぴり寂しそうだ。

「トイレかな？　まっいっか」

　銀花はぴょこぴょこ部屋に入って来ると、椅い子すによじ上り机の上を拝はい見けんした。

　残念ながらケシゴム君はいなかった。

　あるのはうつぶせにお休みになってる開かれた漫画本だけだった。

「勉強しないのかな～～、銀兄ぃ」

　なんてちょっと心配しながら、銀花の手が引き出しに伸ばされる。

　ためらいもなく、ぐいって引っ張った。

「ケシゴムケシゴムっと[image: 三点][image: 三点][image: 三点]あれ？　何だろこの肌はだ色いろの本」

　銀花はその肌色の本をぐいっと引っこ抜いた。

「え～～と」

　開いて驚いた。中もやっぱり肌色だった。

「うあ～～、銀兄ぃったらこんな本読んでるんだ。うわ～～」

　一人できゃーきゃーわめいてから、銀花は小さな拳こぶしを握り締め決心した。

「決めた！　こんな本読んでたら銀兄ぃますます馬鹿になっちゃう。これは銀花がなんとかしないと」

『毎度おなじみ、チリガミ交換でございます。古ふる新聞古ふる雑誌などございましたら』

　外から聞こえて来たその声に、銀花は大声でわめき立てた。

「ありますあります！　待ってぇぇぇ」




　やもやもやもやもやも






「なるほど、それでその本をチリガミ交換に出したと」

「うん！」

　銀ぎん花かは力強く頷うなずいた。

「これがその証しよう拠こだよ」

　って何ど処こから引っ張り出したのはトイレットペーパーが一巻。

「よく本一いつ冊さつでもらえたね」

「チリガミ交換のおじちゃんが偉えらいねお嬢じようちゃんって言っておまけしてくれたの」

「ふーむ」

　銀ぎん一いち郎ろうは思った。小学生の女の子にそんな肌はだ色いろの本を突き出されたおじちゃんは、さぞかし驚いたろうなって。

　まぁそれは措おいといてっと。

　銀一郎は今度は視線を銀ぎん之の介すけへと向けた。

「間違いないか？　銀之介」

「間違いないよ」

　銀之介は軽く視線反そらして頷うなずいた。肌色の本ってとこが、ちょっと気まずいのだ。

「ね、銀花悪くないでしょ。銀花は銀兄ぃのためにやったんだもん。あんなエッチな本読んでちゃ銀兄ぃ余よ計けいに馬鹿になっちゃうもん。おじちゃんも銀兄ぃを叱しかってよ」

「それは、銀花ちゃんが悪いぞ」

「え？」

　これっぽっちも想像してなかった銀一郎の言葉に、銀花はきょとんとした。

「親しき仲にも礼れい儀ぎありって言ってだな、勝手に引き出し開けて中のものを盗み見て、それを勝手にチリガミ交換に出すってのはどうかと思うぞ。ま～～、エッチな本を持ってた銀之介にもいけないとこはあるが…………」

　銀一郎はそこで口元に手を当てると、銀之介にそっと囁ささやいた。

「お前もエッチ本隠かくすならもっと分からない場所に隠せよ。多感な小学生の女の子が家にいるんだから」

「エッチエッチってほどエッチな本じゃないよ」

　銀之介は憮ぶ然ぜんとして言った。

「一いつ本ぽん松まつエリカの……写真集。そりゃ中にはヌードもあるけど、基本的には水着の」

「何ですと？」

　銀一郎さんが驚いた。

「一いつ本ぽん松まつエリカって言うと、ついに脱いだっていうあのグラビアアイドル？」

「そ～～だよ」

「写真集が売り切れ続ぞく出しゆつって言う？」

「そ～～だよ」

「スーパーダイナマイツの？」

「ああ」

「………お前、よくそんなの手に入ったな」

「友達が貸してくれたんだよ。あ～～、河かわ村むらになんて言えばいいんだよ～～」

　頭を搔かきむしって、銀ぎん之の介すけは嘆なげいた。

「拝はい見けんしたいもんだな～～」

　つい本音がぼそっと出てしまった銀ぎん一いち郎ろうは、慌あわててとりつくろうようにコホンと咳せき払ばらいした。

　それから銀ぎん花かに声を向ける。

「ま、そういう訳だから、銀花ちゃん。銀之介に謝らなくちゃダメだよ」

「………」

　銀花は黙ってた。ただ唇くちびるを引き結んで、足元を見つめてた。

「ほら、謝りなさい。本のことは心配しなくてもいいから」

「……………銀花……悪くないもん」

　凍こごえるような声で、銀花が呟つぶやいた。

「え？」

「銀花悪くないもん！」

　顔を上げ絶ぜつ叫きようする。その瞳にはこんもり涙が浮かんでた。

「みんなみんな銀花のこと嫌いなんだ。銀花がここの家の子じゃないから嫌いなんだ。銀花がぺちゃぱいでお裁さい縫ほう苦にが手てでセロリ食べられないから、だから嫌いなんだ！」

「おいおい、何もそんな」

　銀一郎がやんわりとフォローに入ろうとしたけど、暴ぼう走そう始めちゃってる銀花は止められなかった。

「銀花はいらない子なんだ！」

「おいお銀ぎん！」

「わ～～～ん」

　伸ばされる手も振り解ほどいて、銀花は飛び出して行ってしまった。

「わ～～～～～ん」

　泣き声は、玄関から出て行った。

「まいったな。こりゃ」

　銀ぎん一いち郎ろうが眼鏡めがねをちょいと押し上げ困ったもんだと息を漏らした。

「捜しに行った方がいいかな」

「ほっとけばいいよ。ど～～せ夕ゆう飯はんの頃には戻ってくるさ。お銀ぎんの忍にん耐たい力りよくじゃそれが限度だ。それより問題は本のことだよ」

　銀ぎん之の介すけはまた渋い顔を見せた。

「あ～～、どこの本屋行いったって売り切れだし。ど～～すりゃい～～んだよ」

「小さい本屋を当たってみるのも一つの手だぞ。案あん外がい一冊くらい残ってるかもしれん」

「そ～～するよ」

「あ～～、ところで銀之介。ものは相談なんだけどな」

　銀一郎は、辺りに聞き耳をたててる奴やつも盗とう聴ちよう器きも糸いと電話の片方もないことを確認してから、密みつ談だん口調で囁ささやいた。

「もしあったら父とうさんにも一冊買かっといてくれないか？　もちろん金はちゃんと払うから」
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「わ～～～ん！」

　銀ぎん花かはしばらく走ってた。泣きながら走ってた。

　すれ違う買い物帰がえりのおば様さま達が何事かと振り返ったけど、そんなもんおかまいなしに泣きわめき続けた。

「わ～～～～～ん！」

　泣きながら、目についた公こう衆しゆう電話に飛び込むと受話器を上げる。

「あっ、銀花お金もテレホンカードも持って来てないんだ」

　またわ～～んって泣きそうになるも、足元に転がってる百円玉を発見する。

「ラッキーラッキー」

　元気に喜んでから、百円玉ぶち込んで番号をピポパポと押した。

　数回の呼び出し音の後、トンネルが開いた。

「もしもし、パパ？　銀花ね！　銀花何なにも悪いことしてないのに」

「あぁ、銀花か？　悪い。すぐに出かけるんだ。すごいぞ、なんてったって日本最さい古この尿し瓶びんが出てきたんだからな。また今晩に電話かけるよ。兄さんによろしくな。それじゃ」

　お父様はそれだけ早口にまくしたてるとさっさと電話を切った。一方通行のトンネルが閉じられた。

「パパ………………………」

　銀花の手から受話器が滑り落ちた。

「うわ～～～～～ん！」

　銀花は泣いた。十円分くらいしか話してないから九十円おつり出てこないかなって調べて、出てこなかったからさらに激しく泣いた。

　意味なくまた泣きわめきながら町内を走り回り、町の人達を心配させた。

　人ひと気けのない通りまでやって来ると、近くの電でん柱ちゆうにもたれかかって今度はしくしくと泣き始める。

　銀ぎん花かのしくしくはしばらく続いた。

「みんなみんな銀花のことなんてど～～でもいいんだ。銀花はいらない子なんだ」

　しばらくたってから、銀花は涙を拭ぬぐうと、力強く言った。

「決めた！　もう帰らない！　銀花たくましく一人で生きてくもん！」

　くぅぅぅぅぅぅぅ！

　そんな大だい宣言した銀花のお腹なかが、可愛かわいらしい音をたてた。

「お腹空すいたな」

　銀花はぺしゃんこのお腹をすりすり擦こすった。

「やっぱお家うち帰ろうっかな」

　早くも崩れ去りそうになる決意に、銀花は激しく自分を戒いましめた。

「ダメ！　もう帰らないって決めたんだもん！」

　でも、お腹の虫はそんな決意してないから、問もん答どう無用に何かくれ～～何かくれ～～ってわめきたてる。

「お腹空いたなぁ」

　銀花はみじめそうにお腹を抱えた。




「どうも、ありがとうございました。また来てくださいね」

　出て行く常じよう連れん客きやくに、唐とう子こは店の出口から顔を出して挨あい拶さつした。

「唐子！　洗い物たまってるぞ！」

　父、辛から雄おの声が飛んできた。仕事には厳きびしい方なのだ。

「は～～～い」

　店の中に戻ろうとした唐子は、ふとその足を止めた。

「あれ？」

　少し離れたとこの電柱の陰からはみ出してるのは、見覚えのあるポニーテールだ。

　唐子は忍び足で電柱のとこまで行くと、ポニーテールの持ち主に声をかけた。

「な～～にやってるの？　お銀ぎんちゃん」

「うわぁぁぁ」

　まさか見破られるとは思ってなかったのか、お銀はひどく驚いた。

「ごめんごめん。驚かせちゃったかな？　それより何してるの？　こんな所で」

「………何でもない」

「もうこんな時間だよ。早く帰らないと」

「帰らないもん」

「帰らないって、心配するよ、銀ぎん之の介すけ君達」

「誰も銀ぎん花かのこと心配なんかしてないもん！」

　くぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅ！

　魂たましいで叫んだ銀ぎん花かのお腹なかから、また虫の大だい合唱が聞こえてきた。

「お腹空すいてるんだ」

「そんなことな…」

　って言う銀花だけど、お腹の虫さん達はものすごく素直だった。

　唐とう子こはクスリって笑うと、銀花の手を握った。

「おいで、何か作ってあげるよ」

　唐子に引っ張られ、銀花は七しち味みうどん亭ていに入った。
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「そうか、唐子んとこに泣きついたか」

　受話器に向かって、銀之介はため息を吐き出した。

『うん、泣きついたって言うか家うちの前うろうろしてたから声かけたの。余よ計けいなことしちゃったかな？』

「いやいや、唐子に拾ってもらってこっちも安心だよ」

『でもど～～したの？　銀花ちゃん話してくれないし。ねぇ何があったの？』

「それは……………」

　銀之介は思わず口をもごもごさせた。

　肌はだ色いろ写真集を巡ってのいざこざってことは出来ればあんまり話したくない。なんてたって肌色写真なのだ。

「ちょっとしたいざこざなんだ。それでケンカしてさ。お銀ぎんが悪いから、僕と父とうさんで謝れって言ったんだけどさ。あいつ意地張って飛び出して行っちまって」

『可哀かわい想そうだよ。お銀ちゃんはまだ小学生なんだよ』

「小学生っていっても悪いことしたらちゃんと謝らせないと、ダメな大人おとなになっちまう。うんうん」

　一人で教育論並ならべてから、銀之介は受話器に向かって尋たずねた。

「で、お銀は？」

『あ、カレー肉うどん食べながらテレビ見てる。絶対に銀之介君に知らせないって約束したからこうやってこそこそ電話してるんだけど。ど～～したらいいんだろアタシ』

「あ～～、悪い悪い。迷めい惑わくかけて。それじゃそのままテレビ見させといてくれよ。僕これから迎えに行くからさ」

『え～～～』

　電話の向こうから特大のえ～～がやって来た。

「何だよえ～～って」

『だって、お銀ぎんちゃんが大人おとなしく銀ぎん之の介すけ君についてくと思う？』

「それは……」

　思わなかった、これっぽっちも思わなかった。

　銀ぎん花かが本気で暴れたら、普通の銀之介じゃちょっと手に負おえない。

「変身してでも連れて帰るさ」

『でも銀花ちゃんも変身したらどうするの？』

「そりゃぁぁ」

　壮そう絶ぜつな戦いになるだろうな。

　銀之介は考えた。壮絶な戦いを町中でおっぱじめるのは後ろめたい体質を隠かくしてる身としては得とく策さくじゃない。

　ここは少し時間を置いて、あの小さな脳のう味み噌そのほてりを冷ましてもらった方がいいだろう。

　よくよく考えれば、ここでひょこひょこ迎えに行くのはちょっとプライドにひっかかるとこがある。やはり男としては、銀花の方から『銀兄ぃごめん』って言われたいもんだ。

「なぁ唐とう子こ。悪いんだけどさ。お銀の奴やつ一晩そっちに泊めてやってくんないかな？　ちょうど明日あしたは休みだし。ダメだったらいいけど」

『ううん、アタシもそうしようと思ってたの。全ぜん然ぜん問題ないよ。全然』

　唐子は明るく言ってくれた。

「そっか、悪いな。いっつもいっつも迷めい惑わくかけて」

　見える訳がないのに、銀之介は無む意識に片手拝おがみでぺこりした。




「そんないいんだってば。アタシと銀之介君の仲じゃん。あはははは」

　受話器持もって豪ごう快かいに笑ってから、唐子は慌あわててとりつくろうように言った。

「あ、仲っていっても誤ご解かいしないでよね。アタシと銀之介君の仲ってのはいわゆるお友達の仲って奴やつで。でもただのお友達じゃなくって、こうもっと深いっていうか…………も～～アタシってば何なに言ってるんだろ。だからね」

　自分で掘った墓ぼ穴けつに自分ですっぽりとはまってあたふたとしてる唐子。

　そんな彼女の耳に、その言葉は飛び込んできた。

「約束したのに」

　振り返ると、口の回りをカレー色に染めた銀花が上うわ目め遣づかいに唐子を睨にらみつけてた。

「銀兄ぃんとこに電話しないって約束したのに」

「お銀ぎんちゃん。違うの！　話を聞いて」

　銀ぎん花かはすぅぅぅって思い切り息を吸い込むと、脳のう味み噌そがしびれるくらいに絶ぜつ叫きようした。

「裏切りものぉぉぉぉぉ！」

「ちょっとお銀ちゃ……」

「うわ～～～～～ん！」

　盛せい大だいに泣きわめきながら、銀花は七しち味みうどん亭ていを飛び出して行ってしまった。店をつっきって。

　お客様さま達の箸はしがしばし止まった。

「お銀ちゃ～～～～～～～～～～～ん！！！」




「……………やれやれ」

　銀ぎん之の介すけは特大のため息を吐き出した。

　受話器の向こうから聞こえてくる音声でだいたいの事の顚てん末まつは推おし量はかれた。

「やっぱり捜しに行った方がいいのか？」

　お銀の匂においなら覚えてるから変身すれば追つい跡せきも不可能じゃ………。

「いやいや、そんなんじゃいかん！」

　銀之介は強く首を振って自分を戒いましめた。

「悪いのはお銀なんだからな。お銀の方からごめんって来るのが筋すじってもんだ」
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「わ～～～ん！」

　銀花はまたしばらく走ってた。泣きながら走ってた。

　すれ違う会社帰りのサラリーマンの皆様が何事かと振り返ったけど、そんなもんおかまいなしに泣きわめき続けた。

「わ～～～～～ん！」

　しばし走ってから、路ろ地じ裏うらにて足を止め、今度はしくしくと泣き始める。

「しくしくしくしく」

　ヒュ～～って風が吹いた。

　銀花はしくしくを中断して盛大にクシャミをかました。

「へっくち!!」

　ずずっと鼻はな水みずをすすり上げ、銀花は呟つぶやいた。

「お風ふ呂ろ入りたいなぁ」

　銀ぎん花かはぼそっとぼやいた。

「やっぱ、お家うち帰ろっかな？　銀兄ぃにごめんして」

　だけどポニテールをぷるぷる振りたくって自分の考えを吹き飛ばした。

「ダメダメ！　銀花たくましく生きてくって決めたんだもん」

　だけど、吹いてくる風は寒い。銀花の体から容よう赦しやなく体温を奪っていく。ぽかぽかお風呂が恋しくて仕方ない。

「お風呂入りたいなぁ」

　なんてぼやいてる銀花の隣となりに、その車は止まった。

　真っ赤なスポーツカー。

　くるまにあじゃないからよく分からなかったけど、それがそんじょそこいらにある車よりものすごく高いってことだけは理解出で来きた。

　もしかして、銀花がものすごくかわいいから誘ゆう拐かいしてどっか外国に売っちゃおうとする悪い人かも！

　一瞬でそんな下らないことを考えてびびってる銀花の前で、ゆっくりとウインドウが開かれる。

　その運転席にいた人物の顔に、銀花は目を大きくした。

「あ！　美術のおばちゃん！」

　叫んだとたんに、銀花の両こめかみに美術のおばさんの拳こぶしがあてがわれた。

　ぐりぐりぐりぐり。

「痛い痛い痛い」

「美術のお姉さん………でしょ」

「美術の……お姉さん」

「よろしい。銀花ちゃん」

　美術のおばちゃん………じゃなくって、美術のお姉さんこと美術教師の倉くら地ち香かおりは、満足気に頷うなずいてみせた。

「で、銀花ちゃんはこんな所で何やってるの？　もう小学生はお家うちに帰らなくちゃいけない時間でしょ」

「…………帰らない」

「え？」

「帰らないもん！」

　銀花は意い固こ地じにそう主張すると、唇くちびるをへの字に引き結んだ。

　何が起こっても開かれそうもなかった唇だけど、あんがい簡単に開いた。

「へっくち！」

　個性的なくしゃみをする銀花に、倉地は目を細め軽く鼻を鳴らした。

　そして言った。

「私の家うちに行きましょ」

「え？　でも」

「でもじゃないの。先生の言うことは聞くものよ。そのままじゃ風か邪ぜひいちゃうわ」

　助手席の扉とびらが開かれた。

「ほら、突っ立ってないで。早く乗りなさい」

　倉くら地ちにうながされて、銀ぎん花かはスポーツカーの助手席によじのぼった。

　ぶりりりりりんって低い音をたてて、車はスタートした。
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「銀花ちゃん。帰ってこないわね」

　駒こま犬いぬ家の食卓、空からっぽの一角を見やって、典のり代よが息を吐き出した。

「そろそろ捜しに行った方が」

「いいさほっといたって。すぐに戻ってくるよ」

　ハンバーグ載っけたご飯をもしゃもしゃ食べながら銀ぎん之の介すけが言った。

「それに唐とう子こんとこで飯めしは食ったって言うし、心配いらないよ」

「でも……」

「きっと友達の家にでも転がり込んでるさ。桃もも花かちゃんとか……あと誰かいたっけな？」

　ぷるるるるるるるる。

　電話が悲鳴を上げた。典代と銀ぎん一いち郎ろうの視線がさも当然とばかしに銀之介に注そそがれた。

　いつものことだから、銀之介はため息いき一つ転がして受話器に向かった。

　ダイニングを後にして廊下に出る。階段の下んとこで電話は泣きわめいてた。

「はいもしもし、駒犬ですけど」

『こんばんは駒犬君』

　アダルトの国からアダルトを広めるためにやって来たようなアダルトな声。こんな下半身に響ひびくような声出せる方はあの方しかいない。

「倉地先生！　こんばんは」

　つい習慣で、銀之介はぺっこり頭を下げた。

「ど～～したんすか？」

　もしや、教師から生徒への禁きん断だんの愛の告白かもかも！　なんて世間なめきってる妄もう想そうしたけど、当然のごとく外はずした。

『学校の帰りにね。道で立ってる銀花ちゃんを見つけたわ』

「お銀ぎんを！」

『何か家に帰らないとか言ってるけど、時間が時間だったし寒かったから、私の家に連れて来たわ』

「まったくお銀ぎんの奴やつ。倉くら地ち先生にまで迷めい惑わくかけて」

『で、何があったのかしら？　銀ぎん花かちゃんに聞いても教えてくれないんだけど』

「それは……」

　銀ぎん之の介すけはまた素す敵てきに口ごもった。

　エッチな本を巡ってなんてちょっと恥ずかしくて言えない。そりゃ倉地先生は大人おとなだから、あらしょうがないわねおほほほなんて笑ってくれそうだけど、でも恥ずかしい。

「ちょっとしたいざこざです」

　やっぱりその言葉で、この場を切り抜けた。

「で、お銀の奴は今は」

『お風ふ呂ろに入ってるわよ』

　続いて、倉地は爆ばく弾だん発言した。

『さっきまで私も一緒に入ってたんだけど、この電話かけるために先に出てきたの。絶対に電話かけるなって言われてたから』

「倉地先生と一緒に………お風呂！」

　一瞬にして、銀之介の頭にその光景が浮かんだ。青少年の頭はこ～ゆ～時にはフル回転するのだ。




「お銀の奴、なんてうらやましい」

『え？　何か言った』

「いえいえ、何でもないですばい！」

　銀之介は必死になってお茶を濁にごした。

「とにかく、今から迎えに行きますんで…………あ、僕ぼく倉地先生の家いえ知らないや」

『迎えはいいわ。明日あした、私が送っていくから』

「え？　でも」

「いいから、あの様よう子すじゃたとえ駒こま犬いぬ君が迎えに来てもすんなり帰るとは思えないし。今こん晩ばん一晩家うちで預かるわよ』

　確かに、倉地先生の言うことはごもっともだ。それに大人の女性の倉地先生と一緒に一晩を過ごせば、銀花も多少は大人になって帰ってくるかもしれない。

　なんてこと銀之介は考えた。

「それじゃ申し訳ないんすけど、銀花のことよろしくお願いします」

『了りよう解かいよ』

「本当にすみません。ご迷惑おかけしちゃって」

　銀之介は見えない倉地にぺこりぺこり頭を下げた。




「ふふ、いいのよ。銀ぎん花かちゃんと私も知らない訳じゃないんだし。それに週末の夜って私も退たい屈くつしてたからちょうどいいわ。明日あした、送っていくから心配しないで……」

　頭に高級タオル巻いて体はバスローブって感じにゴージャスな倉くら地ちが受話器とお話してた時だ。

「…………噓うそつき」

[image: ]

　振り向くと、服を着た銀花が立ってた。肌はだは湯でたて卵たまご肌で、髪の毛も縛しばられてない。湯上がりバージョンだ。

「…………美術のおばちゃんの…噓つき。絶対に電話しないって約束したのに」

「違うのよ！　これは、それにおばちゃんじゃなくてお姉さん」

「裏切り者ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　間違いなくドミノ世界選手権会場じゃ出しちゃいけない大だい音量で叫ぶと、銀花は走り出した。

「銀花ちゃん！」

「わ～～～ん！」

　泣き声の尻尾しつぽだけ残して。




　受話器を握り締めたまま、銀ぎん之の介すけは呆ぼう然ぜんとしてた。

　例のごとく事の成りゆきはだいたい分かる。それぐらいの想像力は持ち合わせてる。

「また飛び出しやがったか、あの鉄てつ砲ぽう玉だま娘むすめめ！」

　吐き捨てるように言った。

「にしても、倉くら地ち先生とお風ふ呂ろとは…………ちょっとうらやましいぞ」

　ぼそっと男の本音が出た。
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「わ～～～ん！」

　銀ぎん花かはまたまた走った。倉地邸を飛び出しひたすら突っ走る。

　すれ違う一いつ杯ぱいやった帰りのおじさん達が何事かと振り返ったけど、そんなもんおかまいなしに突っ走った。

「わ～～～～ん！」

　しばらく走ってから、さすがに疲れたのか足を止める。偶ぐう然ぜんにも小さな児童公園があった。

　銀花は誰もいない公園に入るとブランコに腰を下ろした。

　キコキコキコ。

　軽く動かすと、ブランコは甲かん高だかい声で鳴いた。

　夜の公園に一人ぼっち。あんまり気持ちのいい環境じゃない。

　銀花の頭に、一昨日おととい学校で聞いた恐い話がぽっこりぽっこり浮かんだ。

　ずっと沈んでてくれればいいのに、こ～ゆ～時に限って浮上しやがる。

　夜動うごく死んだ医者の話とか恐怖のみそ汁の話とか青い血の話とか。

　爆ばく裂れつ元気なお銀ぎんだけど、やっぱお化けは恐い。みんなが一緒ならお化けなんてないさなんて笑えるけど、一人だとそうもいかない。

　銀花はちまちまっと恐くなった。

「やっぱ、お家うち帰ろっかな？　銀兄ぃにごめんして」

　だけど濡ぬれた髪をぷるぷる振りたくって水すい滴てきを飛ばしながら叫ぶ。

「ダメダメ！　銀花は一人で生きてくって決めたんだもん」

　だけど、やっぱ夜は恐い。いつ茂みの向こうからお化けさんがひょっこり出てくるかと思うと、恐くて恐くてたまんない。

「あ、また恐い話思おもい出しちゃった」

　銀花は顔をしかめて呟つぶやいた。開けないように開けないようにしてたのに、記き憶おくの箱がぱっくり開いてしまったのだ。





　これは、長野県に住む小学五年生の今いま井い貴たか子こさん（仮か名めい）が体験した本当の話です。

　その日は通っている学習塾じゆくの模も擬ぎ試験の日で、貴たか子こさんが家に帰る時にはもうすっかり暗くなっていました。

　八時から見たいテレビ番組があった貴子さんは、普段は使わない細い道を通ることにしました。

　人の姿もなく街がい灯とうも少ない道を、貴子さんが歩いている時でした。

　後ろから聞こえてくるこつこつという足音に、貴子さんは振り返りました。

　少し離れた後ろを歩く人ひと影かげが見えました。薄うす暗ぐらくはっきりとは見えませんでしたが、どうやら高校生のお姉さんのようです。

　なんだかほんのちょっと恐くなり、貴子さんは足を速めました。

　しかし、足音はまだ聞こえます。ちらっと振り返ると、同じ距離を保ちながら人影はついて来ていました。

　貴子さんはさらに足を速めました。それでもやはり人影はついて来ます。

　恐くて恐くてたまらなくなり、ついには走り出そうとしたその時、貴子さんの右足がぐきって言いました。

　ふらふらとよろけ、貴子さんがぱったりと道に倒れたまさにその瞬間。目の前の道路をものすごい速度で車が走り抜けて行きました。

　もし、右足がぐきって言わなかったら[image: 三点][image: 三点][image: 三点]自分はあの車にはねられて[image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点]お空のお星様に。

　背中に冷たい物を感じつつ立ち上がった貴子さんは、はっとして振り返りました。

　もう人影はありませんでした。足音も聞こえません。

　ほっとして視線を前に戻した貴子さんは、全身を硬こう直ちよくさせました。

　すぐ目の前に、髪の長い学生服のお姉さんが立っていたからです。

「ひかれれば良かったのに」

　それだけ言い残すと、お姉さんはすぅぅっと消えていきました。

　後ご日じつ、貴子さんは友人から、その道で数年前に交通事故があったということを聞きました。

　その事故の被害者は、髪の長い女子高校生だったとのことでした。






　ちまちまっとしてた恐さが、急成長をとげた。

「こんなとこで一人できこきこしてるから恐くなるんだよ。もっと明るいとこに行こっと」

　銀ぎん花かはブランコを飛び降りると、とことこと歩き出した。

　明るさを求めて路ろ地じを歩いてる時だった。

　軽い足音を、銀花の耳がとらえた。

「まさか………そんなはずないよね」

　恐る恐る振り返ると、そんなはずあった。

　後ろを歩いてる人ひと影かげは、紛まぎれもない女子高生だ。

「あ～～～～～」

　銀ぎん花かはいきなりトップスピードで走り出した。

　ぐき！

　銀花の右足が悲鳴を上げた。

　ぱったりと倒れた銀花が顔を上げたまさにその瞬間。

　交差する目の前の道を、おじいさんが引っ張るうどんの屋や台たいがゆっくりと横切って行った。

「もし、銀花の足がぐきってしなかったら………」

　自分は今いま頃ごろ、あのうどんの屋台にはねられてお空のお星様に。

「きっと、あのお姉さんはこの道でうどんの屋台にはねられたんだ。それで幽ゆう霊れいになったんだ」

　ぞっとした銀花は、今後の行動で悩んだ。

「どうしよ、銀花どうしたらいいんだろ？」

　ここで振り向き、誰もいないなって安心して首を戻したら最後、目の前にはきっとお姉さんの幽霊がいるはずだ。

　どうすればお姉さんの幽霊と遭そう遇ぐうしないですむのか。

　三秒ほど考えた銀花は、ぽてりと手を打った。

「そ～～だ、振り向いたらそのまま後ろに走ってけばいいんだ。これなら間違いないよ」

　裏をかいたこの作戦に絶対の自信を持って、銀花は後ろを振り向いた。

　作戦は失敗した。お姉さんはすぐ後ろにいた。裏の裏をかかれたよ～だ。

　髪の長い、涼しげな高校生のお姉さんとご対面だ。

「ひぃぃぃぃぃぃぃ」

　銀花は特大のムンク叫びを披ひ露ろうした。

「ごめんなさい～～。ゆるしてください～～。ちゃんとお花そなえます。お線せん香こうだってお小こ遣づかいで買います～～。もううどんは食べません。だからぁぁ」

　涙と鼻はな水みずで顔をぐしゃぐしゃにして謝る銀花に、お姉さんは声をかけた。

「何を言ってるの銀花ちゃん。それにこんな時間にどうしたの？　駒こま犬いぬ君は一緒じゃないの？」

「え？」

　幽霊のお姉さんが自分の名前や銀ぎん之の介すけのことを知ってるのはおかしい。おかしすぎる。

　涙をぬぐった銀花は、クリアになった瞳でお姉さんを見た。

「楓かえでお姉ちゃん！」

　幽霊のお姉さんじゃない！

　その事実に、恐怖で強こわ張ばってた全身の筋肉から力がふっと抜けた。

　ただ、恐怖から安心への落差があまりにありすぎて、硬こう直ちよくしてなくちゃいけないとこまで力が緩ゆるんでしまった。たとえば水道の蛇じや口ぐちとか。

「あっ」

　じょじょじょじょじょ～～。

　気の遠くなるほどに重苦しい静せい寂じやくが数秒。

「あうぅぅぅぅぅ」

　銀ぎん花かはまた顔をくしゃくしゃにして泣いた。
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「もう出たの？」

　風ふ呂ろから出てきた銀花を、楓かえではそう言って出迎えた。

　銀花は無言でこっくり頷うなずいた。本当にバツの悪そうな顔だ。

　ぶっかぶかのパジャマだ。一歩間ま違ちがえればでんちゅうでござるになってしまいそうだ。

「御ご免めんなさい。私のパジャマだからぶかぶかでしょ。買ってあげたかったんだけど、もうお店閉しまってるから」

「ううん。いい」

　銀花はぷるぷると首を振った。

「服は洗せん濯たくしてるから。乾かん燥そう機きにかけてもまだしばらく時間かかるから、それで我慢してて頂ちよう戴だい」

「あの………楓お姉ちゃん！」

「何？」

　涼しい視線を向けてる楓に、銀花は恥ずかしそうに言った。

「誰にも言わないでね」

「何を？」

「その、銀花が道で…………」

「ああ、あのことね」

　水道の蛇口緩ゆるんじゃった事件だって理解した楓は、大きく首を動かした。

「心配いらないわ。誰にも言わないから」

「そう、よかった」

　ほっと胸をなで下ろす銀花の目の前に、白くて長方形の物体が差し出された。コードレステレホンって呼ばれる物だ。

「何？　楓お姉ちゃん」

　不ふ思し議ぎそうに目をぱちくりさせる銀花に、楓はさらっと言った。

「ボタン押せば駒こま犬いぬ君の家にダイヤルするようになってるわ」

「ひどい！　約束したのに！　絶対に連れん絡らくしないって」

「ええ、約束したわ。だから私はかけない。代わりに銀ぎん花かちゃんがかけるの」

　確かに言ってることはおかしくない。おかしくないけどなんかおかしい。

「こんな時間に出で歩あるいて、きっとみんな心配してるはずだから。連絡だけは入れなさい。今日きようはここに泊まるって」

「いや！」

　ぷいって銀花はそっぽ向いた。

「銀花絶ぜつ対たいに電話しないもん」

「そう、ならどうしようかしら。私は約束したからかけれないし。そうだわ、唐とう子こさんに電話かけてもらおうかしら。でも唐子さんのことだからきっといろいろと尋たずねてくるでしょうね。そうなったらさっきのこともついポロッと」

　ものすごく淡たん々たんとしてるけど、これはれっきとした脅おどしだ。それは銀花でも理解出で来きた。

「さ、どうする。お家うちに電話かける？」

「………かけるけど、銀兄ぃが出ると嫌だから………」

「なら、私が代わりにかけてあげるけど……」

　楓の提案に、銀花はこっくりと顎あごを動かした。

「分かったわ」

　楓は軽く微笑ほほえむと、ボタンを押した。
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「銀ぎん之の介すけ君！」

　部屋に飛び込んで来るなり唐子は銀之介の首を締め上げた。

「人でなし！　薄はく情じよう者もの！　冷れい血けつ人間！　脳のう味み噌そフローズン野や郎ろう！　ハーゲンダッツクッキークリーム！」

　よく分からない罵ば詈り雑ぞう言ごんをひたすらにぶつけたあと、はーはーと荒く息を吐き出す。

「ど、どうしたんだよ唐子」

「どうしたじゃないよ。おじさんに聞いたよ。お銀ぎんちゃんまだ帰って来てないって言うじゃん」

「ああ、唐子の家を飛び出したあと倉くら地ち先生に拾われたんだけど、またどっかに行っちまったみたいなんだ」

「だったらど～して捜しに行かなの？　アタシもうお銀ちゃんのことが心配で心配でお店の片づけしないで飛んで来たんだよ！　あ、いっけない。エプロンしたままで来ちゃった」

　エプロンしてることに気がついた唐子はあせあせと脱いだ。

「それより、お銀ちゃんだよ」

「大丈夫だって。そんな心配するなって」

　白い歯見みせて銀ぎん之の介すけは笑った。

「だって考えてみろよ。お腹なかが減へったから唐とう子こんとこへ転がり込んで、お風ふ呂ろに入りたいから倉くら地ち先生んとこへ飛び込む。そ～～ゆ～～奴やつなんだぞ。きっと今いま頃ごろ、眠くなったぁとか夜が恐いぃぃとか言って誰かんとこに転がり込んでるさ。そうじゃなかったらここに戻ってくる」

「何があったかは知らないけど、ケンカしたんでしょ。帰って来づらいんだよ。やっぱり銀之介君が行ってあげないと」

「やだよ。悪いのはお銀ぎんの奴だもん」

　銀之介はぷいっとそっぽ向いた。何が何でも捜しに行きませんって強い意い思しが見え隠かくれしてた。

「もういい！　冷たい銀之介君なんて知らないから！　アタシだけで捜してくる！」

　すっと立ち上がり部屋を出ようとする唐子だったけど、ふとそこである物を発見する。

　唐子はそのある物を指差し、銀之介に尋たずねた。

「ねぇ、どうしてこんな所に生なま卵たまごとお椀わんがあるの」

「そ、それは…………」

　銀之介は口ごもった。

「最近お疲れモードだから、生卵食たべて元気になろうと思って」

「ふ～～～ん」

　軽く返事した唐子だけど、また気になる物体を発見する。もちろんしっかりと指差し尋ねた。

「どうして外そと履ばきを持って来てるの？　それにマスクにフードつきのコートも」

「そ、それは………え～～と趣味って言うか何て言うかで」

　もごもごやってる銀之介に、唐子は目を細めて言った。

「銀之介君。お銀ちゃんを捜しに行くつもりなんだ。やっぱり心配なんだ」

「お銀が心配って訳じゃないぞ心配って訳じゃ！」

　銀之介は激しく抗こう議ぎした。

「お銀の奴はああ見えてもオオカミ人間だ。黄色くて丸いものを見たら変身するって爆ばく弾だんをかかえてるからな。ほっといたらどこで変身して正体をぶちまけるか分かったもんじゃない。だからだな……」

　それが本ほん心しんじゃないってことは、つきあい長い唐子にはよっく分かってた。

「いいよ隠さなくたって。優しい銀之介君好すきだから」

「え？」

　好きって言葉に感動する暇ひまもなく、生卵が突き出された。

「はい、生卵」

「………しょうがないな。言っとくがお銀ぎんを心配してる訳じゃないからな。そうじゃないからな」

　ぶつくさ呟つぶやきながらお椀わんに手を伸ばしかけた時だ。

「お邪じや魔まするよ」

　人のいい眼鏡めがねがやって来た。

「いや～～、なんか二人で深しん刻こくな話ししてるみたいだし。そんなとこにひょこひょこ顔出だすのはど～～かなって思ったんだけどな。唐とう子こちゃんも心配してるみたいだし、だから」

「長ったらしい前置きはいいから、話があったらさっさとしてくれよ」

「ああ、すまんすまん」

　銀ぎん一いち郎ろうはへらへら笑ってから言った。

「銀ぎん花かちゃんだけどな、今日きようは泊まってくるそ～だ」

「…………泊まる？」

「そ～だそ～だ。さっき電話があってな。偶ぐう然ぜんに街で会って泊めてもらうことになったらしいぞ。唐子ちゃんにもすまなかったね。余よ分ぶんな心配かけて。それじゃ。ごゆっくり」

　意味深しんなうすら笑えみ浮かべて銀一郎は引っ込んでいった。

「お銀ちゃん泊まってくるってね」

「そ～～だな」

　銀之介はお椀に伸ばしかけてた手を引っ込めた。

「まったく、お銀の奴やつ。散さん々ざん心配かけやがって。泊まるなら泊まるって早く連絡しろってんだ」

「はは～～ん、やっぱり心配してたんだ」

「ち、違うぞ。僕が心配してたのはそのお銀の体質がばれるんじゃないかってことでだな」

「だからいいんだってば。そんな必死になって言い訳しなくたって。それにしてもお銀ちゃん。誰に泊めてもらうのかな？」

「………そ～～言えば、父とうさん言ってなかったよな。一いつ体たい誰ん家ちなんだろ」

「銀花ちゃんのお友達の家じゃない？」

「銀花の友達って言うと、あののったりしたテンポの桃もも花かちゃんかな？」

　なんて感じに考えてた時だ。黙ってた扉とびらがまたがちゃってため息を吐き出した。

「すまんすまん。うっかり言い忘れちまった。銀花ちゃんがどこに泊まるか」

　銀一郎がひょっこり顔を出し、頭搔かきながら言った。

「ほら、銀之介のお見舞いに来てくれたあの美人の娘こ。狩かり谷や楓かえでさん。あの子だよ。いや～～、顔立ちからわりと冷さめた性格なのかと思ってたけど、温かい心の持ち主だったんだなぁ。うんうん」

　俺がもう二十歳さい若くてついでに独身だったらなぁ～なんてことを鼻はな歌うたと一緒に器き用ように呟つぶやきながら、銀一郎はまた引っ込んでいった。

　氷ひよう河が期きに氷づけになってるマンモスが二つ残された。

「楓かえでちゃんとこに泊まるんだって」

「楓さんとこに泊まるんだってな」

「ねぇ、楓ちゃんってお銀ぎんちゃんの体質のこと知ってるの？」

「黄色くて丸いものを見るとオオカミ少女になるって体質のことだろ？　言ってない」

「そっか。でも、銀ぎん之の介すけ君の従妹いとこってことは知ってるから、いきなり変身してもびっくりしないか」

「楓さんはびっくりしないだろうな。でも…………」

　銀之介はそこで漬つけ物もの石いしになった。

　確かに楓はそんなにびっくりしないだろう。銀之介の正体も知ってるし、オオカミ男の従妹がオオカミ娘むすめだったからって月面宙ちゆう返がえりしちゃうとは思えない。

　だけど、問題は楓さんと一緒に暮らしてる男の方の存在だ。目もつ下かオオカミ狩りを保留にしてくれてる楓とは違って、全然保ほ留りゆうにしてくれてない狩かり谷や森もり彦ひこさんその人だ。

　もし、狩谷先生の前で銀ぎん花かが変身なんぞしたら。

『ズッキューン！』

『いやぁ～～～』

　って物ぶつ騒そうな音が、銀之介と唐とう子この頭に木精こだました。

「迎えに行くぞ！」

　銀之介が立ち上がった。

「黄色くて丸いものに遭そう遇ぐうするとは思えないけど、一応念ねんのためだ、普通に迎えに行って普通に連れ帰って来る。唐子！　楓さんの家は？」

「知ってる。この間遊あそびに行ったから」

「そっか。それなら………どうした？　何か考え込んじゃって」

「ねぇ、銀之介君。銀花ちゃんのことなんだけどさ」

　唐子は固い唾つば飲み込んでから尋たずねた。

「黄色くて丸い果物でも変身しちゃうんだよね」

「ああ、グレープフルーツとかきんかんとかな？」

「もしかしたら、あれでも変身しちゃうのかな？」

「あれ？」

「頭にレがついて真ん中にモがついてお尻しりにンがつく果物」

「レモンか。レモンは微び妙みようなとこだな。あれ角度によっては丸だけど、角度によってはラグビーボールみたいな形してるだろ。あれで変身したって話は聞かないな」

「うん」

「ただ、お銀の奴やつ輪切りのレモンでもたまに変身しやがるんだよな。うっかりレモンティーなんか飲みやがった日ひにゃあそりゃあもう大変さ」

　カラカラ笑う銀ぎん之の介すけに、唐とう子こはものすごく暗く言った。

「楓かえでちゃん家ちのお茶って、レモンティーなんだよ」

　沈ちん黙もくが凍りついた。んでもって木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけた。

「あんだってぇぇ！」

「楓ちゃん家にこの前遊あそびに行ったんだ。そしたらレモンティーが出てきて。輪切りのレモンがぷっかぷっか浮いてた。いっつもそれなんだって」

「これだから海外で息してた奴やつは！」

　銀之介はお～～まいがお～～まいがと転げ回った。

「こうなったら楓さんの携帯に電話だ。電話して訳を話してレモンティーを出さないように頼もう」

「分かった！　それじゃ行って来る！」

　唐子はこっくり頷うなずくと部屋を飛び出しだだだだだって階段を下りてった。

　数分後、唐子はだだだって戻ってきた。ぜーはー息きらして。

「ダメ！　呼び出してるけど出ないの！」

「お～～まいがっと！」

　銀之介はまた転げ回った。

　こうしてる間にも、夜のゴージャスなひとときとか言ってケーキが振るまわれちゃうかもしれない。それと一緒に出てくるのはレモンティーなのだ。

「こうなったら銀之介君！　行くしかないよ！」

　唐子がお椀わんの卵を持ち上げた。

「おう!!」

　銀之介はこっくり頷くとへっぴり腰で身み構がまえた。

　唐子が手慣れた手つきで割り入れた卵の黄き身みを、しっかりと瞳に映す。

　いつものごとく、快感と激げき痛つうが体を駆け巡った。耳が飛び出し牙きばがにゅっと出て尻尾しつぽがふさふさ出る。いつものごとくの変身だ。

「あぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん!!」

　天てん井じように向かって本能の叫びをしてから、銀之介はすちゃっと唐子に右手を上げた。

「それじゃ行って来る！」

「ちょっと銀之介君ってば！」

　唐子が止めるのも聞かず、銀之介は窓から飛び出して行ってしまった。

「もう！」

　膨ふくれた唐子はしばし待った。

　きっかり三十秒後、窓からひょっこりオオカミが顔を覗のぞかせた。

「悪い、楓かえでさん家ちってどこだ？」

「いっつもこれなんだから。はい」

　唐とう子こは両手を突き出した。その行為の意味がさっぱり分からずきょとんとしてる銀ぎん之の介すけに、唐子はじれったいなと足あし踏ぶみした。

「おんぶ！」

「別に場所を教えてくれるだけでいいんだけど」

「おんぶ！」

　百万人が引っ張っても動かない意い思し表ひよう示じだ。

　銀之介はため息を吐き出すと、唐子をよいこらしょと背負った。

「まずは駅に向かってよ」

「おう！」

　唐子を背負ったオオカミは、夜の街に飛び出して行った。
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　濡ぬれた髪の毛にタオルを当て、風ふ呂ろ上がりの楓が戻って来た。パジャマはごく普通の水みず玉たま模も様ようのもんだ。

　美人系けいの顔立ちと、庶しよ民みん的なパジャマのギャップが何かグッドですだ。

「テレビつければいいのに」

　ソファーにちょこんと座って銀ぎん花かに、楓は声をかけた。

「ううん。いい」

「そう」

　銀花から少し離れたとこに楓は腰を下ろすと、髪の毛にタオルを当てていた。

「ねえ、楓お姉ちゃん」

　不ふ意いに、銀花が口を開いた。

「聞かないの？　銀花が何で家を飛び出して来たのか」

「話したいの？」

「別にそういう訳じゃないけど」

「なら聞かないわ。もっとも、銀花ちゃんが話すなら聞くけど」

「…………」

　銀花は無口な電でん柱ちゆうよりも静かになってから、ぼそりと言った。

「銀花ね、全ぜん然ぜん悪くないんだよ。ただ、銀兄ぃのこと心配して」

　固く閉じられていたダムの水門が開かれたのか、銀花は土ど石せき流りゆうのように話しだした。

「銀花が銀兄ぃの部屋にケシゴム借りに行って、引き出しを開けたらエッチな本が入ってて、こんなの読んでたら銀兄ぃがダメダメになっちゃうと思ったからチリ紙交こう換かんのおじちゃんに出したの。そしたら銀兄ぃが怒って。おじちゃんも銀ぎん花かが悪いって、謝りなさいって言って。だから銀花家うちを飛び出して来たの。ね、銀花悪くないでしょ」

　楓かえではタオルを動かしていた手を止め、静かに尋たずねた。

「銀花ちゃんは、少女漫画とか読むの？」

「うん！　すっごく好きだよ」

「勉強中についつい読んじゃうことは？」

「それも……たまにあるよ」

「銀花ちゃんの留る守す中に、家の人が部屋に入って勝手に漫画を捨てちゃったらどうする？」

「そんなの怒るに決まってるよ。銀花怒おこって嚙かみついちゃうかもしんない」

　歯を剝むき出してがるるるるってやる銀花に、楓は穏おだやかに言った、

「どうして？　家の人は銀花ちゃんのためを思って漫画を捨てたんでしょ。それはいいことじゃないの？」

「それは……そうだけど、だけど勝手に人のものを捨てちゃダメだよ！」

　銀花はそう叫んでから、はっとした。

「それと同じことじゃないかしら？」

　楓はまたタオルを動かし始めた。

「それにね、駒こま犬いぬ君くらいの男の子なら、少しくらいエッチな本持もってたっておかしくないものなの」

「そーだったんだ」

「ただ、恥ずかしいことには違いないから、秘密にしようとするでしょうけどね」

「………………銀花……お家に帰る」

　銀花はすっくと立ち上がった。

「帰って、銀兄ぃにごめんなさいするよ」

「そう、それじゃちょっと待ってて。着替えて送ってあげるから」

　自室へ向かおうとした楓だったけど、何かを思い出し足を止め振り返る。

「ケーキがあるの。食べない？」

「ケーキ！」

　銀花の目がまんまんに見開かれた。オオカミ少女で肉好きだけど、甘いもんだって大好きだ。

　その反応で、しっかり心を受け取った楓は、軽く微笑ほほえんだ。

「準備するわ。紅茶淹いれるから待っててね」




「お銀ぎんんんんんん！　僕が行くまで無ぶ事じでいるんだぞ！」

　夜の街を突っ走り、銀ぎん之の介すけはマンションの前に到着した。

「ここが、楓かえでさんのマンションだな」

「そう、ここの六階の部屋だよ」

　背中に齧かじりついてる唐とう子こが言う。

「ただ、正面の入口を開いてもらうには玄関とこの電話をかけて鍵かぎを解かい除じよしてもらわないと」

「そんなまどろっこしいことしてられるか」

　叫んだ銀ぎん之の介すけは、案あんの定じよう壁をよじ登り始めた。

　オオカミ男の普通じゃない力が、毛むくじゃらの体をどんどん上の階へと運んでいく。

「よ～～し、ここが六階だな」

　六階部分の渡り廊下に飛び降りた銀之介は背中の唐子に尋たずねた。

「何号室だ？」

「えっと………あそこだよ。あそこの角かどの部屋」

「よし！」

「あ、ちょっと待ってよ！」

　って唐子の言葉なんてちっとも聞かず、銀之介は指差された扉とびら向かって突進を始めた。

「ちょっと止まってったら」

　そんなことじゃ止まってくれなかった。

　唐子は、銀之介の耳を引っ張るとその中にダイレクトに言葉を叩たたき込んだ。

「ダメェェェェェェェェェェェ！」

　人間とは比べものにならないくらい感度のいい鼓こ膜まくが、唐子の攻撃をダイレクトに受けとめた。

「いててて、頭がガンガンしやがる。何すんだよ唐子」

「何すんだよじゃない！」

　背中から飛び降りた唐子は、銀之介の濡ぬれた鼻はな面づらに指をつきつけるとハッキリとした口調で言った。

「そんな格好で飛び込んだらこじれない状況も余よ計けいにこじれちゃうよ！」

「そんな格好………そっか。お銀ぎんの奴やつが失敗してなくてもこの格好で僕が飛び込んでったら台だい無なしになっちまうな」

　自分のあさはかな考えに、銀之介は舌した打うちした。

「でもすぐには戻れないし、悪いけど唐子一人で様よう子す見に」

「目閉とじて！」

「へ？」

「目閉じてって言ってんの」

「は？」

「も～～、分かんないかな」

　意味が分からずきょとんとしてる銀ぎん之の介すけに歯は嚙がみしてから、唐とう子こは銀之介の首に齧かじりついた。

　むちゅぅぅぅぅ!!

　最終兵へい器きの乙女おとめのキッスが炸さく裂れつした。

「さ、これでいいでしょ。行こ」

「あ、ああ」

「何なに顔赤あかくしてんのよ！」

　真っ赤な顔した唐子が銀之介を思い切りどついた。

「カウントしてないんだからね。人助けの人工呼吸なんだからね。ほら早く！」

「お、おう！」

　銀之介は、つまずきながらも返事すると楓かえで宅の扉とびらに突進した。
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　ドンドンって扉叩たたく音が室内に響ひびいた。しばしドンドコやってから、今度はチャイムがピンポコ鳴り出した。ドア隣どなりのボタンに気がついたのだろう。

「せっかちなお客様ね」

　楓は腰を上げると、目の前でがんばってる小さなお客様に目を向けた。

「ちょっと行ってくるわ」

　小さなお客様は無言でこくこく頷うなずいた。口一いつ杯ぱいにイチゴのショートケーキが詰まってて何も言えなかったのだ。

　楓は軽くパジャマの上に服を羽は織おると、玄関へと向かった。ドアについてる覗のぞき穴に軽く顔を近づける。

「駒こま犬いぬ君と唐子さんじゃない」

　がっちゃりと扉の封ふう印いんを解といた。

「楓さん！」

　切せつ羽ぱ詰つまった顔した銀之介が飛び込んできた。

「お銀ぎんは？」

「ダイニングにいるけど」

「ごめん！　ちょっと失礼するよ」

　それだけ言うと銀之介はずかずかと部屋に上がり込んで行った。

「ど～も楓ちゃん。こんばんは」

　唐子がにぱって笑いながら靴を脱いだ。

「おじゃましま～～す」

　唐子ものこのこと上がり込んだ。

『？』って首を傾かしげる楓かえでの耳にその悲鳴は飛び込んできた。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　楓は来た時となんら変わらない落ち着いた足取りで、ダイニングへと戻った。




　銀ぎん之の介すけの魂たましいが軽く抜けた。

「ん？　ひんにい。ほ～ひはほ？」（ん？　銀兄ぃど～したの？）

　って口一いつ杯ぱいにケーキを頰ほお張ばってるのは、ど～見たってオオカミ少女だ。

「恐れていたことがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　銀之介は天てん井じようをあおいで絶ぜつ叫きようしてから、ケーキを頰張る銀ぎん花かを担かつぎ上げた。

「ちょっと何すんの銀兄ぃ。ダメだよいくら髪かみ解といてる銀花がプリチーだからってそんな乱暴に」

「やかましい黙れ！　早く逃げるぞ！」

　銀花を小こ脇わきにかかえ、銀之介は走り出した。

「狩かり谷や先生に見つかる前に」

　玄関から戻って来た楓の前を、オオカミ少女を携帯した銀之介が通過してった。

　軽くそちらを見やりつつ、楓はぽつりと言った。

「兄さんなら、今日きようは帰って来ないわ」

　どんがらしゃんしゃんしゃん。

　玄関の方からそんな衝しよう撃げき音おんが聞こえてきた。おそらく景気よく素すっ転ころんだのだろう。

「あんだって？」

　しっかりとおでこにたんこぶ作った銀之介が、のっそりと帰って来た。

「だから、兄さんは出張で明日あしたの夕方まで帰って来ないの」

「………………」

「そうじゃなかったら、オオカミの血を引いてる銀花ちゃんを家に連れて来るなんてことしないわ。何がきっかけで変身するかも分からないのに」

「そ、それを早く言ってくれよぉぉ」

　銀之介は安あん堵どのあまりがっくりと膝ひざをついた。もっとも、ちゃんと閉めとかなくちゃいけない蛇じや口ぐちはしっかり閉めてるけど。

「助かったぁぁぁぁ」

　心の底から息を吐き出す銀之介とは対たい照しよう的てきに、唐とう子こは固い表情で手をわなわなさせていた。

「それじゃ何？　さっきのアタシのがんばりは無む駄だだってこと？　勇気出だして飛び込んだアタシのがんばりは」

　銀之介と目が合った。

　銀之介は照れくさそうにえへらって笑った。

　唐とう子こはフルパワーパンチを銀ぎん之の介すけにくれてやった。

「もう知らない！　アタシ帰るから」

「ちょっと待ってくれよ唐子。それじゃ楓かえでさん、お銀ぎんのことよろしくお願いします。それから、お銀。あんまし楓さんに迷めい惑わくかけんなよ。じゃな」

　唐子のあとを追いかけて玄関へと向かおうとする銀之介の前に、ちっこい影かげが立ちはだかった。

「何だよ。お銀」

「銀兄ぃ」

　お銀はしばしうつむいてもじもじしてたけど、やがてぺっこりと頭を下げる。

「ごめんなさい。銀ぎん花かが悪かったよ」

　思いがけない銀花のごめんなさいに、銀之介は目をぱちくりさせた。

　それからコホンと咳せき払ばらいすると、慣れない口調で言った。

「ま～～、これから気をつけてくれればいいよ。僕もちょっと言いすぎたし」

「許してくれる？」

「まあな」

「はい、それじゃ仲直りだね」

　いつの間にか戻って来てた唐子が、銀之介の手と銀花の手を引っ張って握らせた。

「なっかなっおり。はい、これで元通りだね」

　誰からって訳でもなく、三人は笑った。ちょっと照れくさくて、だけど嬉うれしいって笑いだ。

「楓お姉ちゃん。いろいろありがとね。それじゃ銀兄ぃ帰ろ」

「おう！」

　和わ気き藹あい々あいと玄関へ向かおうとした銀之介だけど、ふと足を止め振り返る。

「狩かり谷や先生、明日あしたの夕方まで帰って来ないんだって？」

「そうよ」

「それじゃ、今晩は楓さん一人なんだ」

「ええ」

「………大丈夫？」

「何が？」

「だから、一人で。寂しいとかさ」

「平気よ、慣れてるから」

「そっか、慣れてるか」

　とりあえずは頷うなずいたけど、ちょっとすっきりしない銀之介だ。

　そんな銀之介に、楓は火のついたダイナマイトを投げつけた。

「そんなに心配なら泊まってく？」

「か、か、楓かえでさん、何を！」

「みんなで」

　その一言で、ダイナマイトの火は消された。

「そっか。そ～だよな。やっぱみんなでだよな」

「銀ぎん之の介すけ君。な～にを期待してたの？　一いつ体たい何を？」

　振り返ると、唐とう子こがさげすんだ瞳で自分を見てた。

「違うんだ唐子！　僕は」

「はいはい、ねーねー楓ちゃん。アタシもいいかな？　泊まっても」

　命かけて誤ご魔ま化かす銀之介ちゃんをあっさり無む視しして、唐子は楓に尋たずねる。

「別にかまわないわ」

「やっほ～～決っまりだね。それじゃみんなでお泊まりしよ。お銀ぎんちゃんも。さ、家に電話かけないと」

「銀ぎん花か残ってるケーキ食べちゃお」

　それぞれがそれぞれの方向に動き出す中、銀之介一人がはぁってため息を吐き出した。

「元気って言うか、脳のう天てん気きって言うか」

「残念ね」

　銀之介の近くまでやって来た楓が、耳元でぽそっと呟つぶやいた。

「何が？」

「駒こま犬いぬ君一人で泊まってくれれば嬉うれしかったのに」

　消されたダイナマイトに火がつけられた。一瞬にして導火線が消え爆発する。

「か、か、か、楓さん一体何をおっしゃってござんすんでございますので」

　とっても素す敵てきに狼ろう狽ばいしまくる銀之介を見て、楓はクスリって小さく笑った。

　そして一言だけ言った。

「冗じよう談だんよ。オオカミ君」




　そして………夜




　わいわいがやがや騒いでたお泊まり隊だったけど、さすがに一時を超えた頃にはみんな眠りの世界へと足を突っ込んでる。

　いくら人じん畜ちく無む害がいだからって言っても一いち応おう青少年の銀之介。楓の部屋で眠る女おな子ご衆しゆうからはしっかりと隔かく離りされてた。

　リビングルームのでっかなソファー、そこが銀之介の寝ね床どこだった。

　毛布にくるまってむにゃむにゃやってる彼のもとに、とことことやって来る小さな影かげがあった。

　小さな影かげはむにゃむにゃ虫のとこまでやって来ると、その耳元で小さく囁ささやいた。

「ね～銀兄ぃ」

「ん～～何だよむにゃむにゃ」

「銀ぎん花かのこと心配した？」

「むにゃむにゃ」

「ね～、銀兄ぃってば。銀花のこと心配した？」

「ああ、したした」

「銀花のこと嫌いじゃない？」

「嫌いだったら来ないよ。むにゃむにゃ」

「そっか」

　小さな影はにっかりと微笑ほほえんだ。

「御ご免めんね。銀兄ぃ」

　チュッ！

　影は小さな音をたてると、またひょこひょこと戻って行った。
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「九時………ですか」

　狩かり谷やは腕時計を一いち瞥べつすると静かに呟つぶやいた。

「思ったより仕事が早く終わって、朝一番の新幹線に乗ったのはよかったですが、眠れないものですね。電車の中というのは」

　ふわぁって知的な欠伸あくびをかましてから、狩谷はエレベーターを降りた。

　少し歩けば、もうそこは狩谷の自宅となる。

　ポケットから鍵かぎを取り出し、目の前の扉とびらを開ける。扉はがっちゃりと音をたてて固く閉じてた口を開いた。

「ただいま。楓かえで」

　薄うす暗ぐらい家の中、返事はなかった。でもまぁ、休日の九時だ。眠ってたって不ふ思し議ぎじゃない。

　出迎えしないとぶん殴なぐるぞってな熱血兄あに貴きしてる訳でもないから、狩谷は普通に靴を脱ぐと家の中へと足を進めた。

「少し眠ることにしましょうか」

　でもその前にって感じに、狩谷はトイレのドアノブに手を伸ばした。

　と、同じように伸ばされる手と指先が触れ合った。

　その指先の持ち主の姿に、狩谷は驚きの声を上げた。

「君は……………駒こま犬いぬ君」

「あれ？」

　お寝ね惚ぼけ銀ぎん之の介すけは、しょぼしょぼした目で真ん前の人ひと影かげを観察した。

　二、三度目をごしごしこすってから、目をまん丸くして驚いた。

「狩かり谷や先生!!」

　しばし沈ちん黙もくがチークダンスを踊り狂った。

　妹一人のはずの自宅に戻って来た兄が見た男の存在、とくりゃどんな誤ご解かいが生まれるか、だいたい想像がつく。

　銀之介は慌あわててしどろもどろに叫んだ。

「先生違ちがうんです！　これはですね」

「その格好は………」

「これは、楓かえでさんが使っていいよって貸してくれたパジャマで」

「私が留る守すの間に……君は楓と何を…………」

　やっぱり誤解してくれちゃってた。

「誤解なんですっばぁぁぁぁ！」

　銀之介が悲痛の叫び声を上げたちょうどその時だった。二人の間に水みず玉たまパジャマがのっそり姿を現した。

「あ～、楓さんいいところに来てくれたよ」

　地じ獄ごくに仏ほとけとばかしに、銀之介は楓に手を合わせた。

「頼む！　僕がどうしてここにいるか説明してよ」

「説明すればいいのね」

　楓は眠そうな目を兄に向けると、口を開いた。

「兄さん、駒こま犬いぬ君はね」

　これから始まるであろう誤解を払ふつ拭しよくする説明に、銀之介はこくこく頷うなずく準備をしてた。

　だけど、説明は一言で終わった。

「泊まったの」

　それだけだった。ぽかんとする銀之介と狩谷を残し、楓はトイレの扉とびらを開く。

「あ、言い忘れてたわ。兄さんお帰り」

　それだけ置き土産みやげにして、楓はトイレの中に消えて行った。

「ちょっと楓さんってば！　楓さんってば！」

　トイレの扉にどんどん拳こぶしを打ちつける銀之介の肩に、ポンと手が置かれた。

　振り返りたくなかった。だけど、振り向かない訳にはいかない。

　錆さびびたロボットの関かん節せつのようにギギギって銀之介は振り向いた。

　恐ろしいくらいにこやかな笑えみを浮かべた狩谷の顔が待ってた。

「駒犬君」

　恐ろしいくらいの優しい声で、狩谷は言った。

「私の部屋で、詳くわしく話をしてくれないかな？」




　一方、ちょうどその時、唐とう子こと銀ぎん花かが何してたかとゆ～と。




「むにゃむにゃ、もう銀花食たべられないよ」

「むにゃむにゃ、うどんの神様」

　しっかりとことん眠ってた。

　銀ぎん之の介すけが窮きゆう地ちに立たされてるなんてこと、これっぽっちも知らなかった。





第二十話　完
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　　　第二十一話　楓とオオカミの一日
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「ゴードンおじさんから電話があったぞ」

　休日の朝、部屋からパジャマで出てきた楓かえでにそんな言葉がかけられた。

「そう」

　楓はそっけなく返事をすると、いつもと同じようにトースターにトーストをセットしコーヒーを淹いれる。

　テーブルについた楓はコーヒーを一口すすってから無む表情で尋たずねた。

「オオカミのことでしょ？」

「まぁ進行具ぐ合あいのこともあるが、楓、お前の学校生活のことを心配してたぞ」

「私の学校生活？」

「ああ、友達はいるのか？　ボーイフレンドの一人でも出来たのか？　とかそういうことだ」

「余よ計けいな心配だわ」

　そう言うと、楓はクリープの小こ瓶びんを引き寄せコーヒーの黒い液面に粉ふん末まつを振りかけた。

「まぁ、そう言うな楓。ゴードンおじさんが心配するのももっともなんだからな。お前の性格を考えると」

　狩かり谷やはそこで言葉を止めると、薄い唇くちびるに軽く笑えみを浮かべた。

「ま、心配いりませんって伝えておいたよ。楓は変わったってね」

「私が変わった？」

「ああ、変わったよ。明らかにな。いい友達も出来たようだし、ほら七しち味み君とか」

「唐とう子こ………さん？」

　楓はしばし考え込んだ。果たして自分と唐子は友達なのだろうかって。

　頭の中でひょこひょこ二に頭とう身しんの唐子がやって来ると、口メガホンで思い切り叫んだ。

『アタシ達たち友達でしょ！』

　違うわなんて言ったら頭づ突づき食くらわせられそうな迫はく力りよくだ。

「友達………なのかしらね。多少押おしつけっぽいところはあるけれど。一応……」

　楓はとりあえずそう納なつ得とくすることにして頷うなずいた。

「それに、ボーイフレンドも出来たみたいだし」

「ボーイフレンド？」

「別に隠かくさなくてもいいぞ。この間泊とまりに来てた駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ君。ボーイフレンドじゃないのか？」

　狩かり谷やの言葉に、楓かえでは首を横に振る。

「違うわ。ボーイフレンドなんかじゃないわ」

　ノミの毛け先さきほども悩まずきっぱりと否定した。一いちもなけりゃ二にもない速そつ攻こう否定だった。

「何だ違うのか。いつも一緒だからてっきりそうだと思ったのに。………あっ待てよ」

　軽く眼鏡めがねを押し上げた狩谷は、こんな説を引っ張り出した。

「もしや、駒犬君は七しち味み君とつきあってるのか」

「それも違うわ！」

　今度も楓は速効否ひ定ていした。先さき程ほどよりも幾いく分ぶん、語ご尾びに力を込めて。

「………単なる……仲良し三人組ってことなのか。ま、いいだろう。今までのお前だったらそんな風ふうに友達と仲良く過ごすことすらなかったからな」

　目を細めしばし優しい瞳で妹を見てから、狩谷は表情を固くしソファーから立ち上がった。

「朝食がすんだら、出かける準備をしてくれないか？」

「オオカミ捜そう索さく活動？」

「ああ、せっかくの休みにご苦労だが頼むよ。私は部屋で仕事をしてるから準備が出来たら教えてくれ」

　狩谷は部屋へと戻って行った。ちょうど時を同じくし、トースターがポンと焦こげ目のついたパンを吐き出した。

　パンを取りに行こうともせず、楓はコーヒーを見つめてた。クリープで出来た白い細さざ波なみがたつコーヒーの湖こ面めんをだ。

「駒犬君が私のボーイフレンド………………冗じよう談だんじゃないわ」

　フンって楓は鼻を鳴らした。そして、冷凍庫よりも冷たく言い放った。

「獲え物ものよ。ただの……そう獲物」




　その頃………狩人かりゆうどに狙ねらわれながらも健気けなげに生きてる可哀かわい想そうな子こ羊ひつじこと駒犬銀之介君は……。







「ほひん！　ほふほひふほふはへっはひひふふははひははは！」（お銀ぎん！　今日きようという今日は絶対に許さないかんな！）

　なんて叫びながら階段を駆け降りてくる銀之介。ちなみに口は超ちよう強力ガムテープで左右に引っ張られてる。はひふへほ語を喋しやべってるのはそのせいだ。

「いっくら揺さぶっても起きない銀兄ぃが悪いんだよ！　銀ぎん花か悪くないもん！」

　頰ほおを思い切り膨ふくらまして、銀花は自分の無む実じつを主張した。

「はははっへほんはほほひははははひはほ！」（だからってこんな起こし方はないだろ！）

「いいじゃん！　ちゃんと起きれたんだから」

「ほひへははんははひ！　ほほはへはんは！　ふひはひひ！」

　器き用ように口くち喧げん嘩かしてる二人を観察してた銀ぎん一いち郎ろうは、しみじみと息を吐き出した。

「いつものことだが、よく会話が成立するもんだな」

「ほふはんは！」

　自分に向かって飛んでくるはひふへほ語を、銀一郎は両手を突き出し遮しや断だんした。

「あいにくその宇宙人っぽい言語はマスターしてないんでね。いいかげんその口を両方から引っ張ってるガムテープを外はずしたらどうなんだ？　きっとその方が楽に話せるぞ。お前より人生を長く生きてる私の意見だ。聞いて損はないと思うが」

　あ、そうかって感じにおでこをペシャリ叩たたいてから、銀ぎん之の介すけはベリベリとガムテープを外した。

「父とうさんからも叱しかってくれよ。お銀ぎんの奴やつの人じん権けんを無む視しした起こし方に」

「しかしな、銀ぎん花かちゃんが普通に起こそうとしても起きないお前も悪いんだぞ」

「銀花すっごい丁てい寧ねいに力を込めて乱暴に揺さぶったんだよ。なのに銀兄ぃってばむにゃむにゃ言ってるだけで」

「…………それにしたって方法ってのがあるだろ！　第一今日きようは休みじゃないか。ど～～してこんな早くに起こされなくちゃいけないんだよ！　休みに寝ね坊ぼうする権利くらい認められてるだろ！」

　突っ込みどころを見つけ激しく嚙かみつく銀之介に、銀一郎が横からぼそっと言った。

「あ、私が頼んだんだ。銀花ちゃんに」

「へ？」

「ちょっと用事があったもんだからな。銀之介を起こして来てくれないかって」

　ほらね、銀花悪わるくないでしょ～って笑顔がフルパワーでぶつかってきた。

　分ぶが悪い………って銀之介は思った。

「……………もういいよ」

　銀之介はさっさと敗北宣せん言げんを吐き出すと近くのソファーにどっかと腰を下ろした。

「で、用事ってのは？」

「ああ、悪いがこいつを昼までに宅配便の会社に持ってって出して来てくれないか？」

　銀一郎がよいこらしょと細い腕で引っ張り出したのは、少し厚みのある大きな封筒。おそらく漫画の原稿だろう。

「締め切りギリギリの仕事がやっとこささっき仕上がったんだ。頼むぞ」

「ど～～して自分で行かないんだよ。車ならすぐだろ？」

「お前は私を事故死させたいのか。こんな寝ね不ぶ足そく状態で車なんか運転したら、ガレージ前の電でん柱ちゆうにぶつかっておだぶつだ。いいんだぞ、お前が隣となりに乗るなら車で行っても」

「うっっっ」

　銀ぎん之の介すけはまた詰まった。そしてまたまた思った。分ぶが悪い。

「すみませんでした。私めが行ってまいります。父上様の原稿を運べるなんてありがたき幸せでございます！」

　すっごく皮ひ肉にくっぽく銀之介はそう言ってやったけど、銀ぎん一いち郎ろうの面つらの皮かわにはもちろん突き通せなかった。

「そうだろそうだろ。それじゃな、頼んだからな。ほら金だ。余ったのは小こ遣づかいにしてい～～ぞ。じゃ～～な」

　息子むすこの手に千円札を握らせると、銀一郎は欠伸あくび嚙かみ殺しながら退場していった。

「だからもっと早め早めに仕事しろって言ってるのに。父とうさん絶ぜつ対たい小学校の時とき夏休みの宿題ためたくちだぞ」

　ぶつくさ文句を数じゆ珠ず繫つなぎしてから、諦あきらめのため息を吐き出す。

「しょ～がね。朝あさ飯めし食くってから行くか。お銀ぎんはもう食ったのか？」

「うん、カップラーメンおいしかった。銀兄ぃにも作ってあげるよ」

「お前朝あさっぱらからカップラーメンなんか食べてよく母かあさんに怒られなかったな」

「だっておばちゃん朝からダウンしてるもん」

　考えてみればそ～だ。銀一郎のアシスタントやってる典のり代よだ。一緒に朝日を拝おがむまで仕事やってたのだろう。

「銀ぎん花かも一緒に行ってあげたいけど、桃もも花かちゃんと遊ぶ約束してるの。ごめんね」

「別にいいよ。余よ計けいなお荷物がいない方が早くすむってもんだ」

「余計なお荷物って、銀花のこと？」

「さ～～な」

　すらりとはぐらかされ、銀花はまたぷくって膨ふくれた。

「カップラーメン作ってくれるんじゃないのか？」

　銀花は無言で台所へと向かった。しばらくして、お湯入れたカップメンを大事そうに抱えて戻ってくる。

「お、サンキューな」

　銀花は箸はしを手渡すとプイってそっぽ向いて部屋へと戻って行った。

「あの年とし頃ごろの娘むすめってのはすぐ機き嫌げん悪くすっから困ったもんだ」

　なんて呟つぶやきながら三分がやって来るのをひたすらに待つ。

　三分はやがてやって来た。元気よくゴールテープを突き破る。

　三分さんにおめでとうエールを送りつつ、銀之介は蓋ふたをひっぺがして箸を突っ込んだ。

「いっただっきま～～す」

　ずるずるってすすった途と端たんに世界が止まった。次の瞬しゆん間かん激しく有名な画家の名前を連れん呼こした。

「ごほごほごほごっほごほ！」

「へへ～～～ん、銀ぎん花かのことお荷物なんて言ったバツだよ～～ん」

　待ってましたとばかしにしゃしゃり出てきた銀花がぴょんぴょん跳はねる。その手に握られてたのは空からになったコショーの小こ瓶びん。

　喉のどの奥が焼けついてて思うように動いてくれないけど、銀ぎん之の介すけは頑がん張ばってまくしたてた。

「ほひん！　ほんはひほひふほんはひは……」

　はひふへほ語が復活した。と、同時に第三十九次（多分これくらい）口くち喧げん嘩か大戦も勃ぼつ発ぱつした。

　銀之介とお銀ぎんのどちらに勝利の旗はたが上がったのか？　当局は一切関かん知ちしていない。
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「は～～、終わった終わった」

　宅たく配はい会社の営業所から出て来た銀之介は、う～～んって大きく伸びした。

　やっぱり郵便局に比べるとその数は少ないから、けっこう遠くまで来なくちゃならなかった。

「帰る道のりが……遠くてやだなぁ」

　銀之介はしみじみとそう呟つぶやいた。

「自転車が欲しいな。自転車があれば楽が出来るよな。買おうかな？」

　幾いく度どとなく欲しいと思ったことはあったけど、これまではその度たびに足あし踏ぶみをしてきた。いつ引っ越すことになるか分からないっていう不安からだ。

　駒こま犬いぬ家の引っ越しは、引っ越しって名乗ってるけどその実は夜よ逃にげだ。車に乗らない荷物は容よう赦しやなく置いてく。悲しいけど置いてく。

　それがやだからこれまでマイ自転車って奴やつには手を伸ばさなかったのではあるけれど……。

「でも、この街には今後も長く住みそうだし。買っちゃってもいいような気もするぞ。よし、買ってしまおう」

　銀之介は気楽極ごく楽らくでそう決意した。

「さっそく店に行ってどれがいいか見てこよっと。ま、小こ遣づかいがたまるのを待ってたらかなり先になっちゃうだろうけどな」

　ひょこひょこと歩き出した銀之介はふと足を止めた。

「あれ？」

　ちょっとした広場の時計台。その柱に背中をあずけて立っている少女の姿を見つけたからだ。

　涼しい風に長い髪の毛を泳がせているその姿には見覚えがあった。

「何してんだ？　楓かえでさん」

　コキッと首を傾かしげた。しばし考えたけど分かんなかった。だったら聞いてみるまでだ。

　銀ぎん之の介すけはひょこひょこと楓かえでに向かって歩き出した。




　楓は風に泳ぐ長い髪をそっと指で耳の後ろに這はわせた。

　一月だけど、日の出てる日中はそんなに寒くない。むしろ暖かいと感じる瞬間だってある。特にこんな日当たりのいい広場ではなおさらのことだ。

　楓は腕時計を見た。十二時少し前。

「兄さん、遅いわね」

　その言葉をきっかけにして、兄が発した朝の言葉が思い浮かんだ。

「駒こま犬いぬ君が……アタシのボーイフレンド………？」

　何気なく、その言葉が口をついて出る。でも間かん髪ぱつ入いれずに冷れい笑しようで笑い飛ばした。

「馬鹿な話だわ。獲え物ものと仲良くなる狩人かりゆうどなんている訳ないのにね」

「か～～えでさん」

　って声をかけられ、楓は首を動かした。

　獲物が立ってた。いつもと変わらない笑えみを浮かべてた。

「駒犬君…………」

　楓には珍しく、一瞬だけ動どう揺ようの色が見える。でも銀之介は気がつかない。

「何してるの？　こんなとこで」

　動揺色をすぐに元に戻し、楓は言った。お決まりの平へい坦たん声ごえで。

「兄さんを待ってるの」

「狩かり谷や先生？」

「ええ、オオカミ捜そう索さくしに来たんだけど……当然のことだけど不ふ発はつ。それもそうよね。本物は目の前にいるんだから」

　楓は銀之介を見やるとフンって皮ひ肉にくっぽく鼻を鳴らした。

「兄さんはがっくり落ち込みながら駐車場に車を取りに行ったわ。少し遠いとこに止めてあるから私はここで待ってるの」

「なるほど、そりゃ休日の朝からご苦く労ろう様さまだ」

「駒犬君は？」

「僕は父とうさんのおつかい。もうすんで帰るとこだけどね。そっか、狩谷先生が来るのか」

　少し後ろ向きの笑顔を銀之介は見せた。

　なんだかんだで狩谷先生は苦にが手てなのだ。尻しりっぺた撃うたれたっていう痛い思い出もあるし。

「じゃ、僕は行くよ。先生によろしく言っといて」

　銀之介がすちゃって手上げたと時を同じく、楓のポケットから歌声が漏れた。

「もしもし…………分かったわ」

　そんな感じで、会話は終了した。

「兄さんからだったわ」

「ど～したの？」

「車、エンジンかからないんだって」

「故障か…………災さい難なんだな」

「すぐに修理の人呼よんだけど、二時間くらい修理にかかるって。だから電車で帰るかここらで二時間潰つぶすか好きにしろって」

「ふ～～ん、電車で帰るならそこのバス停に駅行きのが来るよ。それにこっちの道歩いてけばちょっと大きな生活用品店があるんだ。そこの半分はペットショップになってて、暇ひま潰しにはもってこいだよ」

　適当に地ち域いき説明した銀ぎん之の介すけは改めて笑顔で手を上げた。

「んじゃ、また明日あした学校で」

「ねぇ駒こま犬いぬ君」

　すちゃって手を上げて去ろうとする銀之介に、楓かえでは声をかけた。

「ねぇ、駒犬君」

「何？」

　楓は、少しだけ視線を外はずしカゲロウの吐と息いきみたいな声で囁ささやいた。

「……時間潰すの………つきあってくれない？」

　もちろん、根っから人のいい銀之介は笑顔で言ったもんだ。

「別にい～～よ。僕もヒマしてるし。それじゃ早さつ速そくペットショップ行こっか？　あそこけっこう楽しいから」
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「こっちこっち、早くう。桃もも花かちゃん」

「待って～～～。銀ぎん花かちゃ～～～ん」

　ぱたぱたやって来た桃花は、ちょっとした階段に足をつまずかせてぱったりお倒れになった。

「あ！！！！」

　銀花は慌あわてて大地と友好を深めてる桃花に駆け寄った。

「だいじょ～ぶ？　桃花ちゃん」

「………うん」

　むっくり起き上がった桃花は軽く頷うなずくとぱんぱんと汚れた膝ひざの辺りを払う。

　まあ汚れとれたかな？ってとこを確認すると、桃花は大きな瞳ひとみ向けて尋たずねてきた。

「ねぇ、銀花ちゃんが見つけたペットショップってまだ？」

「もうすぐそこだよ」

　銀花はほんの目と鼻の先の大きな建物を指差した。

「この間、おじちゃん達とドライブしてて見つけたんだ。犬さんや猫さんが一いつ杯ぱいいるよ。鳥さんも一杯いるんだよ。お魚さんだって……」

「うわ～～すごいな～～。早くみたいな～～」

　桃もも花かはわくわく顔で言った。

「それに犬さんとか猫さんとか、触らせてくれるんだよ」

「うわ～～すごいな～～。早くなでなでしたいな～～～」

「桃花ちゃんって本当に動物好きだよね」

　銀ぎん花かは笑ってから、拳こぶしを振り上げた。

「レッツゴーだよ」

　言うが早く、銀花はまた走り出した。しかも全速力でだ。運動会ではクラス対抗リレーの選手に選ばれたほどの脚あしだ。あっと言う間に、桃花との距離がぐいんと開く。

「待ってぇぇぇぇぇ。銀花ちゃん」

　どんどん遠くなる銀花の背中を、桃花はてってこてってこ追いかけた。

　てってこてってこ追いかけて、店の中に飛び込む。一いつ瞬しゆん見失った背中だけど、すぐに見つけた。少し奥ばった先の商品棚だなんとこに、背中はあった。

「も～～、銀花ちゃんてばどんどん走っちゃうんだから。私脚遅おそいんだよ」

　はーはー息整ととのえてから、桃花は顔を上げた。

「さ、わんちゃん見にいこ」

　銀花は答えてくれなかった。ただ柱の陰から何か見てるだけだ。しかも表情は釘くぎも刺さらないくらい固い。

「？？？？」

　顔一いつ杯ぱいに『？』マークを浮かべた桃花は、銀花の見つめてる何かに目を向けた。

「あ、銀花ちゃんのお兄さんだ！」

　桃花が華はなやいだ声を上げた。

　銀花ちゃんのお兄ちゃんは、犬いぬ相手にとっても楽しそうにたわむれてた。




「こら止やめろってばくすぐったいってば」

「仲良さそうね」

　ゲージに入って犬と転げ回ってる銀ぎん之の介すけに、楓かえでが冷ややかに言った。

「やっぱり同類って奴やつかしら」

「うん、僕ってば犬だけには不ふ思し議ぎとなつかれるんだよな。やっぱこいつら本能的に分かってるのかな？　僕がオオカミ君だってこと」

「そうかもね」

「楓さんも撫なでてみな」

「私は……遠えん慮りよするわ」

　楓かえでは首を横に振った。

「嚙かまれたら痛いだけだもの」

「絶対に嚙まれないよ。ほら、こんなに人なつっこい顔してるじゃん」

　銀ぎん之の介すけは持ち上げた犬をずいっと楓に突き出して見せた。

「恐がらずに、撫なでてやってよ。きっとこいつも喜ぶからさ」

「……………」

　しばし考えてた楓だけど、そっと下ろしてた手を持ち上げる。ただ直ちよく視しするのが恐いのか、目を伏せたまま手をゆっくりと伸ばす。

「思ったよりすべすべなのね」

　軽く撫でながらそう呟つぶやく楓に、銀之介がぼそっと言った。

「楓さん………それ僕のほっぺただから」

「…………」

　楓は銀之介の頰ほおから手を離すと、今度はちゃんと犬を見つめながら手を当てた。

「ふわふわ………ね」

「だろ」

　ゆっくりと犬の頭を撫でてから、楓はクスリと笑った。

「大きな犬になるともっとふわふわしてるんだよ。機会があったらぎゅ～～って抱き締めてみな。なんか眠くなるくらい気持ちいいから」

「大きな犬………ね」

　楓はそう呟つぶやいてから、目を細め言った。

「今度、変身した駒こま犬いぬ君で試してみようかしら？」

「冗じよう談だんは止やめてくれよ」

　ちょっと照れ臭そうに、銀之介は視線を反そらした。




「いいな～～、私も犬さんと遊びたいな～～」

　桃もも花かが羨うらやましそうに目を膨ふくらませた。

「ね～ね～銀ぎん花かちゃん。私達も行こ～～よ」

　今度もやっぱり答えてくれなかった。耳を澄ますと何やらぶつくさ呟いてる。

「銀花のこと邪じや魔まだって言った理由はこのことだったのね。銀花に内ない緒しよで、楓お姉ちゃんとデートするために」

「デート？　そっか、あれがデートって奴やつなのかぁ」

　天てん然ねん記念物でも見つけたように、桃花は感心して楽しむ二人を見やった。

「私、初めて見たなぁ」

　なんて瞳に星ほし屑くず浮かべてる桃もも花かの隣となりで、銀ぎん花かは押し殺した声で呟つぶやく。

「邪じや魔ましてやるもん」

「え？」

「銀兄ぃのデートなんて、邪魔してやるもん！」

　かなり本ほん気き色いろのその形ぎよう相そうに、桃花が純じゆん粋すいに怯おびえた。

「銀花ちゃんこわい～～～」

「桃花ちゃんも協力してくれるよね！」

「え～～でも～～」

　もじもじ渋しぶる桃花に、銀花は言った。

「それじゃいいの、銀兄ぃが楓かえでお姉ちゃんと結婚しても」

「それは～～～～～」

　しばしの間ま。

「やだ！」

　桃花はきっぱり言った。言いきった。まったり星人の彼女だけど、最さい近きん地球人の感情も覚えてきてるのだ。

「私が大きくなったら、銀花ちゃんのお兄ちゃんと結婚するんだもん！」

　宣言した。断だん固ことして言った。

「ちょっと待って、それ聞いてないよ」

「そしたら銀花ちゃんのお姉ちゃんになっちゃうね。えへへ、お姉ちゃんって呼んでいいよ」

　慌あわてる銀花を後しり目めに、桃花は一人の世界へ旅立ってしまった。

　ここで彼女を引っ張り戻しあれこれ論ろん議ぎするのは大変な労力だ。それは親友である銀花が一番よく分かってる。

　納なつ得とくいかないとこは少しあるけど、桃花の発言に対する異い議ぎ申し立てはしばし保留することにした。

「よし、それじゃ邪魔しにいこ！」

「うん！」

　こうして、デートお邪魔し隊は結成された。

　サイズはちっこいけど、いろんな未知なもん秘めたお嬢じよう様の二人で。
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「え～と、古こ代だい魚ぎよ、ポリプテルスセネガル。なんか最新戦せん闘とう機きのよーな名前だな」

　銀ぎん之の介すけは水すい槽そうにぐにっと顔かお押しつけて覗のぞき込んだ。

　きゅうりに刺とげ生はやしたような魚、ポリプテルスはずっと地面にへばりついてる。銀之介が指で水槽の壁をつんつんしたって動じやしない。

「おい、動け。おい、動けってば。お前そんなんで人生楽たのしいのか？　もっとこう元気出だしてかないとこの時代乗のりきれないぞ」

　真剣に熱帯魚に説教する銀ぎん之の介すけを楓かえでは冷ややかに見つめ言った。

「通じてないと思うわよ」

「そっか、そりゃそうだ。楓さんの言う通りだよ」

　銀之介はたっぷりと頷うなずいてからぶちまけた。

「日本語が通じる訳ないよな」

　銀之介は真ま面じ目めな顔で原産国を確認した。アフリカって書いてあった。

「アフリカの言葉…………………」

　銀之介が硬こう直ちよくした。どーやらレパートリーになかったよーだ。それでもなお知識をフル活用して一言。

「ジャンボ」

　そんな銀之介を横よこ目めでチラリ見て、楓は小さく呟つぶやいた。

「馬鹿」

「まーやっぱり外国の魚と打ち解けるのは大変だってことだよ」

　そー結論づけて、銀之介はさっさと水すい槽そうを移動した。

「やっぱり日本人なら日本の魚じゃないと」

　目指す水槽は金魚がたくさん泳いでる巨きよ大だい水槽だ。

「ほら、やっぱり。日本の魚はおいでおいでって言うと僕んとこに寄って来るだろ。通じ合うもんがあるんだよ」

　水槽をこつこつ指で叩たたいて自じ慢まん気げに言う銀之介に、楓は小さく言った。

「それ、中国産って書いてあるわよ」

　銀之介はまたとっても素す敵てきに固まった。しばし硬こう直ちよくしてから、ポソッと呟く。

「ニーハオ」

　楓は呆あきれたように息を吐き出した。救いようがないわねってオーラを込めて。

「分かったよ。楓さん。この金魚達は生まれは中国だけど育ちは日本なんだよ。だから日本語に反応するんだよ。うん、きっとそ～～に決まってる」

　どーでもいい理論を並べてた銀之介だけど、不ふ意いに言葉を止め顔を金きん魚ぎよ水槽へと向ける。

「ど～～したの？」

「いや、なんか目の端はしっこにヘンテコリンな魚が映ったんだ」

　楓は無言で水槽に顔を向けた。いろんな金魚が泳いでた。

「この出で目め金きんのこと？」

「いや、それはそれで金メダルあげたくなるくらいヘンテコリンだけど、そんなんじゃなくてさ。もっとこう大きくて」

「どんな魚？」

「なんか、馬の尻尾しつぽのような魚だったんだ」

「馬の尻尾のような魚？」

　楓かえでは再さい度ど水すい槽そうの中を覗のぞき見たけど、馬の尻尾のような魚は見当たらなかった。

「気のせいじゃないの？」

「確か見えたような気がするんだけどな」

　しばし首を傾かしげてた銀ぎん之の介すけだけど、悩んでたって疲れるだけだからさっさと止やめた。脳のう味み噌そのブドウ糖がもったいないもったいない。

「ま、いっか。楓さん。次は何なに見る？」

「何でもいいわ」

「それなら小鳥のコーナーに行こうよ。けっこう喋しやべるインコがいて面白いから。あ、でもその前にちょっとトイレ」




　二人の気配がなくなるのを確認してから、桃もも花かは特大の息を吐き出した。

　それから、お隣となりの銀ぎん花かに顔を向ける。

「危なかったね。銀花ちゃん。銀花ちゃんのポニーテールが水槽に映っちゃったの見られちゃったんだよ」

　お隣は聞いてなかった。

「邪じや魔ましてやる邪魔してやる邪魔してやる」

　うわごとのように呟つぶやいてた。

　もしかして銀花ちゃん、なんか悪い霊れいに取りつかれちゃったのかも？　なんて思って、桃花はちまちまっと恐かったけど、幸いそれはなかった。って言うか、今の銀花に取りつくなんて勇気ある霊はいないだろう。

「邪魔してやる邪魔してやる」

　ひたすら呪のろいの呪じゆ文もんのように繰り返してる銀花に、桃花が尋たずねる。

「でもどーやって邪魔するの？　桃花デートの邪魔なんかしたことないからよく分かんない」

「ふっふっふっふ」

　銀花は思いきり悪者演えん出しゆつつけて笑った。悪あく徳とく商人の越えち後ご屋やくらいの悪い空気がこもってた。

「桃花ちゃん。想像してみてね」

　そう前置きしてから、銀花は続けた。

「ジャングルを歩く男と女」

　桃花は律りち儀ぎにちゃんと想像した。

「するとその先に怪かい獣じゆうが現れる」

　頭の映画館に怪獣も登場させた。

「そしたら突然、男の方が悲鳴を上げて逃げだす。そんなことされたら、残された女はど～思う？」

　桃もも花かはしばし考え込んでから言った。

「寂しいな」

「いや、寂しいとかじゃなくってさ」

　銀ぎん花かは苦く笑しようした。人とちこっとばかしずれた次元にいる桃花の性格のことをすっかり忘れてた。

「そんなことされたら、女の人は怒るでしょ。本当なら男が女を守らなくちゃいけないのに、一人で逃げちゃうんだもん。分かるよね」

「う～～ん」

　たっぷり考え込んでから、桃花はかっくり頷うなずいた。

「うん、分かる」

「そ、よかった」

　銀花はほっと安心した。分かんないなんて言われたら一人芝しば居いでもやんなきゃいけないかなってちょっと心配してたのだ。

「それを、銀兄ぃと楓かえでお姉ちゃんとでやってもらうの」

「でも銀花ちゃん。私すっごいすっごい疑問に思うんだけど」

　宣せん言げん通り、桃花はすっごいすっごい悩める顔で尋たずねた。

「怪かい獣じゆうがここにいるの？」

「ふっふっふっふっふ」

　銀花はまたもや不ふ敵てきに笑った。今度は悪あく代だい官かんくらいの悪さがあった。

「いるんだよ。すっごい怪獣が」

「ほんと!!　見たい見たい」

　好こう奇き心しんを爆発させる桃花をまあまあと制して、銀花は言った。

「銀花や桃花ちゃんが見たってど～～ってことないよ。でも銀兄ぃが見たらすっごい怪獣に見えるんだよ」

「？？？？？？？？？」

　悩める桃花の手を銀花はぐいっと引っ張った。

「ほら、急いそご。いろいろと準備がいるから。なんとかして銀兄ぃをあのコーナーに引っ張り込まないと」
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「ごめんごめん。お待たせしちゃって」

　服のお腹なかんとこで手をふきふきしながら、トイレから銀ぎん之の介すけが出てきた。

「さ、それじゃ小こ鳥とり売り場に行こーか。面白いんだぞ。ヘンな言葉ばっか喋しやべる鳥が一匹いてさ。僕が名前を教えたら」

　先だって歩きながらぺちゃりくちゃり喋ってた銀ぎん之の介すけだけど、その足を止める。

　目の前の張り紙のせいだ。

【小鳥コーナーはこちらに移動しました】

　ってな張り紙だ。

「模も様よう替えしたのか」

　銀之介は疑いもせず張り紙の矢印に従った。張り紙にへばりついてるのが明らかなお子様文も字じだったとしても、彼は何の疑問も抱いだかなかった。心がキレイなのだ。馬鹿とも言うけど。

「…………………」

　楓かえでは無言で張り紙をぺらっとめくってみた。本来そこにある文字が見えた。

【爬は虫ちゆう類るいコーナー】

　軽く首を傾かしげてる楓に、銀之介の声が届く。

「楓さん。何やってるの？」

　楓は軽く息を吐き出すと、銀之介のあとについて行った。




「ふっふっふっふっふ」

　商品棚だなの陰から顔を突き出し、銀ぎん花かが笑った。しつこいくらいの悪わる者もの笑いだ。

「これで銀兄ぃのデートはおしまいだよ！　すぐにぎゃ────とか言って飛び出してくるに決まってるんだ。うししししししし」
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　グーにした手を口元に当てて笑う銀花に、桃もも花かは不ふ思し議ぎそうに尋たずねた。

「ねえ銀花ちゃん。爬は虫ちゆう類るいこーなーに、怪かい獣じゆうがいるの？」

「そー、爬虫類こーなーの入口にどかんと大きな水すい槽そうがあって、そこに怪獣がいるの。一ひと目め見たら最後、銀兄ぃ飛び出して来るに決まってるんだから。見ててよ」

　言われた通り、素直な小学生の桃花ちゃんはずっと見てた。だけどいくら見てても銀ぎん之の介すけは飛び出して来ない。

　それでも辛しん抱ぼう強く待った。桃花はとっても忍にん耐たい力りよくのある小学生なのだ。

　だけど、隣となりにいる忍耐力のない小学生は待ってられなかった。

「もしかして、もしかして銀兄ぃってばあまりものショックにひっくり返っちゃってるとか」

　不安をぶちまけた銀花は、桃花が止めるヒマもなく爬虫類売うり場ばに突入する。

　幸いにも銀之介はひっくり返ってなかった。それどころか、事もあろうに和なごんでた。

　巨大ヘビの水槽を前にして楽しそうに話してる二人の姿に（少なくとも銀花にはそう見えた）銀花は謎なぞと不ふ思し議ぎのこもった息をもらした。

「ちょっと、ど───ゆ───こと!!」

　キッと怪獣の檻おりに目を向ける。そこにはこんな張り紙がしてあった。

【売り切れ。近きん日じつ入にゆう荷か】

「ど─────────して今日きように限って売り切れなの～～～～!!　この前はあんなに立派なのがどかんといたのにいいいいいいいいいい!!」

　わめく銀花の手を桃花が一生懸けん命めい引っ張った。

「銀花ちゃん。見つかっちゃうってば。銀花ちゃんってば」




「ん？」

　銀之介は肩かた越ごしに振り返った。

「どうかしたの？」

「いや、なんか聞きなれたわめき声が聞こえてきたもんだから」

　目を二、三度パチクリさせてみたけど、わめき声を発っしそうな奴やつは見えなかった。

「亀かめがわめく訳ないよな。気のせい気のせい」

　軽く笑ってから、銀之介は仕切り直すように言った。

「さ、今度こそ小こ鳥とり売り場に行こ」

「そうね」

「しかし、どーしてあんな張り紙してあったんだろ？　誰かのイタズラかな？」

「何のために？」

「さあ、別にいっか。そんなこと」

　爬は虫ちゆう類るい売り場を後にしながら、銀ぎん之の介すけは口の中だけで軽く呟つぶやいた。

「それにしても、あれが売り切れてて本当によかった」




「行っちゃったね。もう大丈夫だよ。銀ぎん花かちゃん」

　がちっと口を押さえてた手を、桃もも花かは離した。

「ど～～～して今日きように限ってあれが売り切れてんのよ～～～。神様のいじわる～～～」

　やっぱり手を離さなきゃよかったって、桃花は心の片かた隅すみでチラッと思った。

「ところで、あれって何なの？」

「いじわるいじわるいじわる!!」

　答えは返ってこなかった。

　桃花は目め尻じりを下げると、困ったような顔で息を吐き出した。そんな時だ。

「あれ、そこの二人は、お銀ぎんちゃんとそのお友達の桃花ちゃんじゃない」

　茶ちや目めっけのある声に顔を動かした桃花は、元気よく叫んだ。

「あ、うどん屋のお姉ちゃん!!」

「うどん屋ってのは止やめて欲しいんだけどな」

　しつこく繰り返される枕まくら詞ことばに、七しち味み唐とう子こは苦く笑しようした。

「で、二人は何してるの？　そっか、桃花ちゃんの家は何か飼ってて、その用品を買いに来たんだ」

　しゃがみ込み目め線せん合わせて話す唐子を前に、桃花はぷるぷると首を横に振った。

「違うの。銀花ちゃんと動物さん達を見に来たの」

「ふ～～～～～ん。そうなんだ」

　唐子はしっかり頷うなずいてから、無む視し出来ない疑問を口にした。

「で、後ろの銀花ちゃんはど～～～しちゃったの？　なんか普通じゃないけど」

　確かに普通じゃなかった。

「神様なんていないんだ。神様なんて噓うそさ。深ふか爪づめの人が見み間ま違ちがえたのさ」

　なんてぶつくさ呟つぶやいてるのだ。どんなにひいき目に見たってまず普通じゃない。

「いろいろあったんだよ」

　桃花はものすごくアダルトなため息いき一つしてから、逆に尋たずねた。

「うどん屋のお姉ちゃんは？　何か動物飼かってるの？」

「だから、うどん屋のお姉さんは止めて欲しいんだけどな………………ま、いいけど」

　もう諦あきらめたよって肩かた落おとしてから、唐子は言った。

「常じよう連れんさんがペットを忘れてっちゃってね。返したくてもその人の家がどこにあるか知らないし。次つぎ来るまで預かるしかないんだけど、何なに食べさせていいか分かんなくてさ。ペットショップの人に聞こうと思って連れて来たんだけど」

「え!!　どこどこ？」

「このバッグの中だよ。見せてあげる。見た目はちょっと恐いけど、大人おとなしくてかわいいよ」

　唐とう子こは笑いながら小こ脇わきに抱えてたスポーツバッグを降ろした。チャックをジジジジジジって開ける。

「出ておいで。トーマスちゃん」

　そいつは眠そうな顔を出した。確かにちょっと恐い顔してたけど、桃もも花かはおおいに、たいへんに喜んだ。

「うわ～～～～、かわいい」

　でも、もっと喜んだ人物がすぐ近くにいた。

「怪かい獣じゆう！！！！！」

　銀ぎん花かは頭の天てつ辺ぺんから声を張り上げた。

「うどんのお姉ちゃん。ありがとありがと超ちよう特大ありがと!!　うどんのお姉ちゃんは神様だよ!!」

　唐子の手をとって歓かん喜きの舞を心ゆくまで踊り狂ってから、銀花はスポーツバッグをよいこらしょと持ち上げた。

「これ、ちょっとだけ借りるね」

「え？」

「ありがと唐子お姉ちゃん！」

　銀花は後こう頭とう部ぶで叫びながら突っ走ってく。

「唐子お姉ちゃん……………………」

　その一言に、唐子は喜びを嚙かみ締めた。

「うどんうどんと呼ばれること数カ月。ついに、ついにこの日がやって来たんだ」

　一時は真ま面じ目めに七しち味みうどん子に改名しようと思ってただけに喜びもひとしおだ。

　ひたすら感動してる唐子の耳に、桃花の声がひょっこり飛び込んできた。

「ごめんなさい。銀花ちゃんのお兄ちゃんのデートを邪じや魔まするのに怪獣さんがいなくちゃいけないんで」

「そう、それは大変だね。がんばってね」

　うどんって呼ばれなかった喜びの余よ韻いんがびんびん響ひびいてる唐子は、両手振ふって二人を見送った。

　それから、『ん？』っと怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

　待てよって唐子は思った。

　銀花ちゃんの言う「お兄ちゃん」ってのは銀ぎん之の介すけのことだったはずだ。

「銀ぎん之の介すけ君がデ─────ト！！！」

　喜びの余よ韻いんが一いつ挙きよに消えた。
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「ぎんのすけ。ぎんのすけ。ぎんのすけ。ぎんのすけ」

　銀之介は熱心に自分の名前を繰り返した。

　インコはオカメ顔して甲かん高だかい声で叫んだ。

「キンタマノスケ!!」

「な、面白い鳥だろ」

　能のう天てん気きに喜ぶ銀之介に楓かえではポソリと言った。

「馬鹿にされてるって気がつかないの？」

「へ？」

「いいわ。本人が喜んでるんならそれで」

　一瞬だけぽかりんとしてた銀之介だけど復活は早すぎるくらい早い。

「よし、次は挨あい拶さつだぞ。おはよう。おはよう。おはよう。おはよう。おはよう」




　そんながんばってる姿を商品棚だなから覗のぞく影かげがあった。

　もちろん言うまでもなく、銀ぎん花かと桃もも花かのハナハナコンビだ。

「ふっふっふ。この怪かい獣じゆうさえいれば」

「そっか、銀花ちゃんのお兄ちゃんが嫌いなのってトカゲだったんだ」

「ちっちゃなトカゲだって嫌がるんだもん。こんな大きなの見せたらロマンスなんてもん簡単にどんがらしゃんだよ。ふっふっふ」

　どんどん悪わる者もの空気の密度増ふやしてる隣となりで、桃花がポソリと呟つぶやいた。

「なんか、私ものすごく悪いことしてるような気がするな」

　おまけにため息も吐き出したその時だ。桃花はとある危険なものを発見した。

　これまで別なことに脳のう味み噌そ動いてて気がつかなかったけど、自分達が今隠かくれてるのは犬いぬ用品の置かれてる棚だった。そこには、犬が遊ぶオモチャなんぞも置かれてた。

　そのうちの一つがすっごい危なかった。

　黙ってりゃいいんだけど、親切な桃花はちゃんと忠ちゆう告こくしてあげた。

「銀花ちゃん。横よこ見みちゃダメだよ」

「え？」

　って振り向いた際、銀花は見てしまった。黄色くて丸いボールの数々を。

　発電機背せ負おったシャクトリムシが体中を駆け巡った。

「あおおおおおおおおおおおん！」

　いつものごとく銀ぎん花かは変身した。突き出した耳、ふわふわもこもこの体、飛び出す尻尾しつぽ。

「あ～～あ、変身しちゃった」

　ジュースこぼしちゃった赤ちゃんに言うみたく、桃もも花かが息を漏らした。

　しかも、運が悪い時ってばとことん悪い。店員さんが通りかかっちゃったのだ。

「あら、珍しいわんちゃん」

　動物好きそうなお姉さん店員さんはしゃがみこむと銀花の鼻の頭をぐりぐり撫なでた。

「これお嬢じようちゃんの？」

　尋たずねられた桃花は機き転てんをきかしまくって答えた。

「そ～です。私の犬です」

「なんて種類のわんちゃんかな？」

「え～～～～～と、ギンコマって種類です！」

「初めて聞いたわ」

「珍しい種類なんです！」

「へ────、私も勉強しないとな～」

　なんて呟つぶやきながら、お姉さんはぐりぐり銀花を撫でた。

　銀花もなんとか誤ご魔ま化かそうと四つん這ばいになって犬の振りをしてるんだけど……………。

「それにしても厚あつ着ぎのわんちゃんだね」

「冬だからです！」

「毛皮があるから大丈夫よ。それによくないよ、こんな人間みたいな格好させるのは。せめて一枚くらいにしといてあげないと窮きゆう屈くつでかわいそうでしょ」

　なんて服を脱がそうとしてくるからかなわない。

　このままでは、乙女おとめの柔やわ肌はだが白はく日じつの下もとにさらされてしまう。今はちょっと毛むくじゃらだけど、そんなの関係ない。乙女のプライド一いつ杯ぱいに、銀花は叫んだ。

「いや～～～～、脱がさないでぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　ものすごく重い沈ちん黙もくだった。

　沈黙が悲鳴に変わる前に、銀花と桃花は逃げ出した。

　案あんの定じよう、悲鳴が追いかけてきた。




「なんか騒がしいわね」

「そうだな」

「犬が喋しやべったとか騒いでたけど」

「犬は喋らないだろ普通。喋ったらそりゃ犬じゃないよ。犬の形した何かだよ」

　そんなこと話してる二人の前を、店員さんたちが慌あわただしく走り去って行った。

　網あみとか首輪とかロープとか檻おりとかを手にした、プチ物ぶつ騒そうな集団だ。

「冗じよう談だんじゃないみたいね」

「でも犬は喋しやべらないと思うけどな」

　ちょっとばかし考え込んだ銀ぎん之の介すけは、ポテリと手を叩たたいた。

「そっか、分かったぞ。人じん面めん犬けんだよ」

「…………………」

　完全無む欠けつに呆あきれる楓かえでをそのままにして、銀之介は時速三〇〇キロで突き進んだ。

「だから、人面犬が出たんだよ。それなら納なつ得とくがいく。犬が喋るのは不自然だけど人面犬が喋るって言えばごくごく普通のことだよ。これっぽっちも疑うとこがない」

「人面犬って存在が一番疑うたがわしいんだけど……」

　って楓の言葉なんて聞いてなかった。すっかり野や次じ馬うま根こん性じよう出した銀之介は、ひょこひょこ店員さんたちのあとを追いかけようとした。と…………。

　バッタリと出くわした。

　残念ながら人面犬じゃなかった。でも人面はしてた。そりゃそうだ。人なんだから。

「唐とう子こ」

「あはははははは」

　唐子はぎこちなく笑った。見てる方の横よこっ腹ぱらが痛くなってくるような苦しい笑いだ。

「き、奇き遇ぐうだね。偶ぐう然ぜんだね。あ、心配しなくてもい～よ。デートの邪じや魔まするつもりはないんだから。お邪魔虫むしはすぐに退たい散さんするから。ただなんか寂しいって言うかさ。二人がそんなに仲良しこよしだってこと教えてくれればよかったのに。アタシたち友達なんだから、秘密にしなくたって」

「悪いんだけど、唐子が何なに言ってんのかさっぱり分からんぞ」

「だから、デートするような仲だってことをど───して秘密に」

「デート？　誰と誰が？」

「だから、銀之介君と楓ちゃんがだよ」

「僕と楓さんが…………………デート？」

　何を馬鹿言いうてんねんって突っ込もうとしたけど、それを思いとどまる。

「待てよ」

　銀之介は考えた。デートとゆーものの定てい義ぎについてだ。

　デート、男と女が（たまに例外もあるけど）二人で仲良くお出かけすること。それが銀之介の定義だ。

　一緒に動物園に行ったり、水族館に行ったり…………………。

「のあ!!」

　銀之介は重大な事実に気がつき、驚きよう愕がくした。

　ここはペットショップ。動物も魚もいる。動物園と水族館って言ってもいいんじゃないか。となると、自分はデートをしてると言っても過か言ごんじゃないのではなかろうか？

　衝しよう撃げきの真実にダイナミックに驚いてる銀ぎん之の介すけをきっぱり無む視しし、楓かえでが言った。

「デートなんかじゃないわ」

「でも…………」

「兄さんと一緒に街に出てきたんだけど、車が故障してね。修理が終わって迎えに来てくれるまでちょっと時間潰つぶししなくちゃならなくなって。偶ぐう然ぜん会った駒こま犬いぬ君が時間潰せるとこ知ってるって言ったから連れて来てもらったの。それだけよ」

　普通なら疑うとこだろう。だけど唐とう子こちゃんてばまっすぐな性格だから、ニッカと笑って言った。

「な～～～～～んだ。そうだったんだ」

　少しへろへろ波なみ線せんだけど、同じくまっすぐな性格の女の子も頷うなずいた。

「な～～～～んだ。そうだったんだあ」

「あれ、桃もも花かちゃん」

「えへへ、こんにちは」

　銀之介に顔を向けられ、桃花は恥ずかしそうに笑うとぺこっと頭を下げた。

　思わず笑いかけたくなるような心温あたたまる光景だけど、銀之介は笑えなかった。

「桃花ちゃんがいるってことは………」

　このおっとり系けい少女がいるってことは、当然あの元気印じるし系けいもいるってことで。

　あの元気印系がいるってことは、さっきの喋しやべる犬ってのも頷うなずける話で。

　それでも、一いち抹まつの希望を胸に銀之介は尋たずねる。

「桃花ちゃん。今日きようは誰と来たのかい？　お父とうさん？　お母かあさん？」

　ぷるぷると首振ふった桃花は元気よく言った。

「ううん、銀ぎん花かちゃんと来たの」

「それで、その銀花ちゃんって馬鹿娘むすめは今どうしてるのかな？」

「え～～とね、犬になっちゃったから後ろの倉庫んとこに隠かくれてるの」

「あの馬鹿！！！」

　銀之介は一ひと声こえ叫ぶと、喋る犬をもとめて走り出した。
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「まったくも～～～。お前のせいで寿じゆ命みようが三年は縮ちぢまったぞ」

　少し前を歩く銀花の頭を、銀之介は後ろからちょいちょいとこづいた。

「ごめん。銀花が悪かったよ」

　珍しく、銀花はしょげかえってた。

「まあまあ、お銀ぎんちゃんだって悪わる気ぎがあった訳じゃないし。許してあげよ～よ」

　唐とう子こがまあまあと銀ぎん之の介すけをなだめた。

「そ～～だ、帰りにみんなでパフェ食べてかない？　パフェ」

「わ～～～い、パフェパフェ!!」

　しょげかぇってた銀ぎん花かは誰よりも早く飛びついて来た。

「切り替わり早いね」

　ちょっと呆あきれたように、唐子が呟つぶやいた頃、一番後うしろ歩いてた楓かえでが足を止め言った。

「それじゃ、私、ここで失礼するわ」

「え～～～、一緒にパフェ食べてこうよ」

「兄さんが迎えに来るから。また」

「そっか、それじゃ今こん度ど学校帰りにでも行こ～ね。約束だからね」

　唐子が一方的に約束を取りつけた。

「駒こま犬いぬ君。今日きようはありがと」

「はは、別にいいって。大たいしたことした訳じゃないし」

「またお願いするかも」

　楓はそこで一息区く切ぎってから、こう言った。

「デートのお誘い」

「え………………」

　どんどん真っ赤になる銀之介に、楓は小さく笑い声を漏らした。

「冗じよう談だんよ。それじゃ」

　楓は軽く手を振ると、歩いて行った。

　楓とバイバイしてからしばらく後、唐子がぽそっと呟つぶやいた。

「楓ちゃんって、変わったね」

「え？」

「うん、変わったよ」

「そうかな。髪の毛の長さも前からあんなんだったし眉まゆ毛げだって」

「そういうことじゃなくてさ。とにかく変わったの！」

　唐子はのし紙つけて断言した。

「最近よく見るもん。楓ちゃんの笑顔」

「そっか、そう言われれば転校して来た時って全ぜん然ぜん笑わなかったもんな。いいことだよ」

「特に、銀之介君と一緒の時に見るんだよなあ。楓ちゃんの笑顔。もしかして…………」

「お笑い芸人の素質があるのかもな。僕って」

「…………………それ本気で言ってる？」

「だって、少なくとも楓さんにはうけてる訳だっしょ。だから」

「違うって。そうじゃなくてさ、楓ちゃんはもしかしたら銀之介君のこと………」

「僕のこと………なんだ？」

「も～～～、分かんないかな」

　不ふ機き嫌げんそうに唐とう子こが言うけど、分かんないもんは分かんなかった。

　ちょっと考えたけど、やっぱり分かんない。だからさっさと別の方向に矢印を向けることにした。

「そういや、唐子がずっと小こ脇わきに抱えてるスポーツバッグ。何が入ってるんだ？」

「常じよう連れんさんが忘れてったペット」

「見せてくれよ」

「いいよ」

　唐子は早さつ速そくスポーツバッグのチャックに手をかける。

「ダメぇぇぇぇぇぇぇ！」

　その行動に気がついた銀ぎん花かが叫んだけど、一歩遅おそかった。

　チャックの開かれたスポーツバッグから、トーマスはにょっきりと顔を出した。

　銀ぎん之の介すけの笑顔にヒビが入った。

　トーマスはしばし眠たげな瞳をぱちくりさせてから、目の前の顔をペロリ舐なめた。

　実はちょこっとお腹なか空すいてて、ご飯はん欲しいがゆえのちょっとしたサービスだったけど、銀之介に伝わるはずがない。

「い、い、い、い、い、い、い、い、い」

　大地が崩ほう壊かいしてくみたいな奇き声せいをコマ切れで発してから、銀之介は命いのち一いつ杯ぱいに叫んだ。

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「ちょっと銀之介君！」

「一いち目もく散さんに何処いずこへと逃げていく背中を追いかけようと唐子が駆け出そうとするけど、その手が銀花によってぎゅって摑つかまれる。

「ダメだよ。もうこのバッグの半はん径けい五〇〇メートル以内には近づかないよ。それぐらい嫌いなんだもん」

「そっか、悪いことしちゃったな」

「ほっといたって家に帰ってくるよ。気にしない、気にしない。それよりパフェパフェ」

　ぐいぐい銀花に手を引っ張られながら、唐子は銀之介の走り去ってった方向を肩かた越ごしに見やった。

　そして感心したように呟つぶやいた。

「銀之介君、変身してなくてもあんなに速く走れたんだ。ちょっと見直したな」




「大丈夫よ。友達と偶ぐう然ぜんに会って、時間を潰つぶしてたから。それじゃ待ってるから」

　携帯を鞄かばんの中に戻す。もう一〇分もすれば迎えが到着するだろう。

「友達……………か」

　ごく自然にその言葉が出たことに対し、楓かえでは純じゆん粋すいに驚いていた。

「唐とう子こさんと……………駒こま犬いぬ君……………駒犬…………君」

　無む邪じや気きに笑ってる銀ぎん之の介すけの笑顔が、脳のう裏りにはっきりと浮かび上がった。何よりも濃く。

「獲え物ものよ。あんなのただの」

　ウスバカゲロウの囁ささやきのように、小さく唇くちびるを動かした時だった。

「お嬢じようちゃん。何やってんの」

「ヒマだったら俺おいらと遊ぼうぜ～～」

「チェケラッチョ！」

　脳のう味み噌そにウォッカでも流し込んだような連れん中ちゆうが楓を取り囲んでた。

　楓は目を細め冷たく言った。

「遠えん慮りよするわ」

「冷たいこと言うなよ」

「楽しくやろうぜ！」

「チェケラッチョ!!」




「ひ～～～、唐子の奴やつなんてもんを持ってんだよ。まったく」

　体力の続く限り逃げて来た銀之介は、息切れしながら愚ぐ痴ちった。

　思い浮かべただけでも体中にぞわぞわって寒さむ気けが走る。

「あ～～～、やだやだやだやだ」

　頭を搔かきむしっておぞましい怪かい獣じゆうの姿を追い出しかけたその時。銀之介はその光景を目にした。

　あんまり友達になりたくない系けい統とうの若者達に、楓がからまれてるって光景だ。

「あ!!　楓さん!!」

　飛び出しかけて、足を止める。

「でも、僕が行ったって何にも……………いかんいかん」

　吹いてくる臆おく病びよう風かぜに、銀之介は風かぜ除よけのバリケードをどっかと立てた。

「そんなこと言ってる場合じゃない。友達の危機なんだ!!」

　銀之介は走った。いつかどっかのテレビ番組で見たこういうシチュエーションについて、主人公がど～～してたかを思い浮かべながら。




「な、ちょっとお茶飲のむくらいいいだろ」

「そうそう、お茶だけお茶だけ」

「チェケラッチョ!!」

　こいつらに何なに話しても仕方ないなって楓かえでは判断した。さっさとこの場から離れることにする。

「ちょっと待ってくれよお」

　一人が楓の腕をぐいって摑つかんだ。

「……………貪どん欲よくなハイエナ」

「何だって？」

「何でもないわ。離して」

「待てよ。いくらなんでも冷たすぎるんじゃないの」

「お高くしやがって」

「チェケラッチョ!!」

　ちょっと馬ば鹿か男達の口調が荒くなった。楓のピンチ。その時だった。

「ごめん待った？」

　最強にお呼びでない顔した奴やつが飛び込んで来た。

「さ、行こっか」

　楓の手を引っ張りその場から離れようとする銀ぎん之の介すけだけど、馬鹿者もの達たちがずいっと立ちはだかる。

「何だお前は？」

「え～～～と、僕は彼女と待ち合わせしてて」

「彼かれ氏しか？」

「いや、そんなんじゃないんだけどなんて言うかその」

　しどろもどろに言葉を転がす銀之介の隣となりで、楓はキッパリと言った。

「そうよ。私の彼氏よ」

「な、な、何を」

「行きましょ」

　楓に腕を組まれて、引っ張られるようにして馬鹿男達をすり抜ける。

「楓さん」

「いいから黙って。このままやりすごしましょ」

　小声で囁ささやかれ、銀之介は居い心ごこ地ちの悪い表情でこくりと頷うなずいた。

　十歩ほど歩いた。十一歩目が地面につく、ちょうどそんな頃だった。

「何だよ。あの女」

　そんな声が、後ろから聞こえてきた。

「お高くとまりやがってるくせに、男はあんなのかよ」

「きっとあんまりお高くしてるからあんなのしか寄ってこなかったんだぜ」

「言えてる言えてる」

　最高に下げ卑びた笑い声も聞こえた。

「あんな表情もない銅どう像ぞうみたいな女だもんな」

　足が止まった。銀ぎん之の介すけの足がだ。

「どうしたの？　駒こま犬いぬ君」

　銀之介は答えなかった。ただゆっくりと振り返る。

　そして、銀之介は走り出した。全速力で。

「うおおおおおおおおおおおおお!!」

　馬鹿者に体当たりする。一度は奇き襲しゆうが成功したけど、そこは軟なん弱じやく国こくの王子様。しかも相手は三人。たちまち囲まれてぼっこぼこにされる。

　気がついたら、楓かえでは思い切り息を吸い込んでいた。

　気がついたら…………叫んでいた。




「止やめてえええええええええええええええ」

　楓の叫びは、一二〇ホーンを記録した。




　一二〇ホーンの叫びのおかげで人々が集まってしまい、馬ば鹿か者もの達は逃げてった。

　しゃがみこみ、鼻血をハンカチで押さえてる銀之介を見下ろし、楓は馬鹿にするように言った。

「男のプライド？　馬鹿ね。無む視ししてればよかったのに」

「悔しかったんだ」

「あんなの呼ばわりされたのがそんなに？」

「違うよ。僕はいいんだ。何なに言われたって」

　銀之介は首を横に振り、言った。

「だけど、楓さんの悪わる口ぐち言ってたから」

　沈ちん黙もくが、流れた。

「……………馬鹿よ。駒犬君なんか、大おお馬鹿よ」

　最後にもう一度、楓は繰り返した。

「大馬鹿よ」

　小さな小さな声で。




　　　　　８




「待たせて悪かったな」

「別に」

　楓はそれだけ呟つぶやくと、助手席に乗り込んだ。

「さ、帰ろうか」

　車をスタートさせようとした狩かり谷やは、窓の外を見つめる楓に目を細めた。

「誰かいるのか？」

「何でもないわ」

「………………そうか」

　そっけないのはいつものことだから、狩かり谷やはさほど気にもせずアクセルを踏んだ。

「友達と時間潰つぶしてたって言ってたな」

　エンジンの振動に体を預けながら、狩谷が尋たずねた。

「誰だい？　といっても想像はつくがな。七しち味み君だろ？」

「途中からね。最初は駒こま犬いぬ君と一緒だったわ」

「そうか、駒犬君とか。本当にボーイフレンドじゃないのか？」

「止やめて。あんなのただの…………ただの…………」

　獲え物もの……………。

　その一言は、ついに楓かえでの口からは発せられなかった。ウスバカゲロウの囁ささやきすら出ない。

「冗じよう談だんだよ」

　笑いながら言う狩谷を見ようともせず、楓は小さく唇くちびるを動かした。

「兄さん私…………猟りよう師し失格かもしれないわ」

「え？」

　何も答えず、楓は窓ガラスの外を見つめた。

　陰から見送ってた獲物の姿は、もう見えなくなっていた。

[image: ]




「送ってくれるって言ってくれたけど、車って密室の中で狩かり谷や先生と一緒ってのはな。息がつまるよ」

　やれやれって銀ぎん之の介すけは深しん呼吸した。

「さてと、どうしよっかな？」

　パフェを求めて旅立ってった唐とう子こ達も気になるけど、あの怪かい獣じゆうの半径五〇〇メートル以内には絶対に近づきたくなかった。

「…………帰ろっと」

　銀之介が家いえ路じにつこうと歩き出した時だ。

「おい、てめえ」

　って後ろから声をぶつけられた。

　あんまし振り返りたくなかったけど、勇気を出して振り返った。やっぱりあの馬鹿者の皆様だった。

「おい、さっきはよくもやってくれたな」

「で、でも………………もういいだけ殴なぐったじゃないか」

　勇気を出してそう主張するけど………。

「足たりねえよ」

　って即そく答とうされちゃったもんだから銀之介としちゃいやんなとこだ。

「さ、覚かく悟ごはいいか？」

「へっへっへっへ」

「チェケラッチョ！」

　へらへら笑いながら歩み寄って来る馬鹿者三人に対し、銀之介の反応は素早かった。脱だつ兎とのごとく逃げ出したのだ。

「逃がすな！」

「捕まえろ！」

「チェケラッチョ!!」

　銀之介は走った。必死に走った。だけど悲しいかな軟弱の国の王子様。どんどん距離はせばまっていく。

　苦く肉にくの策さくとして路ろ地じ裏うらに飛び込んだけど、結果的には逆ぎやく効果だったようだ。

「そっちだ！」

「挟はさみ撃うちだ！」

「チェケラッチョ！」

「やれやれ」

　銀ぎん之の介すけはため息を吐き出した。

　もう幾許いくばくもすれば、それぞれの方向から馬ば鹿か者もの達がやって来るだろう。見つかるのも時間の問題だ。

　覚悟決きめちゃおうかななんて思ってた矢や先さきだった。

　絶対にお客が来そうもない路ろ地じ裏うらで、何な故ぜか営業してるうどんの屋や台たいと遭そう遇ぐうした。

　こんなとこで営業してるのはどこのどいつだと思って見たら、やっぱりうどんの神様だった。

　思い切り呆あきれたいとこだけど、銀之介にとっちゃ天の助けだ。

　銀之介は屋台に飛び込むと、力一いつ杯ぱい叫んだ。

「月見うどん一杯!!　大だい至急ね!!」




　それから数すう刻こく後ご。

　馬鹿者共どもの悲鳴に混じり、路地裏にその声は響ひびいた。

「オオカミぱ───んち!!　オオカミきいいいいいいいいいっく!!　オオカミふらいんぐぼでーあたっくうううう!!」





第二十一話　完












　　　あとがき




　もう遊ぶのは止やめよう。もう最後にしよう。そう思っていたのにもかかわらず、また遊んでしまいました。

　深く反省したいと思います。

　ゴ～～～～ン（お寺で座ざ禅ぜんして反省中）

　深く反省しました。

　でもね、遊びたくなっちゃうんだよね。

　この『僕ぼく月つき』という作品は、まあ長くやってるってせいもあるけどサブキャラが多い。それにキャラが固まってる。

　こ～～ゆ～～状況になると、ハッキリ言って遊ぶのは楽。たった一つの単語を放り込むだけでほぼ自動的に短編が出来上がる。

　そこで、クリスマスって単語を放り込んで話を作ってみようと思う。





　特別作品　クリスマスの夜に吼ほえろ！

　クリマスの飯いい波なみ市。倉くら地ち宅のクリスマスパーティーのチケットを手にいれる唐とう子こと銀ぎん之の介すけ。倉地先生ファンクラブからチケットを守り倉地宅到とう着ちやく。

　上流階かい級きゆうパーティー。ドレスの似に合あう楓かえで。倉地にドレスを借りる唐とう子こ。胸がガバガバで断だん念ねん。

　突然の停電。明りがついた時、宝石がなくなっている。

　登場する漆うるし野の百ひやく太た郎ろう。名探たん偵てい歩きしながら彼は言う。怪かい盗とうマンホール・メロンパンから予告状が来ていたと。奴やつは変へん相そうの名人だ。

　この中に犯人がいる。漆野が指差した人物は、こんな状況ながら元気に肉食べてる銀ぎん之の介すけだった。

　縛しばられる銀之介。そこへやってくる唐子。生卵で変身。

「本物の銀之介君だ」

　それじゃメロンパンは一体？　悩む二人に楓が言う。漆野とすれ違った時、手が触れ合った。見えた動物は貴き金きん属ぞくの好きなシャム猫。

　メロンパンを追いかける銀之介だが、あと一歩ってとこで気球で逃げられてしまう。そこに響ひびく一発の銃声。気球に穴が開いてぷしゅ～～～。

　本物の漆野登場。犯人逮捕。事件はめでたしめでたしに終わるかに見えた。

　後ご日じつ、宝石の半分が見つかってないと聞く銀之介ら。犯人が逃とう亡ぼう途中に川に落としたとの発表だけど、なんか釈しやく然ぜんとしない。

　ベンツに乗る漆野を目もく撃げき。

「まさか[image: 三点][image: 三点][image: 三点][image: 三点]ね」

　微び妙みように苦にが笑わらいする銀之介と唐子の図。

　　　　　　　　　　完






　てな具合なのだ。他にも初はつ詣もうで、バレンタインなどなど、話に出来そうなキーワードってのはたくさんある。やってるとキリがないからやんないけど。

　とまあ、そういう訳でまだまだ遊びたいところではあるけれども、もう遊びません。

　次からは真ま面じ目めに「最終回」へ向けて動きます。

　とりあえずお寺にこもって遊んでばかりいた自分をもう少し反省しよう。

　それでは失礼。

　ゴ～～～ン！（お寺で反省してる音）


阿あ智ち太た郎ろう　　　






　言っておきたいこと




　熱帯魚を飼かいはじめました。ポリプテルスセネガルっていう魚です。いっつも水すい槽そうの底でのべ～～としてます。将来は大物になると思ってます。ちなみに名前は古こ太た郎ろう。古代魚って分類される魚だから。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。独特な笑いとハートウォーミングな世界を描きファンの支持を集める人気作家。最近熱帯魚を飼いはじめ、両親に不評を買ったらしい。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで　ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神学園』（電撃コミックスＥＸ）などがある。
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僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで⑧




楓かえでとオオカミの一いち日にち








阿あ智ち太た郎ろう
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